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　　　プロローグ　捕とらわれた龍りゆう剣けん









　目を開けると、頭がグラグラした。

　ぼんやりとした意識の中で、だんだん焦点が定まっていく。

　ここはどこなんだろう？

　そう考える前に、酒の臭においが鼻を突いた。それになんだか獣のようなすえた臭いも混ざっている。

　悪臭のせいで意識が少しはっきりする。

　薄暗い部屋だった。だけど、ぱっと見た感じ、それなりに広い……高校の食堂ぐらいはあるかもしれない。

「おはよ。皇こう土どの剣けん皇おう、黄き塚づか光みつ義よしくん」

　聞こえた声に顔を上げる。

　薄うす闇やみの中にやけに鮮やかな青い色が滲にじむ。

　テレビなんかで見ることがある熱帯の海みたいな、目に染みるほど綺き麗れいな青い色。緑色にも近いそれは長い髪の色だった。

　頭の横でツインテールに束たばねた髪が揺れる。リボンと一緒に髪を飾っているのは、やけにかわいくデフォルメした竜のマスコットだ。

　ボクより年下に見えるその女の子は悪戯いたずらっぽく目を細める。

「イザナミ……！」

　その子の名前を口にしていた。

　そうだ。この青い髪の女の子はイザナミ。獣人たちによって構成されたテロ組織《八雷やくさ》を率ひきいている。

　ボクは反射的に皇こう土ど剣けんを作り出した。

　金の光が手の中に集まり凝ぎよう縮しゆくされて、ボク自身の身長さえ超える長大で肉厚の刀身を構成していく……はずだった。

「あ……」

　剋こく獣じゆう五ご帝ていに唯一対抗できる五ご龍りゆう剣けんの一振り、皇土剣は真ん中から折れていた。

　目の前をひらひらと花びらが流れていく。

　薄暗い部屋に青い光がぼんやりと輝く。

　イザナミの手にいつの間にか剣があった。

　飛鳥あすか時代の古い刀にも似た雰囲気の片刃の直刀。皇土剣ほどじゃないけど、普通の人が扱うには長過ぎるそれを、イザナミは細い腕で軽々と扱っている。

　その刀身がキラキラとした青色の煌きらめきを浮かび上がらせていた。

「嵐らん樹じゆ剣けん」

「そう。これが五龍剣のひとつ、嵐樹剣。その名も《草くさ薙なぎ》」

　イザナミがその切っ先をボクに向ける。

「君のこと縛ったりとかしてないけど、わかるよね。剣けん皇おうを縛ったりしても意味がないから、縛ってないだけだってこと」

　嵐樹剣の青い龍りゆう気きが闇やみの中に浮かび上がらせたのは、イザナミの姿だけじゃない。

　部屋の奥からこっちを睨にらむ鋭い視線があった。人間のものじゃない。

　血のようでも炎のようでもある赤い羽毛と鷹たかの顔。両腕は鷹の翼そのものだ。

　そこにあぐらをかいているのは、着流し姿の鷹の獣人、タマオノだった。

　それに、他にも見み憶おぼえのある獣人たちが思い思いの場所に佇たたずんでボクのほうを見ていた。

　息を呑のむ。意識はもうはっきりしていた。自分の置かれている状況が理解できた。

　異界外来種釼塵の剋獣近衛このえ種ベヒーモスの襲撃に端たんを発した戦い、《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》の中でボクはイザナミに敗やぶれて、捕とらえられたんだ。








　　　第一章　砕ける龍りゆう剣けん









　花びらを散らしながら空中を走る青い雷光が皇こう土ど剣けんを折り砕いた。

　稲妻に打うち貫ぬかれた光みつ義よしがその身体からだを痙けい攣れんさせて仰あお向むけに倒れる。

「光義!!」

　赤い髪の少女、烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんずが叫ぶ。

　炎の如ごとき髪を滲にじむ汗で額に貼はりつかせた彼女は、光義に駆け寄ろうと足を踏ふみ出した。

　だが、そこで踏みとどまる。

　視線の先、倒れた光義は目を閉じて動かないが、胸は上下している。

　杏は奥歯を噛かみ締しめると、《桔梗ききよう》本部のドーム状の屋根を振り仰いだ。

「貴様……！　イザナミ」

　青いツインテールをなびかせて、嵐らん樹じゆ剣けん《草くさ薙なぎ》を手にしたイザナミが屋根に立つ。

　嘲あざけるように唇の端はしを上げたイザナミに対して、杏の手の烈れつ火か剣けんが焔ほのおをまとい回転する。

　四本の曲刀を組み合わせた十字剣が炎を渦巻かせ、彼女がまとう龍りゆう気きの鎧よろい、龍りゆう鱗りんは燃え盛る焔にも似た赤々とした輝きを増す。

「剣皇！」

　急ブレーキの甲かん高だかい音が響いた。

　アスファルトにタイヤの跡と黒煙を残しながら、車を急停止させたのは、戦闘服に身を包んだ隻せき眼がんの虎こ人じん、カラスキだった。

　虎とらと人の肉体を持つ彼は間髪いれず車を飛び降り、車体を盾にしながら、銃を構えた。

　続いて次々駆けつける防衛省異界外来種特別守備隊特守の隊員たちも武器を手にしてイザナミに対しようとする。

　そこへ突如湧わき上がった炎が躍おどりかかった。

　車が炎に包まれる中、カラスキは舌打ちしながら後退する。

　爆発炎上した車の向こう、カラスキの隻眼が睨にらみつける先に赤い鷹たかの獣人が立っていた。

「タマオノのジジイ……！　邪魔するんじゃねえ！」

「カラスキ。お前もいい歳としだろ。わしを老いぼれ呼ばわりしている場合かよ」

「うるせえ」

　カラスキと特とく守しゆはタマオノに銃口を向ける。

「ジジイ。何を考えて、《桔梗》襲撃なんてバカな真ま似ねに出た。《八雷やくさ》の動き。ちょっとおかしいんじゃねえか？　それとも耄もう碌ろくしたジジイの頭がおかしいのか？」

「アホかよ。わしはわしの想おもうようにやってるだけだ。歳食った元若造にとやかく言われたくねえな。……そんなことよりだ」

　タマオノは挑発するように目を細くする。

「わしと殺やるんかい？　お前、わしに勝ったことは一度たりともねえだろ」

「ほっとけよ。俺がジジイに勝てないのは、俺が釼けん塵じん。お前が烈れつ火か。相性が悪過ぎるだけだ。相そう克こくってやつだろ。そうじゃなきゃ、お前みたいな老いぼれに俺が負けるか」

「よく言うなぁ。軍を率ひきいても、お前は負けてばかりだ。なんなら、わしが討った白びやつ虎この騎士の名、並べてやろうか」

「……っ!?　そんな安い挑発に乗る俺か！　今すぐぶっ殺してやる!!　来いよ！　それとも、こっちから行くか!!」

「カラスキさん、すごく乗ってますから！　台詞せりふも端はしから負けフラグっぽいですから！」

　思わず前に出ようとしたカラスキを特とく守しゆ隊員の一人が小突いて止めた。

「何がフラグだ!?　だが……忠告には乗っておくぜ」

　牙きばを剥むきながらもカラスキはそれ以上前には出ない。

　特守と、タマオノ、さらにはまだ動くことができる《八雷やくさ》の獣人が睨にらみ合う。

　それをよそに杏あんずが動いた。

　烈れつ火か剣けんの刀身にまとわせた炎を炸さく裂れつさせ、爆炎を背に空を駆ける。

　狙ねらいは《桔梗ききよう》本部の屋根にいるイザナミだ。

　一直線に襲い来る彼女に対して、イザナミもまた応じた。

「まだやるんだ！　おもしろいじゃんか！」

　青い雷光を弾はじけさせ、風をまとったイザナミが飛ぶ。

　夕暮れの空に舞う色とりどりの花はな吹雪ふぶき。それが炎に焼かれて燃え尽きていく中、二人の剣けん皇おうが交差した。

　切り結ぶ龍りゆう剣けんが雷光と爆炎を閃ひらめかせ、金属の激突音を奏かなでる。

　数すう合ごうのあと、二人は身を離し、地に降り立つ。

　間髪をいれず、杏は着地したばかりのイザナミを目がけ、炎の渦を放とうとした。

「……っ!?」

　しかし、彼女の動きは一瞬遅れた。

　膝ひざを突いたイザナミのすぐ傍そばに光みつ義よしが倒れている。

　唇の端を上げたイザナミの表情はそれを理解しているものだった。

「できないよね。お利口な烈れつ火かの剣けん皇おうにはさ！」

　しゃがんだままでイザナミは嵐らん樹じゆ剣けんを振りかぶり、地に叩たたきつけた。

　立ち昇り、宙に散った青い龍りゆう気きが幾筋もの雷を生み出す。

　轟ごう音おんを響かせて、雷の雨が杏目がけて襲いかかる。

　杏は後方に飛とび退のくことでそれをかわした。

「よーし。それじゃ、お家うち帰ろ！」

　青い雷の壁の向こうでイザナミが声を上げる。

　彼女が倒れたままだった光みつ義よしを抱かかえ上げるのを、杏あんずは見た。

「待て！　貴様!!」

「《八雷やくさ》撤退ー！」

　さらなる雷が《桔梗ききよう》本部の敷地を埋め尽くす。

　カラスキたち特とく守しゆが全力で退避する中で、それを護まもろうと杏の烈れつ火か剣けんが炎によって雷を引ひき裂さいていく。

「逃がすものか!!　光義を……っ!!」

「よせ、剣けん皇おう！　無理するな！」

　カラスキの制止を無視し、杏は降りやまない雷の中へ踏ふみ込んだ。

　青い雷光が閃ひらめき、炎が爆はぜ、大気を震ふるわせる轟ごう音おんが響き渡る。

　雷光の中で杏の龍りゆう鱗りんが赤く砕けていく。

「うぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　巻き起こった炎の渦が雷をまとめて薙なぎ払はらった。

　雷の雨がやみ、視界が晴れる。

　そこには抉えぐり取られた敷地が残されている。

　炎と雷に焼き尽くされ、剥むき出しになった土の上には、しかし、嵐らん樹じゆの龍りゆう気きの影響か、新たに無数の草花が枝葉を伸ばしていた。

　だが、そこにイザナミたち《八雷》の姿はない。

　消えていたのは、《八雷》のみではなかった。

　皇こう土どの剣けん皇おう、黄き塚づか光義。紅あか地ち杏の幼なじみであり、心の支えでもある彼の姿がない。

　杏は歯を食い縛る。龍鱗は砕け、髪がわずかに焦こげている。新たな傷自体はほとんどないものの、その表情は苦渋に満ちていた。

「くそ……！」

　苛いら立だちを隠そうとせず、烈火剣を振り上げ、だが、ゆっくりと力なく腕を降ろした。

「光義……」

　膝ひざを突き、呟つぶやいた。





　　　◆　◆　◆






《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》の最中、《桔梗》本部を強襲した《八雷》と、嵐樹の剣皇、イザナミとの戦いを思い出し、杏は眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

　戦いから一日が過ぎていた。

　杏は星が瞬またたく闇やみの中に佇たたずむ。

　そこはプラネタリウムに似た部屋だった。煌きらめく星々は壁に輝く星図だ。

　客席に当たる部分にはいくつものデスクがあり、モニターの光がぼんやりと浮かぶ。

　侵しん蝕しよく因子、異界外来種研究機関《桔梗ききよう》本部の中枢ともいえる天文室だ。

「《八雷やくさ》の……イザナミの行方はまだわからないのか」

「残念だけど、まだ有力な情報はないわ」

　杏あんずの言葉に応こたえたのは黒髪を細い紐ひもでポニーテールに結ゆった女性だった。

　モニターの光が彼女がかけた眼鏡を輝かせる。ブラウスの上にまとうゆったりしたローブには、中華風とも西洋風とも言いがたい不思議な紋様が刺し繍しゆうされていた。

《桔梗》の局長、シビだ。

「嵐らん樹じゆの剣けん皇おう、イザナミが放った電撃は本部敷地内の監視カメラ全すべてを破壊してしまった」

「全て……。あの攻撃なら合が点てんもいくが……。いや、しかし、カメラは本部のみではなく、品川埠ふ頭とう全体にもあるはずだ。獣人居留地監視用のものも含めて」

「残念だけど、それらも破壊されているわ。嵐らん樹じゆ剣けんの巻き起こした電撃は相当の広範囲に影響をもたらしている。もちろん、狙ねらってのことでしょうけど」

「それでもイザナミ襲撃前の奴やつらの映像ぐらいは残っているはずだ。その解析を含めて、まだ対処法はあるのではないか？」

「そうね。本来ならそのはずなのだけど」

　シビは嘆息する。

「《桔梗》本部の電子機器自体は電撃による直接の被害は受けなかった。それだけの防備はしていた。ただ……嵐樹剣による電子的侵入とデータの改かい竄ざんを受けていた痕こん跡せきがあったわ」

「ハッキングということか？　そこまでできるのか、あれは」

「ええ。嵐樹の龍りゆう気きが司つかさどるものは植物、そして、雷。つまりは電気そのものよ。四し海かい天てん宮きゆうでは考えられなかった使い方だけど、電気信号すら操ることは不可能じゃないわ。もちろん、継続的な龍気の供給と繊せん細さいな調整が必要で、簡単な行為じゃないし、四海天宮の龍気操法の達人であっても、長時間の操作などは不可能でしょうけどね」

「だからこそ、無む尽じん蔵ぞうに龍気を生み出すことができ、訓練次第でイメージどおりに龍気を操ることができる五ご龍りゆう剣けんならば可能ということか」

「そうね。そして、《八雷》を捕とらえることはおろか、イザナミの正体をつかむことすらできていない大きな要因のひとつがこれよ。カメラに映像が残っていても、イザナミは自分の姿は能動的に改竄している。《八雷》を捉とらえたデータを改竄することで追跡者を翻ほん弄ろうし、時には情報全てを破壊もする」

「……ならば、私は足で捜す」

「ダメよ。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん」

　シビの制止に、踵きびすを返そうとしていた杏あんずが止まる。

「あなたは昨日の戦いのあとも、夜遅くまで《八雷やくさ》を追っていたわね。これ以上、ムダな消しよう耗もうをさせるわけにはいかないわ」

「だが、手をこまねいているわけにはいかない」

「手がかりはあるわ。それに《八雷》を追う術すべもある。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。私を信じて。もう少しだけ待っていて」

「しかし……」

「傷を治しきることに専念して。今、あなたが倒れたら、それこそ、彼を救うことができなくなる。わかって」

　杏は口をつぐむ。それから自分を抑え込もうとするように深く息をついた。

「わかった。頼む。シビさん。彼を救わなくてはならない。皇こう土ど剣けんと共に、彼は私に……いや、私たちにとって、なくてはならない存在だ」

「ええ、必ず」

　シビは頷うなずき、どこかに通信を繋つないだ。

　それを見守りながらも、杏は落ち着きなく踵かかとで床を打っていた。

　苛いら立だちは消えない。








　　　第二章　イザナミの真名









　薄暗い部屋の中、ボクの目の前にイザナミが、タマオノたち《八雷》の獣人がいる。

「ボクを……何のために捕まえたの？」

　折れた皇土剣を握にぎりしめたままで尋たずねる。

「そんなの決まってるじゃん」

　イザナミは鼻で笑った。

「イザナミの目的はただひとつだよ。品川の《桔梗ききよう》本部なんて襲撃して、よりにもよって烈れつ火かの剣けん皇おう、紅地杏と剣を交えるような真ま似ねをする理由なんてね」

　肩をすくめる。

「剣皇同士で頂上決戦がしたかった？　体育会系じゃあるまいし、アホじゃない？　もちろん違うよ。じゃあ、もしかして、君が欲しかったとか……。残念。それも違う。あ……！　けっこうかわいいとは思ってるよ。がっかりしないで」

　言いながら、イザナミはボクのほうへ足を踏ふみ出した。

　屈かがむとニッと笑って顔を近づけてくる。吐息を感じる。

「もちろん、狙ねらいは皇土剣だよ。君はさ。それをイザナミに差し出すってわけ」

　言うと、イザナミは握にぎりしめた嵐らん樹じゆ剣けんを振り上げた。

　とっさに身をかばおうとするけど、ボクは思い出してしまう。

　品川の戦いで、皇こう土ど剣けんは嵐樹剣に為なす術すべなく砕かれている。

　古代中国の五行でいえば木剋土。木々は土に根を張り、侵しん蝕しよくする。ゆえに嵐樹は皇土を一方的に打ち破る。圧倒的に不利な相そう克こくの関係にある。

　その上、ボクの龍りゆう気きは尽きかけているし、皇土剣も折られたままだ。

　イザナミには勝てない。

「利口そうな君ならわかるよね。勝機なんて欠片かけらもないってこと。諦あきらめなくても、何もいいことないってこと」

「だけど、ボクは……」

　汗ばんだ手で皇土剣を強く握る。

　杏あんずのところに帰らないといけない。帰りたい。

　相手が嵐らん樹じゆの剣けん皇おうだとしても、勝てないとわかっていても、杏や《桔梗ききよう》と連絡をつけられれば……。

　剣を握るのとは逆の手であったはずのスマートフォンを探る。

「当たり前だけど、携帯は取り上げてるよ。電源も早めに落としておいたし」

「……だよね。でも、ここがどこだとしても、時間を稼ぐことができれば」

「時間を稼ぐ？　イザナミを相手にして？」

　鼻で笑う。

「そういうの嫌いじゃぁないけどさ……。ダメなものはダメって、教えてあげちゃおうか！　えぇっ！　皇こう土どの剣けん皇おうさん！」

　青い龍気が噴き出す。

　奥歯を噛かみ締しめて、打てる手を必死に考えて、折れた剣に龍気を漲みなぎらせようとする。

　飛とび退のいて構えたボクに対して、イザナミが雷を……!!

「ミドリー！　ミドリー！」

　その全すべてを遮さえぎって、子供の声がした。そして、パタパタとなんだかかわいい足音がする。

　ドアを開けて入ってきたのは実際、子供だった。それも、猫の顔をした獣人の子供だ。

　この部屋は薄暗いけど、ドアの向こうは普通に明るい。

　入ってきた子供は猫の獣人一人じゃなかった。他にも犬や鳥の獣人がかわいらし過ぎる足音と共に雪な崩だれ込んできて、そのままイザナミに飛びついた。

「ひゃっ!?」

　猫の子が身体からだをよじ登ってツインテールを引っ張る。

　犬の子がスカートの裾すそを引っ張って、鳥の子は腰にしがみついていた。

「わっ!?　ちょっ!?」

　イザナミがのけぞって、フラフラと後ずさる。だけど、そこで踏ふみとどまった。

「ミドリー。お腹なかすいたー」「ミドリ、まだー」「ミドリ、パンツ見えないー」

　皇こう土ど剣けんを握にぎったまま、それを呆ぼう然ぜんと見守る。

　イザナミの身体からだがかすかに震ふるえる。のけぞってて、顔はちゃんと見えないんだけど……白い歯は見えた。笑って……違う気がする。

「うっさいわ!!　アホ！」

　キレてた。

　イザナミがブルンと身体を振った。

「きゃー！」「うわー！」と、緊張感のない声を上げて、子供たちがコロコロ転がった。

　イザナミは床をドンと踏み鳴らして立つ。

「君らなぁ……！　君ら、もう……！」

　ジロリと子供たちを見回す。

「なんで今来るねん！　ミドリとか言うな！　あっちで遊んどけ言うたやろ!!」

「でも、お腹すいたー」

「知らんがな！　お姉ちゃん大事なことしとるねん！　見たらわかるやろ！　めっちゃシリアスにやってたやろ！　ピリピリ張り詰めとった感じやろ！　空気読めや、アホ！」

　そのピリピリした感じはもう確実に消きえ失うせてしまっていた。

　完全にゆっるゆるに緩ゆるんでしまった空気の中でボクは青い髪を振り乱して怒ど鳴なるイザナミの姿をマジマジと見直して、今さら気づいた。

　イザナミはエプロン姿だった。《桔梗ききよう》本部襲撃の時、龍りゆう鱗りんの下に着ていたものと似た感じの印象を受けるリボンやフリルで飾られたかわいい服の上に、今は青い龍鱗の代わりにエプロンを巻いている。それだけじゃなくて、嵐らん樹じゆ剣けんとは逆の手にはお玉を持っていた。

　今、後ろに隠した。

「ミドリー。お腹すいたー」「ミドリのパンツー」「ミドリー。ミドリー」

　吹っ飛ばされた子供がすぐに起き上がって元気に走り寄って、またイザナミのあちこちを引っ張る。

　されるがままで、イザナミはこっちを見た。

　さっきまでの人をバカにしたような顔じゃなくて、なんというか……すごく怒ってる。舌打ちも聞こえた。

「なんやねん。なんか言いたいことでもあるんか」

　これ以上ないほどバツが悪そうな顔で言う。

「言いたいことというか、なんというか、えっと……かわいいお子さんだね？」

「疑問形か！　ちゃうってわかってて言うなや！　この歳としで子供おるわけないやろ！　むしろ、この子ら、みんな獣人やろ！　うち、誰と結婚したねん！　猫と犬と鳥と……何なん股またやねん!?　笑うんやったら、普通に笑え！　笑えや、コラ！　わろたらええやろ!!」

　ものすごく怒ってる。お玉を突きつけてきた。

　目の前に突き出されたお玉には何かついてる。完全に料理途中だったんだ。

「そもそも君が悪いんやろが!!」

　声を荒げる。さっきから荒げてるけど、もっと荒げる。

「うちが君のこと倒してから、一日過ぎてるんやで？　それやのに目ぇ覚ませへんから、変なとこ打ったか、電気強過ぎたんちゃうかって思って……まあ、ちょっとだけ心配しとったんやけど……なんでやねん!?　なんで飯めし時どきに目ぇ覚ますねん！　腹でも減ったんか！　腹ペコか、君！」

「確かに……ちょっとお腹なかはすいてるかも」

「知らんがな！」

　もっとも過ぎる。

「料理中断したら、あかんやろ!?　どうしてくれるねん！　起きるんやったら、もうちょい後にしとけや、アホ！　どんだけ空気読めへんねん！」

「え、えっと……ゴメン」

　プッ！　と、噴き出す声がした。

　イザナミの向こうで、タマオノが腹を抱かかえて笑っている。

「おい、お前ら笑うなよ。わしらのリーダーに失礼……くはっ！　ひひひ、ひひ！　笑ったら、うひひひ！」

「タマオノさんが一番笑ってるじゃないですか。ぶふっ！」

「あー。だってな。笑うなら笑えや言ってたわけだしな。しゃーねえよな。しゃーねえ。いひっ、ひっひっ！」

「君らに言うたんちゃうわ！　笑うなや、アホボケカス！」

　イザナミが振ふり返かえって叫ぶ。

「アホボケカスだってよ。ひひ、ははははは！」

「タマオノさん、ツボに入るとこですか、それ」

「なんやねん、君ら！　ほんまなんやねん、もう!!」

　子供がくっついたままのイザナミのほっぺたは興奮してるからか、エプロンのままでお玉持ってたのが恥ずかしかったのか、すごく赤い。

　そのまま唇を噛かんで、ボクのほうを振り返る。

「イザナミとか本名ちゃうに決まってるやろ……」

「え？」

「偽名に決まってるやろ！　君もアレか！　キラキラネーム、プフッ！　とか笑うんか！　タマオノ、笑い過ぎやねん！　いつもいつもいつも！　君もか！」

「笑わないけど、その前に、日本神話の神様、キラキラネーム呼ばわりはまずくない!?」

「知らんがな！　いや、それは知っとるけど」

　イザナミ（偽名）はバツが悪そうな顔で咳せき払ばらいした。

「まあええわ。しゃあないから、イザナミの秘密教えたる」

　彼女は自分を差す。

「改めてや。うちは兎と川がわ碧みどり。嵐らん樹じゆの剣けん皇おうや。碧って呼んでいいで。黄き塚づかくん」

「ごはんー」「パンツは？」

「だから、今は話してるやろ！　後で……きゃうっ!?　スカートに潜り込むな、ドアホ!!」

「うわっ」

　子供ゆえの無邪気さですごいことになってた。

　ボクは龍りゆう気きで強化された剣皇のみが許された反射神経を活いかして、スカートがまくれ上がるよりも前に目を逸そらしていた。

　……のだけど、多分、スパッツはいてくれてなかったら、完全に見えちゃってたと思う。

　ありがとう。皇こう土ど剣けん。なんだかわからないけど、とにかく、ありがとう。

　それはそれとして、イザナミ改め兎川碧のゲンコツが落ちる音がした。

「君のパンツ脱がすで、アホ！」

「にぎゃぁっ！」

　痛そう。あと、すごいこと言った。





　　　◆　◆　◆






「いただきます」

　そして……気づけばボクは碧たちと食卓を囲んでいた。

　ちゃんと電気を点つけてみればあの薄暗い部屋は、やけにだだっ広い空間だった。

　どうもどこかのご飯処どころらしくて、座敷席があって、テーブルには鉄板もある。

　その座敷席に、《八雷やくさ》の獣人と、さっき碧に群がっていた子供が分かれて座っている。

　ボクのいるだいたい八人ぐらい座れそうな座敷席には碧とタマオノがいた。というか、ボクはこの二人に挟はさまれて座っている。

　肩身が狭い……。

　そんなボクのことなんて構わず、碧は行儀よく、タマオノは翼の手を器用に合わせて「いただきます」って言っていた。

　獣人がみんなご飯の前に手を合わせてるのは、こちらの習慣に合わせてるのか、あちらにもそういう習慣があるのかはわからないけど、とりあえず、ボクも手を合わせる。

「お好み焼きとたこ焼き……」

　使い込まれていることがわかる大きな鉄板の上でお好み焼きがじゅうじゅうと音を立てて焼けている。

　その横、テーブルの上に置いたたこ焼き器で、碧みどりはビックリするほど慣れた手つきでたこ焼きを作っていた。手元すら見ずに、たこ焼きをひっくり返している。

　ひとしきり調理が終わると、碧はヘラでお好み焼きを切り分けた。これもまた慣れ過ぎていて、驚く。

　そのまま、獣人たちの皿にお好み焼きを分ける。

「ほら、黄き塚づかくんも」

　ボクの前の皿にも乗せてくれた。

　たっぷり塗りつけられたソースとマヨネーズの上でかつお節が踊っている。

「えっと。ありがとう」

「どういたしまして」

　思わず普通にお礼を言ったら、普通に返されてしまった。

　部屋に立ち込めるあまりにもいい匂においに、お腹なかが鳴ってしまう。

　考えてみれば、昨日、品川で戦ってから、何も食べていない。

　でも……。

「お好み焼きに毒でも盛るって思う？」

　呆あきれた顔で碧が言った。

「そもそも、うち、ストレートに君に勝てるし」

「確かにそうなんだけど……。認めたくないな」

「いいよ。うちが先に食べてあげる。腹ペコで倒れられたりとかしたら、面倒だからね」

　言うと、碧はお好み焼きを口に運んだ。

「んー。最高。うち、最高」

　本当においしそうな顔で食べるので、困ったことにまたお腹が鳴ってしまった。

　確かに毒とか入れてそうじゃないし、入れる意味もないし……。

　何かお腹に入れておかないと参ってしまうのも確かだ。

　覚悟を決めて、お好み焼きにはしをつけて、一口食べてみる。

　生地の中に練り込まれたキャベツの歯は応ごたえと、ほどよく焼けた肉の歯応えと甘み、濃厚過ぎるソースの味わい。そこに青あお海の苔りとかつお節の風味が混じり合う。

「おいしい……」

　思わず声を漏らしてしまうほどだった。

　さらに大皿に盛られたたこ焼きも食べる。

　大皿に盛るって、主食？

　ともかく、一息に放ほうり込んで噛かめば、表面のカリカリに焼けた歯応えが伝わってくる。その中から柔らかで熱い中身がタコと一緒にあふれ出してきた。

　あまりに熱くて、思わず吐き出しそうになるのを我慢して、ハフハフと息をする。

　だけど、おいしい。ソースの味がすごく合っている。

　というか、粉とソースばかり食べてる気がするけど、やっぱりおいしいからしかたない。

　小皿のお好み焼きを一気に食べて、たこ焼きも三つほど平らげてしまったら、碧みどりが残ってるお好み焼きをさらに追加してくれる。

　さらにほかほかのご飯も出してくれた。

「……ご飯!?　お好み焼きに、さらに白米!?」

「なんで驚いてるの？」

「普通一緒に食べるだろ」

　碧もタマオノも心底不思議そうな顔をする。

「普通なんだ……。あ、でも、大阪だとこんな感じだって聞いたことはある」

「大阪発全国区の話じゃん」

　異論はあるけど、とりあえず、お好み焼きを食べて、それからご飯もかきこんでみた。

　濃厚過ぎるソースの味に、ご飯の淡泊な甘あま味みが驚くほどに合っている。

　栄養のバランスとか考えなければ、確かにこれは悪くない。

　欲望のままにモグモグと食べてしまう。

　チラリと碧を見れば、子供たちにお好み焼きを切り分けながら、自分はたこ焼きとご飯をモグモグと食べている。

「大阪じゃたこ焼きとご飯も一緒にいっちゃうんだ……」

「まあね。あ！　でも、別にうちら、毎日、こんなに大阪じゃないからね。大阪っぽいものしか作れないとか、そういうわけじゃないよ」

　目を逸そらしながら言う。

「獣人のメンバーが担当の時は、四海天宮あつちの珍しい料理とかもあるから」

「お前、粉もん以外も作るが、串くしカツとかで、結局大阪じゃねえか。いや、串カツもわりと粉もんじゃね？」

「うっさいなぁ、タマオノ。ビールに合うって、いつも喜んでるじゃん」

「まったくだな。この世界じゃ、大阪がいい。大阪ファンだ。わしは」

　缶ビールにストロー挿さして吸ってた。両手が翼だから、基本的に手は使わない食べ方なんだ。

「適当過ぎるよ。大阪に謝れ」

　碧は呆あきれ果てた顔をする。

　でも、碧は碧で大阪の料理ばっかり作ってるってことは否定してない。そういえば、さっきも碧は関西弁で喋しやべってた。友達の克かつ也やを思い出す。

「そもそもさ。タマオノは料理自体しないじゃん。酒飲んで寝てるだけのジジイのくせに。それでよく、うちに粉もんしか作れないみたいなこと言うね」

「わしは騎士だからな。そりゃあ、しかたないぜ」

　はしとか使わず、嘴くちばしで器用に直接お好み焼きを食べながら、悪びれる様子も見せない。

「戦士なのに、料理するとか、お前は新世代の戦士だな」

　空いてる翼で碧みどりの頭をポンポンとする。

　間にボクがいるんだけど。羽毛、鼻に入りそうなんだけど。

「子供か!?」

　今度は杏あんずが思いきり払いのけた。

　間のボクにバチン！　って、手が当たってるんだけど。鼻をバチンて。

「お前、だいたい子供じゃねえか」

「うっさい！　誤ご魔ま化かすな！　何が新世代だ！　そもそも、騎士でも、他の連中は料理当番やってるじゃんか」

「……わしはあれだ。選ばれし騎士なんだよ」

「もう酔ってんの？　というか、その選ばれし騎士さん、最近、戦い方が荒いじゃん。被害出し過ぎなんだよ。この前の西東京の時もそうじゃんか。やっぱり老いぼれてんじゃない？」













「うるせえな。お前は五分前行動しろ。烈れつ火かの剣けん皇おう相手に、そのお年寄りに無む茶ちやさせてんじゃねえよ。お年寄りをいたわれよ、お年寄りを」

「時間どおりに行動してるのに、文句言われる筋合いないじゃんか。文句ばっかり言ってたら、隠いん居きよさせるよ」

「隠居できるならしたいもんだな。お前が色気ないスパッツとかいう布はくのやめたら、隠居してやってもいいぜ。わしははいてないのが好きだ」

「誰もジジイの変態趣味なんか聞いてへんやろが、アホ！」

「胸もなければ、はかない自信もなしかよ……」

　身を乗り出すと、タマオノはおもむろに碧みどりのスカートをめくった。

　スカートの下、細い脚にぴったりとくっついたスパッツがまともに見えた。

「に、ににゃぁぁぁぁぁっ!?」

　碧は変な声を上げてタマオノの頭をはたこうとしたけど、老獣人は寸前でそれをかわす。

「何すんねんや、このジジイッ!!　いてまうぞ!!　あと、うっかりで見るなや、君も！」

「あ、え、ゴメン」

　思わず謝った。でも、謝るべきな気はした。

「お前に自信をつけてやろうっていう、おじいちゃんのジジ心だな」

「うっさいわ、ボケ！　君、そもそも、人間の顔の見分けとかつかへんやろ！　表おもて出……うわっ!?」

　怒ど鳴なっていた碧の膝ひざの上に、猫ねこ人じんの子供が座った。

「何すんのさ、もう！　うち、今、めっちゃ怒って……」

「ミドリー。好き」

　ニッコリ笑って言われて、碧の顔がみるみる真っ赤になる。

「愛の告白！　愛の告白きたぜー！」

「う、うるさい！　君もいきなりなんやねん！」

「ミドリのお好み焼き、好き」

「そっちかーっ!!」

　獣人たちが爆笑する。

「……ああもう！　ほら、熱いから気をつけなよ？」

　顔を赤くしたまま、面倒そうに言いながらも、碧はその子にご飯を食べさせてあげる。猫人の子も嬉うれしそうだった。

　他の席に座った《八雷やくさ》の獣人たちもそれぞれが楽しそうにご飯を楽しんでいた。

　なんだか……口元が緩ゆるんでしまう光景だ。

「何笑ってんのさ。君も同じか。そこのジジイと同じか。思い出してるんやな……」

　スカートの裾すそを押さえながらいう。

「飛び火!?　いや、その、なんというか……」

　そういうわけでもなかったんだけど、スカートの下とか思い出してしま……違う違う！

　ボクが考えていたのはそっちじゃない。

　獣人たちのテロ組織《八雷やくさ》。

　特とく守しゆみたいに、こちらの世界のために戦ってくれる獣人たちがいる。

　それなのに、人を傷つけ、時に殺あやめて、同じ四し海かい天てん宮きゆうの獣人のがんばりすら踏ふみ躙にじっている存在。剋こく獣じゆう五ご帝ていと手を結んでいる可能性すらある。

　そのはずなんだけど……まるで印象が違った。

　碧みどりは眉まゆ尻じりを下げた。

「こっちじゃないなら……。口ごもってるその感じ。例えば、碧たちが悪逆非道のテロリストだって。そう思ってたとか」

「それは……うん。そうだね」

　正直に口にするしかない。

「どうしてあんなひどいことをするのかって思ってた。むしろ、ボクが訊ききたい。君たちは……」

「イザナミ！」

　ドアが開いて、一人の獣人が飛び込んで来た。パーカーのフードを深くかぶっているので、何の獣人かはちょっとわからない。

「どうしたの？」と立ち上がった碧に、その獣人は耳打ちする。

　柔らかかった碧の表情が強こわ張ばる。その様子を見て、タマオノがフムと鼻を鳴らした。

「イザナミ。言っておくが、《桔梗ききよう》襲撃の直後だ。動くべきじゃぁないぜ」

「それじゃ《八雷》の意味がないじゃん」

　碧とタマオノの視線がぶつかる。

「以前の君ならそんなこと言わなかったと思うね」

「以前のわしだって言ったぜ」

「どうだろ？　ともかく、うちはやるよ」

　碧とタマオノが睨にらみ合う……かと思ったけど、タマオノのほうが視線を外して、大げさに溜ため息いきをついた。

「……まあ、今のリーダーはお前だからな。やるっていうなら、わしは嫌々、渋しぶ々しぶ従ってやらんでもない」

「文句の多いジジイだなぁ、もう。老害になるよ」

　碧は碧で同じように息をついてから、ボクのほうを見た。

「そんなわけだから、おとなしくついてきなよ」

「え？　ボクが。《八雷》の作戦行動じゃないの？」

「しょうがないじゃんか。だって、君を捕とらえておけるのって、碧みどりだけなんだもん。だから、来てもらうしかないの。ほんとめんどくさいけどさ」

「それはそうなんだろうけど……。いいのかな」

　他の《八雷やくさ》のメンバーが動き出している。多分、どこかを襲撃するんだろうけど、そこに一緒に行けって言われても……。

「ある意味じゃちょうどいいのかも。うちらのやってること不思議に思ったならさ。何をしてるのか、見ても損はないじゃんか」

　確かに……。正直、疑問はあるし、興味もあった。

　どうして《八雷》はテロ行為なんてするのか？　何か理由があるのか？

　それに、ここにいるよりも、外に出れば、逃げる機会があるかもしれない。

　もちろん、碧もそれはわかってのことだとは思うけど。

「わかったよ。でも、ボクはテロには加か担たんしないし、邪魔をするかもしれない」

「そもそも戦力になんて加えてないって。邪魔は……うちに勝てないのわかっててやるなら、自由にすればいいんじゃない？」

　碧は子供たちの頭を撫なでながら言う。

「じゃあ、お姉ちゃんたち出かけるから、イイ子にして待ってるんだよ。いらんことしたら、しばくからね。さあ、行くよ《八雷》！　あ、車の運転は飲んでないのが担当よろしくね。……ほんと、タマオノ役に立たないな！」

「わしはそもそも、ハンドル握にぎれないから運転できねえだろうが。到着まで寝てるぜ」

「少しは役に立ってなくてゴメンって顔しなよ！」

　碧を先頭に獣人たちは部屋を出て行く。

　ボクもそれに続いた。

　建物の外に出れば、涼しい外気と一緒にやけに賑にぎやかな喧けん噪そうと、なんともいえない繁はん華か街がいの匂においが漂ってくる。

　空は真っ暗でビルには派手なイルミネーションがまぶしいほどに輝いていた。

「ここ……もしかして、歌か舞ぶ伎き町ちよう？」

「一目でわかるなんて、君、遊んでる人？　意外じゃん」

「そういうわけじゃないけど……」

　でも、東京随一の繁華街、新宿歌舞伎町で合ってるみたいだった。

　振ふり返かえれば、《八雷》のアジト……らしいものがあったのは、雑居ビルのひとつだった。

　ネオンの切れた看板には『元祖関西お好み焼きＴＡＫＡＭＡＧＡ原』とある。

「本当にお好み焼き屋だったんだ……。中はあの設備だもんなぁ」

「もうお店は潰つぶれてるけどね。ちょうどいい場所があってよかったよ」

「それ、アジトとして？　お好み焼き作るために？」

「粉もん以外も作れるって言ってるじゃんか」

　睨にらまれてしまった……。

　それにしても、お店の名前、高天原ＴＡＫＡＭＡＧＡ原……日本神話の神の国の名前だったはずだけど……。

「どうして、原だけが漢字……。あ、もしかして、イザナミって名前も、《八雷やくさ》って、組織の名前まで」

「……え、ちょ!?　何言うとるねんや！　た、たまたまじゃん。たまたま！」

　あ、うん……。

「だって、ほら。そこから名前取るならさ。アマテラスとかにするかもしれないじゃんか。スサノオとかウカとか、他にも候補は色々あるだろうしさ」

　十分詳しいし、タマオノがまた声出して笑ってるから、多分合ってるんじゃないかな。





　　　◆　◆　◆






　夜よ闇やみに包まれた《桔梗ききよう》本部を前に一台の車が停とまる。

　降りてきたのは赤い髪の少女、烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんずだった。

「すまないな」

　車を運転していた犬の獣人に告げる。

「いえ。それよりも、黄き塚づかさん早く見つかるといいですね」

「ああ。私もそれを望んでいる。彼のためにも、我々もやるべきことをしなければならない」

　凛りんとした様子で杏は言った。

「ですね。がんばりましょう」

　笑みを浮かべると、犬の獣人はこれから別件があると車で走り去る。

　それを見送り、杏は小さく吐息をもらした。

　白い指先が制服のブラウスに包まれた胸元に触れる。そこは光みつ義よしの皇こう土ど剣けんで貫つらぬかれた場所だ。

　あの時の光義は我を失っていた。《皇こう土ど帝てい》タイサイと、それが支配する剋こく獣じゆうたちとの戦いの中でその身体からだの多くを剋獣と化してしまった光義は龍りゆう気きを失えば命をも失う。だから、龍気が枯こ渇かつすると、剋獣としての生存本能に支配されてしまう。

　烈火の龍気による治ち癒ゆの促進によって、傷は既に塞ふさがり、痛みは消えていた。もはやわずかな違和感が残るのみだ。今しがた病院から戻ったところだが、そこでもほぼ回復していると診察された。

　イザナミとの戦いでは傷が完治していないこともあり、疲ひ弊へいこそ激しかったが、龍りゆう鱗りんの防御もあり、傷らしい傷は受けていない。

「回復があと二日早ければ……。あの戦いの中で、光みつ義よしを奪われることも……いや、戦わせることすらなかった」

　呟つぶやき、《桔梗ききよう》本部の敷地に足を踏ふみ入れる。

　ローファーをはいた足が踏む地面には焼け跡や雷によって砕かれた跡、戦いの痕こん跡せきがまだ生々しく残されていた。

　ただ、幸いなことに照明に浮かび上がる《桔梗》本部の特徴的なドームにはほとんど損害は出ていない。敷地内の傷きず痕あともその多くが嵐らん樹じゆ剣けんの影響で繁はん茂もした草花によって覆おおい隠されていた。

　それを目の端はしで確かめながら、杏あんずは《桔梗》本部の建物に入り、廊下を行く。

　杏の顔には陰かげがある。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん」と声がした。

　杏が視線をやる先に銀の髪の少女がいた。ミディアムショートの髪からは、ネコの耳がぴょこんと突き出していた。和風のメイドとも、古風な給仕ともいえる服の後ろでは、髪と同じ色の尾がかすかに揺れている。

「タタラさん。こんばんは。診察の結果を伝えにきた」

　杏は先ほどまで顔に浮かべていた陰りを努つとめて消そうとする。

「わざわざすいません。ですが、ちょうどよかったです。私も急ぎお伝えしたいことがあります。黄き塚づかさんの情報が入りました」

「なんだと？」

　杏は反射的にタタラに詰め寄る。

　彼女は動じることなく、取り出したタブレットを操作し、画面を杏に見せた。

　そこには監視カメラの映像らしい、粗い動画が映し出されている。

　薄暗い路地を行くのはフードや帽子で顔を隠した一団だ。その中に杏が見慣れた姿がある。彼だけは顔を隠してはいない。

「光義……黄塚くん。これは《八雷やくさ》か？」

「データが改かい竄ざんされているからか、イザナミらしい姿は見えませんが、間違いありません。改竄はある程度、反射的に行っているらしく、いつもはいない黄塚さんの姿は残してしまったのだと思われます。このすぐあと、さらなる改竄で消されていましたが……」

「場所はわかるのか？　これはいつの映像だ？」

「新宿歌か舞ぶ伎き町ちようです。撮影されてからそれほど時間は過ぎていません」

「なら……！」

「冷静になってください。既に移動したあとです。しかし、黄塚さんと皇こう土ど剣けんの無事はつかみました。現在、救出作戦の準備を進めています」

「そう、だな……」

　杏あんずは深く息を吸う。

「私はその時のために万全の準備を整ととのえておかないといけない。そういうわけか」

　自分に言い聞かせるような言葉だった。

　タタラは表情を変えず、頷うなずいてみせる。

「救出作戦の詳細は決定次第お伝えします。検査結果は私からシビさんに渡しておきますので、今日はもうお休みください」

「ああ。頼む」

　もう一度頭を下げると、タタラは踵きびすを返す。

　杏はその背中を見送る。やがて、タタラが角を曲がり、姿を消した。

「フ……」

　目を閉じた杏の口元に柔らかな笑みが浮かんだ。

　それから、カクンと膝ひざが折れた。そのまま崩くずれ落ちる。

「フ、フフ……」

　立ち上がろうと壁に手をやってもがくが、起き上がることができない。

「フフフ……フフ。安心し過ぎてしまったな。腰が抜けた」

　バタバタともがくがやっぱり起き上がれない。

「あ、あれ……。腰が抜けたって、こんな……起き上がれないなんて」

　廊下の真ん中にうずくまったままで、杏は明らかに動揺した表情を浮かべる。

「ま、まずい……。こんなところ人に見られたら。烈れつ火かの剣けん皇おうが……希望の導しるべが、腰を抜かしてるとか……。そんなの絶望してしまう！　ど、どうすれば！　そうだ！」

　とっさにスマートフォンを取り出し、慣れた手つきで『黄き塚づか光みつ義よし』の電話番号を呼び出す。

「光義に訊きけばいい。光義ならきっと腰が抜けた時に立ち直る方法だって……」

　その手が止まる。

「あぁっ!?　繋つながらない！　当然だ！　捕まっているから繋がらないんだ！　忘れていた！　なんということだ！　そもそも、光義が無事で安心して、腰が抜けたのに……なんということだ!?」

　引き続きバタバタする。

「あぁ……でも、違うんだ。私にとって光義が大切だから助けるんであって、光義に腰が抜けた時のことを訊くために助けるわけじゃ……いや、そんなことよりも今は……！」

　目の端はしに涙を浮かべて、杏は唇を噛かむ。

「立ち上がる。何度だって立ち上がってみせる……！　腰を抜かしても、一人で……！　け、検けん索さく。検索してみよう。光義。見ていてくれ……！　私は……やってみせる。そして、光義を救い出してみせる！」

　腰を抜かしたままで拳こぶしを握にぎりしめる。

　その時、杏あんずの眉まゆが動いた。

　曲がり角の向こうから足音が近づいて来るのが聞こえる。

「ま、ま、まずい……！」

　杏の顔はみるみる青くなる。

「このままでは烈れつ火かの剣けん皇おうが廊下で腰を抜かしているところを見られてしまう！　し、失望されるわけには……光みつ義よしがいないのに、こんな……いや……！」

　ギュッと唇を噛かみしめる。

「光義ならきっと……こういう時は『落ち着いて、杏』と言うはずだ。本当に言いそうだ。うん」

　努つとめて深呼吸しながら周囲を見回す。

　足音はゆっくりとだが着実に近づいてきていた。

「あれだ！」

　杏の目が何かを見据える。

　手の中に赤い燐りん光こうが集まり、烈れつ火か剣けんの十字の刃やいばを作り出した。

「駆けろ、烈火剣《焔ほむら》！」

　最小限にまで威力を絞った炎を噴ふん出しゆつ、炸さく裂れつさせる。

　腰を抜かしたままの状態で杏は吹っ飛んだ。

　空中で烈火剣を回し、再び繰り出した炎の噴出で姿勢を制御しながら先ほど見つけていた場所、つまりは女子トイレに飛び込んだ。

　龍りゆう気きによって強化された身体能力と、剣皇として積み重ねてきた烈火剣の制御技術、それらを限界まで発揮して、杏は腰が抜けたままの身体からだを無む理り矢や理りに個室へと跳びこませた。

「く……」

　背中を壁にぶつけたものの、杏は便座の上に座り込む。

「……危ういところだった。しかし、これで大丈夫だ。腰を抜かしている姿など、誰にも見られることはない……」

　ホッと息をつこうとする。

「今のは何の音だ!?」

　しかし、野太い声が女子トイレに飛び込んできて、杏はビクンッと身を跳ねさせた。

　明らかにカラスキの声だ。

「無事か？　この龍気……烈れつ火か剣けん皇おうか！」

「あ、ああ」

　悲鳴を上げそうになり、声を上うわ擦ずらせそうだったのを、杏は辛かろうじて堪こらえる。

「何があった？」

「いや、その……。ま、まだちょっと本調子が出なくて、烈れつ火か剣けんの具合を見ようとしたら、す、すごく火を出してしまったんだ」

　言い訳しながら、胃を押さえて顔をしかめる。

「不調とかあるんだな」

「そうだな。私と烈火剣。ふたつでひとつだからな。そういうこともある。だが、もう大丈夫だ。安心してくれ」

「そうか。ならいいんだ」

　カラスキが安あん堵どの息を吐くのが聞こえた。

　彼がトイレから出て行ったら、腰が元に戻るのを待ってゆっくりと出よう……と、杏あんずは胸を撫なで下ろそうとする。

「カラスキ……。女子トイレで何をしてるの……」

　シビの声がした。

　普段落ち着いた声で話す彼女だが、今の声は明らかに引いている。

「あ、あぁ……えっとだな。これは……」

「お父さん……」

　もうひとつ、タタラの声も聞こえた。こちらはわずかに震ふるえている。

　音を聞きつけたのか、カラスキの声を聞いたのか、戻ってきたのだろう。













　むしろ、人が増えていた。

「ま、待てよ。俺はただちょっと剣けん皇おうを見に来ただけだ」

「見にきた……。女子トイレに？」

「お父さん……」

「剣皇!?　紅あか地ち殲せん滅めつ官かん!?　何か！　何か言ってくれ！　こいつは誤解だって！　なあ！」

「た、確かにそうなのだが……あ、そうじゃなくて、だな」

　杏あんずは言葉に詰まる。

　シビとタタラがあからさまに黙り込んだのがわかる。

「違う！　違うんぞ!?　違うって言ってるだろうが！　おい、タタラ！　シビ！」

　色々手遅れになってしまった気がして、杏はうつむいたまま耳を塞ふさぐ。

「すまない……すまない……」

　半泣きで呟つぶやき、とりあえずスマートフォンで『腰が抜ける　どうすれば』と検けん索さくし始めた。








　　　第三章　猛たける《八雷やくさ》









　ボクが乗せられた車はごくごく普通の軽自動車で隣には碧みどりが座っていた。

　しばらく走ったあと、《八雷》の他の獣人も、ボクと碧も、高速道路のパーキングで合流して、大型のトラックに乗り換えた。

　ボクたちが乗ったのはその荷台だったけど、中は特とく守しゆが使っている人員輸送用トラックのように、椅い子すなんかがあらかじめ用意されていて、辛つらくはない。

　車に揺られながら数時間が過ぎる。

　碧に促うながされてトラックを降りると、そこはどこかの港だった。

　東京湾ではないと思う。あそこならどこから見てもなんとなく見たことがあるものが見えるだろうし、車が走っていた時間もかなり長かった。多分、首都圏ですらないと思う。

　ただ、ボクが乗せられていた荷台には窓がなかったので、実際のところどこなのかはさっぱりわからない。

　車を降りる時には、《八雷》のメンバーは既に武装していた。

　服装自体は夕飯を食べていた時とほとんど変わらない。その上に顔を隠せるフード付きのパーカーやジャケットを着たり、帽子を深くかぶったりしている。獣人ということに気づかなければ、そのへんの街中にいそうだ。

　タマオノはマイペースにいつもの服装だけど、麦わら帽子をかぶってた。……隠せるの？

　でも、みんな刀剣や銃火器を装備している。碧みどりの手にはもう嵐らん樹じゆ剣けんが出現していた。

「急な作戦で、今回は龍りゆう気き操法の触しよく媒ばいはほとんど用意できなかったんだよね。だから、流りゆう渦かの龍気を攻撃のメインにするよ」

　目の前に広がる海を切っ先で差せば、蟹かにの頭を持つ獣人が鋏はさみを鳴らして応こたえた。

「じゃ、あとはだいたいいつもの段取りで。よろしく！」

　碧はボクのことを振り向きもしない。

　タマオノを含めて、《八雷やくさ》の獣人たちが号令もかけずに一糸乱れぬ動きで展開して、それぞれが物もの陰かげに身を潜ひそめる。

「……結局はテロリストなのか」

　数時間前、みんなでご飯を食べている姿は優しい人たちみたいだったのに……。

　止めなければ。

　だけど、今のボクには龍気が少ない。

　ベヒーモスを倒した時に奪った龍気は少ないものじゃなかったけど、万全にはほど遠かった。そのまま、碧と戦って、攻撃を防ごうとした時に多くを失っている。

　龍気が枯こ渇かつすればまたあの時のようになってしまう。そもそも、皇こう土ど剣けんじゃ、嵐樹剣には勝てない。

「でも……」

　ここに来るまでの車の中でも、寝たふりしながら、なんとかする方法を考え続けてきた。

　止める方法ならある。卑ひ怯きようは承しよう知ちで、碧以外を狙ねらう。

《八雷》の人数は多くはない。五人ぐらい倒すことができれば、作戦に支障をきたすはずだ。作戦の続行ができなくなればいい。

　龍気をほとんど使わなくても、皇土剣で強化された身体能力と、龍りゆう鱗りんの防御能力を活いかせば熟練の戦士が相手でもなんとかなる……！

　チラリと碧がこっちを見た。唇の端はしが上がる。

　ボクの考えぐらい見み透すかしている？

　一瞬の迷いの間に、《八雷》は動き出してしまっていた。

　獣人が闇やみにまぎれて進む中、碧の嵐樹剣が青い光を放つ。

　光はふわふわとしたスカートを揺らしながら碧の身体からだを包み込み、青い鎧よろいを形作る。

　龍の鱗うろこのようにも見える独特の装飾が刻きざまれた嵐樹の龍鱗だ。要所のみを護まもる軽けい装そう甲こうの形状は杏あんずのものに近い。

「よーっし！　頼むよ、嵐樹剣《草くさ薙なぎ》！」

《草薙》がバチバチと青い雷光を閃ひらめかせる。

　碧みどりは海のほうへ歩きながら、無む造ぞう作さにその剣を地面に叩たたきつけた。

　片刃の直刀が帯びた雷光が大地を伝い走る。それは蜘く蛛もの巣のように四方八方に、コンクリートからコンテナ、電線すら伝って周囲へと一気に広がっていく。

　直後、港を照らす全すべての照明が消えた。ボクの近くにあった監視カメラがブツンと音を立てて止まる。

「嵐らん樹じゆ剣けんの力……!?」

「そのとおり。すごいでしょ」

　悪戯いたずらっぽく言った碧の周りに青色の龍りゆう気きが煌きらめく。それは雷に変わり、コンクリートの上に花を咲かせていく。

「さあ、行くよ！　みんな！」

　風をまとって碧は飛んだ。

　暗がりを行く獣人たちも彼女を追う形で一気に走り出す。

　狙ねらうのは港に停泊する一隻の船だった。貨物船らしい大型の船だ。

　突如、吹き上がった海水が凍りつき、船への道を作り出す。

　そこへ《八雷やくさ》の獣人が突入する。あらかじめスパイク付きの靴を用意していたのか、滑すべったりはしない。

　薄うす闇やみの中に銃火が光る。悲鳴が上がった。

　海の水が盛り上がり、槍やりのようにうねりながら船上に襲いかかる。

　さらにそこへ雷光と共に碧が降下する。

　嵐樹剣から槍のように放たれたいくつもの雷が甲かん板ぱんを打うち貫ぬいた。

「くそっ……！」

　ボクは駆けだしていた。

　やるしかない！　止める！　手の中に皇こう土ど剣けんを生み出そうとする。

　だけど、その時、気づいた。

　聞こえてくる銃声は《八雷》が上げたものだけじゃない。

　船にはこんな時間だというのに、思いのほか多くの人がいた。その人たちは銃火器で武装していて《八雷》の攻撃に圧倒されながらも撃ち返している。

「どういうことなんだ？」

　思わず足を止めた。

　当たり前の話だけど、普通、あんな武装して船に乗らない。剋こく獣じゆうに襲われてるこの世界だけど、それでもあれはおかしい。銃刀法は機能しているんだ。当たり前のように撃ち返してくるとか、ありえない。

「ああ、もう！　めんどくさいっ！　抵抗すると、ひどいよ！」

　碧の放った雷が甲板に爆発を巻き起こした。

　悲鳴と共に炎が上がる。

　燃える夜空に赤い鷹たか、タマオノの姿があった。

　翼をはためかせながら、脚を複雑に動かし、歌のようなものを奏かなでた。

「悪いなぁ！　やるぜ！　龍りゆう気き操法《流りゆう星せい弓きゆう》」

　空へ吹き上がった爆炎が、自分の意思を持ったかのようにタマオノの周囲に集まって、いくつもの火の玉と化して降りそそぐ。

　直撃を受けた船員が絶叫を上げ、火だるまになって海へ落ちる。

　燃える甲かん板ぱんで火に巻かれた男が悶もだえ苦しみながらそのまま崩くずれ落ちて動きを止めた。

「タマオノ！　やり過ぎ！　殺すな！」

　風を蹴けるように空を舞いながら、碧みどりが声を上げた。

「加減しても、弱い奴やつは死ぬもんだ」

「君なら、殺さないように加減できるでしょ！」

「買かい被かぶるなよ。わしはいつでも必死だ」

　もう一撃、《流星弓》が甲板を襲った。容よう赦しやのない火の雨に船がさらに燃え上がる。

　それがトドメとなってしまったのか抵抗はやんだ。

　獣人たちが生きている船員を拘束しながら、船の奥へと乗り込んでいく。

「碧！」

　甲板に降り立った碧に駆け寄る。

「これは……この人たちは……」

　傷ついて拘束された船員たちがゴロゴロと倒れている。完全に意識を失っている人も、多分、死んでいるだろう人の姿もある。その手にはやっぱり銃があった。

　人を見た目で判断するのはよくないけど……まともな人たちには見えない。

　碧は質問には応こたえず、近くに転がっていた銃を蹴り飛ばして、何か叫ぼうとした船員の頭をつかんで壁に叩たたきつけて気絶させると、もう顧みることもなく船の中へ進む。

　垣かい間ま見みえた横顔は見たこともないほどに険けわしかった。

　ボクもそのあとを追った。

《八雷やくさ》は船の下へ下へと進んでいく。

　大きな扉を開ければ、貨物室なのかやけにだだっ広い空間が広がっていた。

「う……」

　思わずむせそうになる。扉を開いた途端、ムッとする臭気があふれ出してきた。

　碧の放つ龍気が暗くら闇やみの中をぼんやりと照らし出す。

　ボクは目を見張った。

　そこにいたのは獣人だった。十や二十じゃすまない数だ。大人も子供も、女性らしい獣人も多い。

　龍りゆう気きの青い光と、《八雷やくさ》の獣人たちが点つけたペンライトの光の中に浮かぶのは怯おびえた目だった。痩やせて、汚れ、傷ついた姿で、獣人たちが押し込められている。

「大丈夫。うちらは敵じゃない。ひどいことはしない。もう安心だよ」

　碧みどりは優しい声で言うと、握にぎりしめた嵐らん樹じゆ剣けんを掲かかげた。

「何な故ぜなら、うちはイザナミ。嵐樹剣の剣けん皇おうだから。君たちを助けに来たんだ」

「剣皇が……」「助けてくれる」

　獣人たちが安あん堵どと感嘆の息を漏らす。涙を流す獣人も多い。緊張の糸が切れたのか、崩くずれ落ちる者もいた。

「これから安全なところに連れて行くから、誘導にしたがって。こいつら顔は怖いけど、イイ奴やつ揃ぞろいだからさ」

「わし以外は全員ブサイクで困るぜ」

「ジジイが一番、人にん相そう悪いじゃんか」

「むしろ、タマオノさんが一番ブサイク」

「今、言った奴、前に出ろや」

　そんなことを言い合ったり、タマオノが仲間を踏ふみつけたりしながらも、《八雷》のメンバーは手慣れた様子で獣人たちを連れ出していく。まともに動けない獣人もいたけど、彼らを運び出すためのストレッチャーまで用意していた。

「獣人はね。売買されてるんだ」

　不意に碧が言った。

「売買って……。確かに海外で問題になってるって、聞いたことはあったけど」

「報道とかほとんどされないだけで、この国でもあるんだよ。確かに規模は海外より小さいけどね。なんでテレビでやらないかって、一部は黙認されてるからだよ」

「黙認って。確かに獣人は隔かく離りされるような扱いはされてるけど、さすがにそれはないんじゃない？」

「事実だってば。四し海かい天てん宮きゆうからこっちに渡ってきた獣人は多過ぎる。だから、管理も行き届かないし、今の政府には売買を止める余力も、理由もないんだよ。言ってみれば、獣人は移民で、邪魔な移民が勝手によそに行くなら、それを歓迎してるところもあるんだ」

「そんなこと……」

　言い返そうとしたけど、疲れきった顔に、それでもホッとした表情を浮かべて連れ出されていく獣人の姿を見ると、否定なんてできなかった。目の前に現実がある。

「うちら《八雷》はさ。獣人を売り買いする、迫はく害がいする……。そんな奴らを潰つぶすための獣人の組織なんだ。この国はこれでもまだましだけどさ。黄き塚づかくんも知ってた海外の治安の悪い国なんかは……本当にそれが人間のやることなのか？　って、思うようなことをする奴がいたりするんだよ」

　そう言った碧みどりの目は昏くらかった。

「一部の趣味の人間の相手をするために売られるとか……それはまだいいよ。迷信を信じて、獣人の身体からだが薬になるって思ってる奴やつがいる。迷信なんて信じないからこそ、獣人のことを調べてみたい奴……話したくもないようなことをしてる奴もいたよ」

　多分、碧たちが見てきたものは……ボクが想像できないような光景だ。

「みんなさ。四し海かい天てん宮きゆうの惨さん劇げきから逃のがれて、ようやくたどり着いたこの世界で、どうしてまた酷ひどい目に遭わなければいけないんだよ。そんなのさ。どう考えてもおかしいじゃん」

　碧の声にはいつにない熱がこもっていた。

「ねえ。黄き塚づかくんはどう思う？　うちらのやってることのほうがおかしいと思う？　君も、獣人が剋こく獣じゆうを連れてきた。だから、この世界には害になるんだとかさ。そんなこと言う？　そう思う？　ほんとおかしいじゃん。そんな考え。獣人は酷い目に遭い続けてるだけじゃんか！　だから、獣人に手を出すような奴は許せないんだよ！」

　碧が荒げた声に、捕とらわれていた獣人の子供が小さく悲鳴を上げた。

　慌てて口元を押さえた碧はニコリと笑うと、「ゴメンね。なんでもないよ」と手を振る。

　それから、照れたように苦い笑みを浮かべる。

「えっと。まあ、ちょっと興奮しちゃったけどさ。つまりは、そういうことなんだよね。で、うちらと同じように、こういうのを許せない人たちが……《八雷やくさ》に協力してくれてる人もいる」

「協力者がいるの？」

「とーぜん。お金がなければ動けないじゃん。どこの誰かは教えられないけど。まあ、そういうのもあって、《八雷》は簡単には潰つぶされないんだ」

「もっとも……」と、碧は続けた。

「うちがいるから、潰すことなんて絶対できないし、させないけどさ」

「……それじゃ、もしかして、ボクたちが初めて会った時の、西東京の襲撃も」

　思い返せば、あの時の《八雷》は雑居ビルのどこか一室を襲っていた気がする。

「そうだよ。あれも、獣人の売春斡あつ旋せんとかクズみたいなことしてたからね。あいつら。そりゃ、しばくってもんじゃん」

「イザナミ。救助は終わったぞ」

　見れば船せん倉そうに捕まっていた獣人たちはみんな連れ出されていた。

「オッケー。じゃあ、作戦終わり。《八雷》撤退ー！　お家うちに帰ろう！」

　碧の指示に従って、残っていた《八雷》のメンバーも、ボクも船を出た。

　港に戻れば、用意されていた何台かのトラックが救出した獣人を乗せていく。

「それじゃ、うちらも……」

　それを満足げに見送って、碧は残っているタマオノたちと一緒に乗ってきたトラックのほうへ歩き出そうとした。

「待てよ」と、呼び止める声がした。

　コンテナの陰かげに男がいた。

　服を焼け焦こげさせて血を流した男は銃を手にしている。その銃口は男が連れた狼ろう人じんの女の子の口に突っ込まれていた。

　他にも《八雷やくさ》から逃のがれたのか、数人の男と、そいつらが連れ出していたらしい獣人たちがいる。

　獣人を人質にとった男が目を血走らせて、唇の端はしをいやらしく吊つり上あげる。

　銃を口に突き込まれた女の子はガタガタと震ふるえて、涙を流し続けていた。

「……そういうのやめなよ」

「やめるわけないだろ。お前ら、こいつらを助けに来たんだろ？　いいのか？　手ぇ出せないだろ。手ぇ出すなよ、ケダモノどもが！」

　対して、タマオノの喉のどから歌声が漏れた。

「タマオノ。ダメだよ」

「一人殺されてるうちに残りを救えるじゃねえか。あいつらは人質の使い方間違ってるぜ」

「やめろ言うとるねん」

「なら、降伏でもして、わしらが売り飛ばされるかい？」

「うっさいな、アホ！　今、考えとる」

《八雷》の他のメンバーも動けない。救出した獣人の搬はん送そうに人を割さいたせいで、ここに残ってる獣人も少ない。

　碧みどりとタマオノが言い争う隙すきに、男たちは後ずさる。逃げようとしている。

「……そうはいかない」

　あいつらは碧とタマオノ、残る獣人たちに注意を向けていた。

　ボクを見ている奴やつはいない。

　今のボクは龍りゆう鱗りんをまとってもいなければ、皇こう土ど剣けんを手にしてもいない。他の武器もない。

　だから、あいつらは注意を払っていなかった。

「頼む。皇土剣！」

　とっさに皇土剣を作り出す。

　金にも似た黄色の燐りん光こうが凝ぎよう縮しゆくして、ボクの身長よりも長く、分厚い刀身を持つ大剣を形作る。……修復してないから折れたままけど。

　男が気づくよりも先に、ボクは剣を振るった。皇土の龍りゆう気きが煌きらめき、光の軌跡から大量の土の塊かたまりが生まれる。

　それを操り、男たちへ叩たたきつけた。

「なっ……!?」

　襲いかかった土塊つちくれが生きているかのように男たちの手足に絡みつく。そして、そのまま、引き金にかけられていた指を固定する。さらに足首を捕まえて離さない。

　そこへ間髪いれず碧みどりが踏ふみ込んだ。

「このっ！　ボケッ!!」

　嵐らん樹じゆ剣けんが一いつ閃せんして、獣人を人質にしていた男の手首から先が切断された。

　さらに獣人を避ける形で放たれた風が男たちを吹き飛ばす。

　コンテナに叩たたきつけられた男たちは悲鳴すら上げる間もなく、意識を失って崩くずれ落ちた。

　嵐樹剣が青い龍りゆう気きに変わって、碧に吸い込まれて消える。

　剣を手放した碧は広げた手で人質にされていた狼ろう人じんの女の子を抱きしめた。

「大丈夫だよ。もう大丈夫」

　それからそっと頭を撫なでる。

　怯おびえたまま硬こう直ちよくしていた獣人の女の子が堰せきを切ったみたいに声を上げて泣いた。

　碧は優しく目を細めて、その頭や背中を撫で続けてあげている。

　他の人質たちも碧にすがりついていた。

　子供たちは泣きじゃくる。だけど、そのおかげなのか、だんだん落ち着いてきた。碧もそれをじっと待ってあげている。

　やがて、子供たちは泣き疲れたのか、落ち着いたのか、泣くのをやめた。

　その一人一人を碧はまた優しく抱き締しめてあげていた。

　それからふとボクのほうを見る。

「わかってたけどさ。君、ほんとイイ人だね」

　そう言って、微笑ほほえんだ。

「あいつらに気づかれてなかったから、できただけだよ。それに……」

　協力してしまったことが正しかったのかわからない。

《八雷やくさ》のしていることがいいことだとも、悪いことだとも、まだなんとも言えないから、戸惑いがある。

　ボクの考えてることがなんとなく伝わってしまったのか、碧の笑みに苦いものが混じる。

「ま、ともかく。疲れちゃったし、早いところ帰ろ。お風呂入りたい」

　んーっ！　と、背伸びすると、タマオノたちがもう乗り込んでいるトラックのほうに、子供たちを連れて歩いていく。

　逃げられるわけでもないし、ボクもその後を追って歩き出した。

「……っ!?」

　足下が揺らいだ。目の前が霞かすむ。頭がグラグラする。

　そして、湧わき上がってくるどうしようもない飢き餓が感。剋こく獣じゆうが形を変えた右半身が内側から脈動する。

　思わず膝ひざを突きそうになったのを辛かろうじて堪こらえた。

　だけど……これは。

　龍りゆう気きが枯こ渇かつしそうになってる。まだ大丈夫だとは思うけど……想像以上に、ボクの中の皇こう土どの龍気は減っていたみたいだ。

　ゆっくりと息を吐いて、残っている龍気が身体からだに行き渡るように意識する。

　反射的にやったことだけど、だんだん身体が楽になってきて、飢き餓が感も身体の違和感も消えていく。

「黄き塚づかくん？　怪け我がでもしてた？」

　碧みどりが心配そうにこっちを見てた。

「ううん。ちょっと立ちくらみしただけだよ。逃げようとか全然思ったりしてない」

「それは絶対思ってるね」

　ボクの下手な冗談に碧が白い歯を見せた。

　……まだ大丈夫だ。でも、龍気を得る方法、それに逃げる方法を何か考えないと、根本的な解決にはならない。

　息を整ととのえながら思う。








　　　第四章　剣けん皇おうとはどうだったのか？









　杏あんずはお腹なかを押さえて「……痛い」と深い溜ため息いきをついた。

　彼女がいるのは自分の部屋だった。

　白とピンクを基調とした小さな部屋だ。フリフリとしたカーテンと、ベッドの上のぬいぐるみが印象的な部屋はきちんと片づけられている。

　そんな中で杏は小さなテーブルを前に、クッションに座っていた。

　制服姿ではなく、今の彼女が着ているのはシャツとゆったりしたショートパンツの部屋着だった。シャツの上にはカーディガンを羽は織おっている。

「このままでは、光みつ義よしを助けに行く時に……いざという時に胃痛で動けなくなる。それだけは避さけなくてはならない」

　お腹を撫なでながら、眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「私は……今、私にできることをしておく」

　決意に満ちた顔で言った杏の前、テーブルには小振りな茶ちや碗わんがあった。白い湯気を立てるほかほかのご飯が盛られている。それと一緒にパックの納豆が置かれていた。

「まだだ。これだけでは、光義がいなくて不安過ぎる私の胃痛を鎮しずめることはできない」

　さらにあらかじめ切っておいたオクラが入った小鉢を置く。

　続けて、摩すり下ろされた山芋の小鉢も置く。

「納豆。オクラ。そして、山芋。これらの粘ねばりはすなわちムチン。それは糖とタンパク質が結合したもの。胃を保護する粘ねん膜まくでもある。ならば、ムチンをしっかりと摂取することで、粘膜の生成を助けるのも道理。すなわち、胃痛が収まる。……おそらく」

　神妙な面持ちで杏あんずは納豆をよく混ぜ、さらにそこへオクラと山芋を投入する。

　はしが糸を引き、粘性の音が部屋に響く。

　しばらく混ぜ合わせたそれに彼女は醤しよう油ゆをかけて、刻きざんだネギを放ほうり込んだ。

　その状態でさらに混ぜたものをいまだ湯気立つご飯にかける。

「いただきます」と、手を合わせて、口に運ぶ。オクラ、山芋と混じり合った納豆がとろみを帯びた糸を引いた。

　一口食べ、「んー」と、杏は目を細める。

「これは……!?　予想以上においしい。白いご飯、醤油、オクラ、山芋納豆……全すべてが完かん璧ぺきな調和を生む組み合わせだ」

　ご飯が進む。

　だが、ふと、杏のはしが止まった。

「……だけど、光みつ義よしと一緒なら、もっとおいしいのだろうな」

　溜ため息いきが漏れそうになる。残る納豆ご飯を口に運び、それを無む理り矢や理り止めた。

「……いや、だからこそ、助けるんだ。そのために……胃がシクシク痛んで食欲はないが……。私はがんばる！　がんばるぞ、光義」

　はしを握にぎりしめたままギュッと拳こぶしを握りしめる。

　その時、携帯電話が鳴った。

「私だ」と、おはし片手ながら、すかさず電話を取る。

『タタラです。今、お時間よろしいですか？』

　いつもと変わらない冷静な声で、電話の向こうのタタラは言った。

「かまわない。何かあったか？」

『情報を含めて、黄き塚づかさん救出の準備が整ととのいました。急な話で申し訳ないのですが、作戦会議を行いますので、これから《桔梗ききよう》本部に来ていただけますか？』

「ああ」とだけ応こたえたが、杏はそれ以上言葉を続けることができなかった。

　肩がブルリと震ふるえる。

「光義を助けることができる……」

　電話の向こうに聞こえないほどの声で呟つぶやく。彼女の声もまた震えていた。

　目尻に滲にじんだ涙は今にもあふれそうになっている。

『紅あか地ち殲せん滅めつ官かん？』

　タタラの声に杏あんずは我に返った。

　だが、何を言うべきかわからなくなり、口をパクパクとしてしまう。

『大丈夫ですか？　どうかしましたか？』

「いや……」

　必死に考えて口を開く。

「よくやってくれた。子猫ちゃん」

　電話の向こうのタタラが黙り込んだ。

　杏もまたそのまま沈黙する。

　数秒が過ぎた。

『照れます』

「フフ。案外、恥ずかしがり屋さんだな」

　ほんのわずかの間だが、タタラは再び沈黙した。

『それでは近くにいる車を向かわせますので、少々お待ちください。失礼します』

　電話が切れた。

　スマートフォンを手にしたままで杏は硬こう直ちよくする。

「なんなんだ」

　呟つぶやく。表情は「フフ」と笑った時のままだが、顔色はあまりよくない。

「なんなんだ!?　子猫ちゃんって!?」

　声を上げた。

「私は何を言っていたんだ……。いや……」

　首を横に振った。額に汗が浮かぶ。

「そもそも、私はいつもどんな喋しやべり方をしていた？　烈れつ火かの剣けん皇おうとは、どんなキャラだった？　剣皇とは、いったい……。納豆のことしか憶おぼえていない！　ど、どうしよう、光みつ義よし！」

　と、声を上げ、「嗚あ呼あ」と、杏は転がり、身み悶もだえる。

「だから、光義はいないんだ！　助けに行くという話なんだ。それなのに、私は……！　光義を助けるためにも剣皇でいなくてはならないのに……！　まずい……。自分で自分がわからなくなってきた。昨日の私はどんなことを言っていたんだ。思い出せない……！　もう、もう何も思い出せない。光義と納豆のこと以外、私は……。いや、まだだ！」

　もう一度立ち上がり、自分のあごに指を当てて怪しく微笑ほほえむ。

「フ……英雄？　私のことかい？　子猫ちゃん」

「違うっ！　違うぅぅ」と、クッションの上に転がる。

「だからなんなんだ、子猫ちゃんって！　本当になんなんだ!?　恥ずかしくて死ぬ！」

　ブンブンと首を横に振ると、「諦あきらめないぞ！」と、もう一度起き上がって、胸に手を当てて深呼吸する。それから口を開く。

「ＷＯＷ！　ＷＯＷ！　ＷＯＷ！

　我こそは、紅ぐ蓮れんの剣風ー♪

　ＳＡＹ　ＨＥＬＬＯ　ＴＯ　ＦＲＥＥＤＯＭ

　自由は我らにー♪

　人呼んで烈れつ火か剣けん皇おうー！

　……歌ってどうするー!?　なんで歌なんだ!?　どうして今、案外リズミカルにしっくりきていたんだ!?　正直、自分が痛ましい！」

　また転がって、そのまま頭を抱かかえる。

「うぅ……。どうする？　どうすればいい……。このままじゃ光みつ義よしを助けに行くことができないし、皆に心配をかけてしまう……！　いや」

　クッションを強く抱きしめ、涙目で唇を噛かむ。

「光義が帰ってくれば、私がどんな剣皇だったか教えてくれる。そのために……私は行くしかないんだ。行きたいんだ。なら……そうだ。あまり喋しやべらない」

　決意と共に言った。

「光義が戻ってくるまであまり喋らない。そして、光義を救うんだ！　うっ……」

　杏あんずはお腹なかを押さえて身み悶もだえる。

「お腹がまた……。今は……そうか。まずは納豆か。とにかく、胃痛を……。待っていてくれ、光義。私は胃痛にも自分がわからなくなっていることにも負けない。だから……」

　杏はクッションの上に座り、まだ少し残っている納豆ご飯を前にする。

「今はこれを食べよう。光義のところに行くために」

　はしをつけた。

「……はっ!?　人と会うのだから、念入りに歯も磨みがかないと！　急がないと！　あ、あぁぁぁ……納豆も食べないといけないし、臭においも消さないとダメだし、うぅぅ」

　パニックになりそうになりながらも、杏はとりあえず一心不乱に納豆ご飯を平らげた。
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　そして、杏は《桔梗ききよう》本部の会議室にいた。

　先日の《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》の前にも作戦会議に使われた部屋だ。

　照明を落とした薄暗い部屋の前面では、大型のモニターがぼんやりと光っていた。

　そこには先日、杏も見た《八雷やくさ》と共にいる光義の映像が停止状態で映し出されている。

「……紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。少し調子が悪そうだけど、大丈夫？」

「傷は治っている。問題はない」

　杏はうつむいたままで応こたえた。心なし声に張りがない。

　シビは彼女を心配げに見たが、それ以上は何も言わず、部屋にいる者たちに向き直る。

　先日の作戦会議の時とは違い、今の会議室には杏あんずやタタラ、カラスキを含め、わずかな者しかいなかった。

「まず最初に明かしておくべきことがあるわ。《桔梗ききよう》は以前から《八雷やくさ》に関する情報をある程度得ていたの。本拠はともかく、主要な構成員などの情報は確かなものを既に持っているわ」

「何な故ぜ？」

　杏は驚きを隠せない。それは会議室に来ている他の者たちも同じだった。

　ただ、タタラやカラスキ、シビに近い者たちにとっては周知のことだったのか、彼女たちはどよめかない。

「《八雷》の構成員。その多くは四し海かい天てん宮きゆうに存在した翼よく国こくという新興国の騎士よ。組織としての《八雷》は小規模で、構成員は少ないけど、それぞれの練度は極めて高いわ」

　隻せき眼がんの虎こ人じん、カラスキが頷うなずいた。

「俺がいた四し聖せい騎き士し団だんは、その名のとおり、四つの騎士団で構成されていた。そのひとつ南方朱雀すざくを中心として帝国から独立したのが翼国だ。その中で剋こく獣じゆうの侵攻から生き残った奴やつらが《八雷》をまとめている。裏切り者だが、手て練だれ揃ぞろいなのは間違いない」

「そんな《八雷》に対して、日本政府はさらに詳しい情報を既に持っていたわ。政府は《桔梗》襲撃の直後には、本拠の情報まで手に入れている」

「いくらなんでも早過ぎる……」と、一部の局員が声を上げた。

　杏もまた眉まゆを動かす。

「そうね。その状態であるにもかかわらず、これまで積極的な摘発が行われていなかったのは何故か？　その疑問は当然だと思うわ。答えは単純よ。《八雷》は政府が押さえることができない獣人に対する犯罪抑よく止しのために存在しているから。彼らが攻撃をかけるのは、獣人への犯罪に関与している相手だけよ」

　事情を知らない隊員たちがざわめく。杏もまた複雑な表情を浮かべていた。

「《八雷》は獣人への犯罪に対して、苛か烈れつな攻撃を行う。獣人の保護も行う。だから、政府はそれが犯罪行為であっても、あえて《八雷》の摘発を行わなかった。彼らが政府では対応できない犯罪を抑止する力を持っていたから。もちろん、剣けん皇おうを擁ようする《八雷》と正面からぶつかるリスクを鑑かんがみてのことでもあるわ」

「つまりは、《八雷》はそもそも政府と繋つながりがあるのか」

「直接ではないけど、そのとおりよ。獣人に対する犯罪の一部、人身売買、もっと醜しゆう悪あくな行為……それらは一部の利権と複雑に結びついていて、今の政府が表だって動くことができないものが多い。そこで動くのが《八雷》なのよ」

「ついでに言えば、《八雷》っていう、名前のわかる敵がいるからこそ、こっちの人間の憎悪が、獣人全体に及ぶことも防いでいる。犯罪の抑よく止しに、憎悪に対するスケープゴートに……。《八雷やくさ》どもは忙しいな」

　カラスキは不快感を隠そうともせず、牙きばを剥むき出す。

「そして、《八雷》自体も、龍りゆう気き操法を始めとした四し海かい天てん宮きゆう独自の技術を積極的に提供することで、自分たちに接近してきた有力な個人や企業から援助を引き出してもいるわ。技術と引き換えに資金を得て、犯罪の抑止と引き換えに存在を国に黙認されている。それが《八雷》という組織よ。あくまで日本や一部先進国での話だけどね」

　杏あんずは何か言いたげに顔を上げたが、そのまま口を閉ざす。

「ただ、状況は変わってしまったわ。《八雷》はこのところの襲撃で、必要以上の被害を出し過ぎた。一般市民に対する被害が大きければ、《八雷》を犯罪の抑止力とするような前提は成り立たない。少なくとも、この半年、《八雷》は過失という言葉では片づけられないほどの被害を出してしまっている。その上、釼けん塵じん、流りゆう渦かの剋こく獣じゆうとの関係さえ疑われているわ」

「だから今、奴やつらは孤立してるってわけだ。政府が得た奴らの本拠の情報。それを持ってきたのは、《八雷》から技術提供を受けていたある企業だ。名前は出せないがな。まあ、つまりは、《八雷》は切られたってことだな」

「理由はともあれ。政府は《八雷》摘発に必要な情報を得た。明日の夜、警視庁が《八雷》摘発を行う。機動隊獣人犯罪対策部隊の投入が決定されたわ」

「蔑べつ称しようは《獣人殺しハンター》。特う守ちからの情報、技術の提供と獣人犯罪者との実戦で、この国の警察戦力で最も四海天宮の戦術に通じた奴らだ。《獣人殺し》とはよく言ったもんだな」

　カラスキが顔を歪ゆがめた。

「しかし、《八雷》には嵐らん樹じゆの剣けん皇おう、イザナミがいる。彼らが手て練だれとはいえ……」

　そこまで言って、杏は言葉を止めた。

「だから、私が呼ばれたのか」

「そのとおりよ。警視庁から秘ひ密みつ裡りに紅あか地ち殲せん滅めつ官かんへの協力要請が来ているわ。もちろん、殲滅官の所属する内閣府と、警視庁では管かん轄かつはまったく別。そもそも、特務殲滅官にはこのような事件にかかわるような権限はない。だから、偶然、その場に居合わせ、戦闘に巻き込まれてしまったのだという建前で、イザナミを抑えてほしいという話よ」

　シビは首からかけた黒い鱗うろこのようなネックレスに触れ、深く溜ため息いきをつく。

「……私個人にはその要請を止める権利はないわ。殲滅官は自分の意思で要請を拒否することも、受け入れることもできる。特に今回は非公式の依頼で、拒否して当然だと考えているわ。私としても警視庁……いえ、政府にそういう形で剣皇を利用されたくはない」

「だが、黄き塚づかくんを助ける必要がある」

　杏はきっぱりと言い切った。

「だから私はこの作戦に参加する」

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。確かに皇こう土ど剣けんは私たちにとっても重要だけど」

「貴公らもわかっておるでごわそう。それが焔ほむらの剣けん姫きの役割でごわすよ」

「……？」

　シビとカラスキがきょとんとした顔をした。タタラは表情を変えず、無言だが、じっと杏あんずのことを見ている。他の局員がざわついた。

「……珍しいわね。紅地殲滅官が冗談を言うなんて」

「釈然としないこの状況。和なごまそうとしてくれたんですね」

「俺はそういうの嫌いじゃぁないぜ。剣けん皇おう」

「あ、あぁ……」

　杏はうつむき、「これも違う……。やっぱり喋しやべるべきじゃない……。もうわからない……。私の一人称は何だった？　あっし？　違う……！」と口の中でうめく。顔はもう真っ赤だったので、上げることすらできない。

「ともかく、紅地殲滅官の気持ちはわかるけど……。私は《桔梗ききよう》の局長としても、個人としても賛成は……」

「おい。シビ。夜遊びするから許可を取ってくれよ」

　カラスキが席を立つ。

「俺も剣皇に同行する。偶然その場に居合わせた、夜遊びの兄さんってことでな。ついでに《獣人殺しハンター》の連中に手を貸す」

「あなた、彼らのことは好きじゃないでしょ」

「当たり前だ。それでも、俺はタマオノのジジイと何度もやり合ったことがあるからな。俺が《獣人殺し》どもに情報をやれば、作戦の成功確率も少しは上がるだろ」

「確かにそうだけど」

「しかし、お父さんは、タマオノとは相性が悪いのですよね？　勝ったことは一度もないと聞いています」

「使う龍りゆう気きの問題だ。俺は釼けん塵じん。奴やつは烈れつ火か。俺が他の龍気操法を使うなら、勝ってるのは俺だぜ？　間違いないな……あ！　そうか！　タタラ！　心配してくれてるのか!?　おいおい。人前でそんな……照れるぜ」

「違います。心配なら、お父さんが紅地殲滅官の足手まといになることを心配しています」

　タタラはにべもない。それを見て、シビがかすかだが苦笑した。

「剣皇のことは俺がこの命に代えて護まもってやる。《飛ひ爪そう剣けん》があの程度の雑ざ魚こどもに敗やぶれるかよ。タマオノのやり口も十分にわかってる。そもそも、俺自身が奴と当たるとは限らねえしな。それに今の俺があのジジイに負けるわけがねえ。この戦い……完かん璧ぺきだ。勝ったぜ」

「何も言わなければあまり心配する必要もなかったのだけど。本当にフラグが好きね」

「お前もフラグとか言うのかよ！　俺は負けん。何な故ぜなら、これから俺が大事にしてるタタラの写真をペンダントに入れて、愛まな娘むすめに預けるからだ」

「そんなものいつの間に……」

「今から買ってくるわけさ。思いついたからな。やっぱりロケットペンダントだろ。騎士としての覚悟を示すのに、これ以上のものはないぜ」

「……ムダ使いしないでください。許しません」

「くっ……。だが、俺のお小こ遣づかいで買えばだな……。いやまあ、あれだ。四し海かい天てん宮きゆうの生き残りの不始末。つけるなら、本当は俺たちがつけるべきだろ。な？　なあに、こっちには烈れつ火かの剣けん皇おうがいるんだぜ。怪け我がも治ってる。傷を隠したりしてるわけでもねえ」

「それなりに正しいことは言ってるのだけど……」

「お父さん。必要なこと以外喋しやべらないでください。少なくとも紅あか地ち殲せん滅めつ官かんをフラグに巻き込むような真ま似ねはやめてください」

　シビとタタラの表情は極めて深刻だった。

　その陰かげで杏あんずは「そのフラグだと、私は怪我を押して出撃して死ぬのか……」と、こっそりと胃のあたりを押さえた。
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　背中に子供の獣人が乗っていた。三人。

「立って立って！」

　ボクは四よつん這ばいになってるので、つまりは馬乗り状態だ。

「三人はちょっと重いかな……。バランスも」

「立ってー！　立ち上がれ！」「立ち上がれ、ミツヨシ！」「できるさ！」

「うぅ……。落ちないように気をつけて」

　身体からだが龍りゆう気きで強化されててよかった。

　立つだけなら、以前のボクでもなんとかできただろうけど、一人を肩車しながら二人まとめてオンブするような危なっかしいこと、剣けん皇おうじゃなければできない。

　子供たちがキャッキャッと楽しそうにしてくれてるから、それはそれで嬉うれしいのだけど。

「あんまり無む茶ちや言わない」

　掃除機の音と共に現れた碧みどりが言った。

　青いツインテールを揺らす碧は、エプロンを巻いて、マスクをして掃除機を手にしている。

　どこから見ても完全に掃除中だ。

「あっちの部屋、掃除機終わったから、君ら、雑ぞう巾きんがけしなよ」

「えー」

「えー！　じゃないの。やんないと夕飯減らすよ」

　言われて子供たちはキャーキャー言いながら、ボクの背中から降りると、雑巾をかけにいった。素直だ。

　ただ、一人だけ子供が残っていた。ボクのところじゃなくて、碧のところに。

　さっきの三人とは別で、掃除してる碧のエプロンの端はしを握にぎってついてきていた子だ。

「えーと」と、碧が苦笑する。

　どこか不安げな眼まな差ざしで碧を見上げているのは、灰色の毛並みを持つ狼ろう人じんの女の子だった。昨日の夜、《八雷やくさ》が助け出した獣人の一人。人質にされていた女の子だ。

「すごく……愛されてるね」

　そう言うと、碧は顔を赤くする。

「君にも感謝してるって言ってたよ。ね？」

　女の子は碧のエプロンをギュッと握ったままコクンと頷うなずいた。かわいい。

「そうは言っても、この子たちここに置いておけるのは、引き取り先が決まるまでの間だけなんだけどね。うちもお金が余ってるわけじゃないから」

「どういうルートで引き取り先を探すの？　それに、どこに引き取られていくの？」

「秘密。教えてあげない」

　碧みどりはマスクに人差し指を当ててみせる。

「でも、ちゃんと普通に、幸せに生活していけるところだよ」

　優しく微笑ほほえむと、碧はしゃがみこんで女の子の目線に自分の目線を合わせた。

「お姉ちゃんはこれからご飯とか作らないといけないからね。その間、あの子たちと一緒に掃除しといて」

　狼ろう人じんの子はフルフルと首を横に振る。

　碧が困ったように眉まゆを下げた。

「じゃあ……。夜はカレー味のお好み焼きにしてあげるからさ。それでどう？　カレー嫌い？　あ、食べたことない？」

　また女の子がフルフルと首を振る。だけど、今度は目が輝いていた。

「好き！　カレー、好き！」

「それならよかった！　じゃ、楽しみにしといて」

　女の子が嬉うれしそうな声を上げて、他の子たちを追って走り去っていく。

　それを見送って、碧は息をつく。溜ため息いきというには嬉しそうだった。

「あの子たちと遊んでくれてありがとね」

「いいよ。捕まってて、やることもないし。手伝いぐらいは」

「それ、おかしいでしょ。捕まってるのにさ」

　クスリと笑う。

「で、昨日は調子悪そうだったけど、今日は大丈夫？　風邪とかなら、薬ぐらいはあるよ。車酔いだったなら知らないけど」

「うん。すっかり大丈夫だよ」

　あれから龍りゆう気きを消しよう耗もうしていない。龍気を自然に失うことはないから、あえて消耗するようなことをしなければ、今のところ、これ以上ひどくなることはない。

「ならいいんだけどね。ほら、慣れない生活じゃん。調子崩くずすこともあるよねって思ってさ」

「ボクをその慣れない生活に引ひき摺ずりこんだ本人とは思えない言葉だよ。できれば帰らせてほしいんだけど」

「あはは。できるわけないじゃん。アホなの？」

「だよね」

　肩をすくめるしかない。

「でも、君の判断次第なんだよ」

　碧は少し改まって言う。

「うちが見る感じ、大丈夫って言ってても、まだ調子悪そうだから、今は考えないで休んでていいけどさ。皇こう土ど剣けんを引き渡すかどうか考えてほしいんだよね。渡してくれれば、帰らせてあげることもできるじゃんか。それこそ、車でちゃんとお家うちまで送ってあげるよ」

　そう言うと、碧みどりは掃除機を置いて、ボクのほうへ足を踏ふみ出す。

　ドクンと胸の奥で何かが蠢うごめく。まだ意識は保っていられる。でも、身体からだは確かに龍りゆう気きを欲しがっている。

「そんなに時間はあげないよ。こんな善良な組織でも、うちらはテロ組織だしね。皇土剣を君から無む理り矢や理り奪うことも、もちろん考えないと。悪逆非道の《八雷やくさ》としてはさ」

「そうだね……」

　その時が来たら、ボクはどうすればいいんだろう。

　皇土剣は渡せない。

　ボクと剋こく獣じゆうの肉体と皇土剣は繋つながっている。剣だけを手離すことはきっとできない。

　それに……何よりも、杏あんずと一緒に戦うことができるこの力を失なくしたくはない。

　碧の龍気を欲しがる自分を押さえつけながら考える。

　なら、戦うしかないのか？　何か他に方法が……。

　ふと、碧の後ろ、あくびしながら部屋に入ってくるタマオノに気づいた。

　ボクの視線に気づいて碧もそっちを見る。

　このアジト、もともとお好み焼き屋だからか、向こうには大きなキッチンがある。

　タマオノは冷蔵庫に近づくと、足で器用にそれを開けて、ビールを取り出した。もちろん、それも足で。

「ジジイ！　夕飯まで待てや！　しばくで！」

「わしみたいなイイ戦士にはな。休息ってやつが必要なんだ」

「じゃあ、あっちで寝とけばいいじゃん。せめて、もうちょっと遠慮して、発泡酒のほうにしてよ」

「あんなもん水だろうがよ。騎士は黙ってヱビスビールだ」

「それは祝い事ある時だけや、言うたやろ！　来月の誕生日まで待てや！」

「誕生日？　ああ、あれな。あれはほら、なんとなく決めたもんだからな。この世界と、四し海かい天てん宮きゆうじゃ、月日の周期が違うしな」

「ちょっ!?　君な……準備とか考えて……しばいたる!!」

　怒ど鳴なりながらその手に嵐らん樹じゆ剣けんを呼び出す。

「掃除機と嵐樹剣の二刀流!?　それはそれでやり過ぎじゃない!?」

「おーおー。怖い怖い」

　余裕をもって言いながらも、タマオノは全力で走って部屋を飛び出して行った。

「あのジジイ……」

　碧みどりの周りにバチバチと雷が散る。

「冷蔵庫も閉めずに行くし、マジで一回……」

「あっ!?」と声を上げた。

「どうしたの？」

「カレールー切らしてるじゃん。カレー味のお好み焼きにするって、約束しちゃったのに……。どうしよ」

「お好み焼きは確定してるんだね」

「……それ以外も作れるってば。新しく来た子がいるから、お好み焼きにしただけで」

　ちょっと目を逸そらしながら言った。「たこ焼き、串くしカツ……あと、広島焼きも」と、ブツブツ言う。

　広島焼きって、焼きそば入ったお好み焼きだ……って言ったら、怒られるのかな。

「しかたないなぁ。買い出しに行こ。他にも色々買っておきたいしね」

　言いながらこっちを見る。

「黄き塚づかくん。体調、大丈夫って言ってたよね」

「うん……そうだね」

　まだ大丈夫なのは間違いない。

「じゃあ、買い物つき合ってよ。剣けん皇おう置いて行くわけにはいかないじゃん」

「そうなるよね」

　ボクを置いて買い物に行ってくれるような、そんなことはなかった。

　でも、外に出れば……逃げ出すチャンスはともかく、ボクの居場所を伝えるチャンスはあるのかもしれない。

　とにかく、杏あんずに連絡をつけることができればいいんだ。

「チャンスだねぇ。黄塚くん」

「そうだね。チャンスは逃のがしたくないかな」

「しばくで？」

　ものすごく見み透すかされてるけど、断ることもできないので、しかたない。





　　　◆　◆　◆






　残念ながらというか、当たり前というか、隙すきらしい隙はなかった。

「うわっ！　バラ肉安っ！　今のうちに買っとこ。冷蔵庫、他に何残ってたっけ」

　一緒に入ったスーパーで特売のお肉に夢中だけど、ボクのほうに注意を払ってるのはなんとなくわかる。

「ねえ、黄塚くん。ニンジンって、家にあったっけ？」

「人の家の冷蔵庫の在庫とか憶おぼえてないよ」

「ちぇー。でも、そうだよねー。人の家の牛乳の消費期限とかうるさかったら、引くし」

　んー、と言いながら、碧みどりはこれまで見てきた中で一、二を争うほど真面目まじめな顔で陳ちん列れつ棚だなを見ていた。

「うわっ!?　ブロッコリ安っ!?　お好み焼きに入れよっかな」

　本格的な主婦だ……。さっきもカレールー、できるだけ安くて大きいもの選んでたし、そもそも、特売の商品把握してるし、保冷機能のついたエコバッグも万全だし。

　食材の選定基準が全部お好み焼きに入れておいしいかってこと以外に隙すきはない。

「どしたの？　黄き塚づかくん」

「え？」

「女の子は見られてるの、けっこうわかっちゃうんだよね。あんまりジロジロ見られると恥ずかしいじゃん」

「あ、ゴ、ゴメン」

　思わず謝ったけど、逃げる隙を窺うかがってるとか言うわけにもいかないし困る。

「うちの隙でも見抜こうとしてた？」

　ニヤリと笑う。

「それとも、主婦過ぎるって思ってた？　ほっとけや」













「実は両方なんだ」

　どちらも見み透すかされてたら、誤ご魔ま化かせない。でも、粉もんしか作れないって確信を深めたことはバレなかった。

「自じ炊すい始めてから長いからね。そりゃ、慣れちゃうよ。《八う雷ち》の奴やつら、料理はうまいんだけど、もともとが騎士とかだから高級取りじゃん。お金のこと考えない上に、戦場仕込みの豪ごう快かい料理が多いんだよね。ほっとくと。すぐ鶏一羽丸々とか言い出す。多いっ!!」

「確かに豪快過ぎるね」

「おいしいんだけど、片づけも大変だし、作るだけ作って満足して、洗い物しないしさぁ……」

　愚ぐ痴ちりながらも、碧みどりは食材を選び終えていた。

　レジに並んで、エコバッグ持参の割引をきっちり受ける。

　買ったものをてきぱきとエコバッグに詰めると、そのままスーパーを出る。

「荷物持つよ」

「気を遣ってくれても、見み逃のがしたりしないよ？　あるいは惚ほれちゃうかも」

「惚れたら、見逃してくれるの？」

「『どうしてわかってくれないのー！』って叫びながら、皇こう土ど剣けんくれないから、ボコボコにする」

「どういうシチュエーションなのかわからないんだけど」

　そんなことを言いながらも、碧は荷物を半分押しつけてきた。

　ボクも最初から持つつもりだったので普通に受け取る。

　そのまま、新宿の街を並んで歩いていく。

《八雷やくさ》がアジトにしているお好み焼き《ＴＡＫＡＭＡＧＡ原》を出た時には、まだ夕方だったのに、空はもう暗くなっている。

　新宿に来ることはほとんどない。でも、街はニュースでたまに見たりする時と同じで人があふれている。特に夕方のこの時間だから、会社から帰る人やご飯を食べに行く人が行き交って、余計人が多いのかもしれない。向かってる場所も夜が賑にぎやかな歌か舞ぶ伎き町ちようだし。

「なんで変装してんの？」

　碧が言った。

　ボクはかぶっている帽子に触れる。出かける前に《八雷》の獣人に借りたものだ。

　碧は青い髪のままでいる。でも、場所が新宿なんで、色々な髪型の人がいて、服装がそんなに奇抜じゃない碧はあまり目立たない印象だった。

「変装なんてせずに、皇こう土どの剣けん皇おうですって恰かつ好こうで見つけてもらうとか、そういう考えはなかったの？」

「あるにはあったけど……」

「騒ぎになって、他の人を巻き込むのがイヤとかそんなんでしょ？　甘いよねー。ほんと甘い」

　呆あきれたように言われる。

　そうだなーとボクも思う。杏あんずのところに戻るチャンスなのかもしれないのに……。

「まあ、帽子脱いでても、高校デビューで金髪始めたみたいな感じが目立つとは思えないけどね」

「失礼極まりない言われ方だけど、同意はするよ」

　杏も出かける時は帽子とかサングラスしてたけど、ボクの場合、そんなことしなくてもバレなそうだ。

　でも……さらわれてから四日ぐらい過ぎてしまった。杏や、父さん、母さんはどうしてるんだろ。心配してるだろうな……。

　特に杏だ。ボクのことなんかで胃を痛めていなければいいのだけど……。とにかく、今は納豆にがんばってもらうしかない。

　そういえば、ニュースも見ていない。碧みどりたちがわざと見せないようにしてるんだろうけど、ボクのことはどう伝わってるんだろうか。例えば、学校の友達なんかは……。

「光みつ義よし!?　光義か!?」

　その友達の声がした。さすがに新宿は西東京にある家からは遠いし、幻聴かと思った。

　でも、振り向けばそこに克かつ也やがいた。幻聴だけじゃなくて、幻まで……。思ったより、ボクは追い詰められていたのかもしれない。

　普通、幻を見るなら杏か母さんの幻だと思うんだけど。

「光義っぽい匂においがしたって思ったんや！　合ってたわ」

「うわ……。本人だ。それ、直接言われたらすごい怖おぞ気けが走るんだね」

　幻聴でも幻でもないことが判明したけど、すごく鳥肌が立ってた。

　克也はいつもボクをどんな目……じゃなくて、鼻で感じてたんだとか思ったけど、怖過ぎて訊きけない。

「嘘うそや。匂いだけやない。普通にわかった」

「匂いに関しては否定してほしかったんだけど。でも、よくこの人ごみの中でわかったね」

　帽子かぶってるし、そもそも、金髪でも別に目立たないし。

「そりゃわかるやろ。お前も俺がおったら、すぐ気づくやん」

　当たり前みたいな顔で言われた。

　……確かにそうかもしれない。困ったことに、ボクと克也は親友同士なんだ。

「ていうか、お前、学校来てへんのに、なんで普通に買い物しとるねん・イン・新宿」

「それはその……」

「ベヒーモスやっけ。デカい剋こく獣じゆうと戦って倒したってニュース見て。すげえ！　さすが俺が育てただけあるわ！　とか思ってたら、そのあと学校休んでるやん。それ以外、テレビでも何も言わへんし。紅あか地ち様には恐れ多くて、近づくだけで後ろめたくて訊きかれへんし」

「なんで罪悪感感じてるの……。奥ゆかしさよりもむしろ怖いよ、それ」

「そやけど、近づいたら、俺、また鼻息荒くなって引かれてまうやん！」

「そこは荒くならないように努力してほしいかな」

「それよりや。お前にメールかってしたんやで？　返事ないから、大怪け我がでもしたんちゃうかって。まあ、なんや……その、な？　一応、心配はしてたんや」

「克かつ也や……。ありがとう」

　克也はすぐ匂においを嗅かいじゃうちょっとアレなところはあるけど……。でも、すごくイイ奴やつなのは間違いない。

「連絡しなくてゴメン」

「かまわんって。俺ら、ツレやろ。それにお前……お前、えぇっ!?」

　突然、上うわ擦ずった声を上げた。

　何事かと思ったら、克也はボクの横に立っている碧みどりを見ている。

「ま、待って。これは、違う」

　思わず後ずさる。

　ボクに彼女がいるんじゃないか？　そう疑った時の克也の憎悪はちょっと怖おじ気けづくほどひどい。その殺気は剋こく獣じゆうの悪意をも凌りよう駕がする。

　一緒に買い物してるとか見て、どう考えても誤解してる。まずい。

「克也。落ち着いて、これは」

　でも、碧が《八雷やくさ》だって言うわけにもいかないし、ボクが誘拐されてるって知られたら、克也の身が危ないし……。

「お前、碧か」

　克也は心底驚いた顔で言った。

　見れば碧も目を見開いている。

「この匂い……間違いない。兎と川がわ碧やないか！」

「阪さか井い……やんな」

　碧の声がほんの少し震ふるえた。

「匂いがどうとか言うて、いつもキモい、阪井やんな！」

「そうや！　阪井克也や！　兎川の匂いが好きやった、阪井克也や!!」

「キモッ！　気持ち悪っ!?　まだそんなこと言ってるんや！　ほんまキモいな！　君、いくつになったねん！　即逮たい捕ほやで、おまわりさん！」

「キモくていいって！　キモくていいんや……」

「いや、ようないよ。それは全然ようない」

「そんなんどうでもいいねん。碧みどり……お前、生きとったんか……！　連絡くれや。キモくていいから、連絡くれや、もう！」

　克かつ也やの目が潤うるんでいた。その顔は、心の底から嬉うれしそうだった。

「ゴ、ゴメンな。うち、あの時、携帯とか全部失なくしたからや。だから……」

「ええって。それでも、また会えたんや。嗅かげたんや」

「嗅ぐなや。いてまうぞ、ボケ」

　言ってることはちょっとアレなんだけど、克也は本当に喜んでいた。

　碧も言ってることはけっこうアレなんだけど、再会を素直に喜んでいる。でも、同時に少し遠慮がちなのも見てわかる。

《八雷やくさ》のリーダー。その立場を考えると、自分を知っている者と出会うことには複雑な想おもいがあるんだろう。

「でも、ほんま、よく無事やったなぁ」

　碧がしみじみ言う。

「ああ。あの時……《流りゆう渦か帝てい》オケアノスが近きん畿きに瀑ばく布ふ水界を作って、他と隔かく離りした時、ちょうど関東こつちの親しん戚せきのところ来てたんや。だから、《近畿侵しん蝕しよく圏けん》に捕まらずに済んだ」

「そうなんや。運よかったなぁ」

「そうやな。俺だけやったからな。こっち来てたのは」

「ゴメン。うち……」

「いや、いいんや。そっちこそ、どうなんや？」

「うちも似たようなもんや。お父さんもお母さんもあの中や」

　首を横に振った。

　だけど、すぐに顔を上げる。

「でも、うちは信じとる。みんなあの中で生きとるって」

「……そうやな」

　二人の視線が通う。碧も克也も深く強く頷うなずいた。

「それにしてもや……お前、昔と変わらんイイ匂においやな」

「ほんまキモいな」

「いや……昔よりもイイ匂いやで。ええ女になったな。碧」

「言っとくけどな。その台詞せりふ、端はしから端まで犯罪やで。うち、訴えたら勝てるで」

　碧は真顔だった。本気だ。

　ボクも早く訴えたほうがいいと思う。

「それで、なんで二人、一緒におるねん。あ、光みつ義よしは俺のツレでもあるんやけどな」

　言いながら、克也はボクの耳元に顔を近づける。

「……つきあっとるんか？」

　あ。これはもう完全に人を殺そうと思ってる時の声だ。この世界の憎しみ全すべてを凝こり固かためたようなやつだ。

　わかる。二人の再会のおかげで誤ご魔ま化かせたと思ったけど、全然ダメだった。

　今、絶対に克かつ也やの顔を見たくない。友達じゃない顔をしてる。どちらかといえばホラー寄りの顔とか、そういうの。

「……荷物も持っとるし、それも、食材やし……。あれか？『今夜は何にする？　カレー？　肉じゃが？　お好み焼き？　それとも、フフフ……うち？　いやーん。まだ料理の途中よ。食べられちゃうー♡』か？」

「碧みどりがキモいって言うのが、心底わかるよ」

　だけど、まずい。言い訳のしようがない状況だ。全部話したら、碧は克也も拉ら致ちしかねないし……。

　なんで克也とこんなところで会っちゃったんだ。何しに来てたんだよ。またデートの練習か？　前が池袋。今回が新宿だし、けっこうありえる……。

「うちと黄き塚づかくんはな。ＬＩＮＥの友達募集アプリで知り合ったんや」

　ボクが困ってたら、碧が言った。

「ＬＩＮＥで!?　友達募集アプリで!?」

「うちが寂さびしさのあまり友達募集しとったんや。そこに乗ったのが、黄塚くんやった」

「光みつ義よし！　お前、そんなんしてたら、騙だまされるで!?　いや、お前なら間違いなく騙される！　ＬＩＮＥというツールが悪いんやない。悪いのは、純じゆん朴ぼくという言葉に甘えてるお前や!!」

「なんで確信をもって言うの!?　説教されてるの!?　ボク、そんな純朴な立ち位置!?」

「最初の出会いはそんなんやった。それから……うちと黄塚くんは一度つき合ったんや」

「ちょっと待って!?　碧、ちょっと待って!?」

「でも、結局、友達としてはともかく、恋人としてはどうかな……ってことで、別れた。あるやん。友達にはしたいけど、恋人としては物足りんやつ。手も握にぎってへん」

「ボクの知らない間にそんな……」

　嘘うそなのはわかってるけど、すごく傷つく。ちょっと涙出そう。

「でも、友達としてのつき合いはまだ続いてるんやよ。こうして、うちが呼んだらいつでも来て、買い物にもお話にも、愚ぐ痴ちにもつき合ってくれる。何も言わんでもスイーツおごってくれる。黄塚くんはほんまイイ人や」

「光義！　それはただのイイ人やで！　プラスの意味やない。都つ合ごうのイイ男ひとやで!?　わかってるんか!?　騙されとるで！　碧は、いつの間にそんな小悪魔になってん！」

「あ、え、えっと……その……騙されてるのか。ボク」

「いや……違う。お前、むしろ、騙されてるのがわかってて、やってるんか。全てを承しよう知ちして受け入れてるんか……。この茶番に……。《仏》……まさに《仏》の光義なんか」

「う、うん……。そう、かな……」

　なんだかもう何を言ってもアレなのかなーと思えてしまった。

　克かつ也やはボクをなんとも言いがたい目で見てくる。

　羨うらやんでるような、憐あわれんでるような……ちょっと本気で感動してるみたいな顔はなんとかならないのかな。

　さっきから本当に泣きそうなんで、気づかってほしい。

「まあ、それはともかくや。よかった。会えてよかったで。碧みどり」

「うちもや」

「そうや。携帯、アドレス交換してや」

「……交換。君、変態やからなぁ……」

「アドレスから匂においはせえへんやんか」

「変態って言われたの、否定はしないんだ。できないとも思うけど」

「じゃあ、あとで君のアドレス、黄き塚づかくんに訊きいて、メールするわ。まだこのスマホ慣れてなくて、赤外線の使い方わからへんねん」

「ああ。それじゃ、光みつ義よし。頼むで。あと……その、な？　がんばりや」

「微妙な表情でボクの肩叩たたいて励ますの、ほんとやめてほしいんだけど。《仏》が限界を突破しそうだよ」

「それじゃな。今日はそろそろ帰らんとあかんから、帰るわ」

「うん。それじゃ、また」

　克也は手を振って、何度も何度も振ふり返かえりながら、人ごみの中に去っていく。

　なんだかんだ言って、やっぱり碧との再会が嬉うれしくてしかたないんだ。

　ボクと碧も手を振り返して、それを見送った。

　やがて克也の姿が見えなくなる。

「……うち、遊んでる女みたいに思われてそうや」

　遠い目をして碧は言った。

　どう考えても小悪魔だった。勢いで言っちゃったんだ……。

　でも、ボクは知ってる。この感じ、憶おぼえがある。もう一人の剣けん皇おうもカッコイイことを言ったあととかに、よくこんな顔をする。

「一応、君には言っとくけどさ。うち、そんなに遊んでないからね。いや、別に清純派気取る気はないけど……なんか、そういう勘かん違ちがいされるの嫌じゃん……」

「わかってるよ。なんとなく」

　似たような墓ぼ穴けつの掘り方しちゃう人を知ってるから。

「それよりも、その……。フォローしてくれてありがとう」

「まあ、うん。うちらの本当のこと知られたら、巻き込んじゃうからね」

　使い慣れていないと言っていた、使い込んでいるのが一目でわかるスマートフォンを手にして言う。

「メールは返さないの？」

「変態だから避さけられたって思ってくれたらいいな。まあ、変態を登録すんの実際ヤだから、事実なんだけどさ」

　言いながらも、碧みどりは目を少しだけ伏せる。

「ボクのことをイイ人とか言うけど。碧もたいがいイイ人だよね」

　碧がきょとんとする。それから顔が真っ赤になった。

「ちゃうわ、ボケ！　極悪非道のイザナミや!!　皇こう土ど剣けんよこせや！」

「あいたっ!?　痛っ!?」

　すごく叩たたかれた。

「ああもう。腹立つなぁ」

　息をつく碧の姿に思わず苦笑してしまう。

「……それにしても、けっこう関西弁が出てるから、前からそうなんじゃないかと思ってたけど。碧は関西出身だったんだね」

「え？　うち、関西弁出てた？」

「え？」

　ボクは瞬まばたきする。

「自覚なかったの？」

「何言うとるんや。うち、関東こつちっぽい言葉使ってるやろが。変なところからイザナミの正体特定されたら困るやん」

「……現在進行形で関西弁なんだけど」

　碧が瞬きする。

「……ちゃうって。全然ちゃうって」

　頬ほおを赤くして、目を逸そらして、碧は歩き出す。

　ボクもその後に続く。

「……勘かんのイイ君にはだいたいバレたけどさ。うち、大阪の出身なんだ」

　ボクのほうを見ないまま、碧は言った。
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　兎と川がわ碧の記憶に色濃く残るのは、潮しおの強い臭においだった。

　それが鼻を突く。

　今より幼い彼女の前で、ザブンザブンと音を立てて、見慣れたビルが水に変わっていく。

　休日によく母親と一緒に買い物に出かけたショッピングモールが、アミューズメントパークさながらの大型スーパー銭湯が、服を買ったお店が、誕生日に家族で行ったお好み焼き屋が、日本一の高さを誇った高層ビルも、大阪の象徴的な展望塔も全すべてが崩くずれ、水に変わり、飛び散り、時に街中に津波をも引き起こした。

　水と化して崩れていく街に、彼女はズブ濡ぬれで立っていた。

　金属に似た音が鳴る。

　碧みどりの目の前にそびえるのは今しがた崩れ落ちた建物ほどもある黒い生物だった。濡れそぼった甲こう殻かくに包まれたそれは、巨大な鋏はさみをガチンガチンと打ち鳴らして、街を壊していく。

　流りゆう渦かの剋こく獣じゆうだ。蠢うごめく目玉が碧を捉とらえた。

「嫌や……」

　逃げようと後ずさる碧だが、既に息は上がっていた。

　震ふるえる脚はきちんと動こうとしない。

「嫌や！　うちは死なへん。絶対、こんなとこで死なへん！　死にたない!!」

　必死に逃げる碧に対して、蟹かにの剋獣が何本もある足を踏ふみ出す。

　たったそれだけで碧が逃げた分の距離が詰まる。次の一歩で剋獣が追いつくのは碧自身もわかっていた。

「来いや！　しばいたるわ、アホ!!」

　涙を流して、恐怖に顔を歪ゆがめながらも、かすれる声で叫んだ。

　そこへ剋獣が鋏を振り上げる。

　碧は目を見開いたまま、歯を食い縛った。

　その眼前で剋獣の巨きよ躯くが揺らいだ。

　空を裂さき、飛来した幾本もの木の槍やりが黒い甲殻を貫つらぬき、巨体をのけぞらせた。

　同時に碧は自分の肩に何かが食い込むのを感じた。

「痛っ!?」

　そして、次の瞬間、碧は空を飛んでいた。

「え、え……ひゃぁぁぁぁっ!!」

　舞い上がった碧はそのまま、近くにあった建物、大きなフグの看板の近くに着地した。

　肩に食い込んでいたものが緩ゆるむ。

　振ふり返かえればそこには赤い翼を広げた鷹たかの頭を持つ男がいた。

　碧は自分の肩に食い込んでいるのが、彼の足の鉤かぎ爪づめなのだと悟る。

「だ、誰……。獣人……？」

「わしはタマオノ。剋獣相手にキレるとは、度胸のある小娘じゃねえか」

「う、うちは……」

「だが……のんきに自己紹介してる暇はなさそうだなぁ」

　タマオノは鋭い目を眼下に向ける。

　蟹かにの剋こく獣じゆうは一体だけではない。そもそも、蟹の剋獣だけではなかった。

　大小、姿すら様々な剋獣が彼女が暮らしてきた大阪の街を蹂じゆう躙りんしていく。全すべてが水に変えられていく。

　木の槍やりを受けて甲こう殻かくを叩たたき壊こわされた蟹の剋獣も、その傷をものともせず、再び動き出していた。むしろ、その目は碧みどりやタマオノを獲え物ものとして認識しているかのようだった。

「ここはもうダメだな」

　タマオノは空を見て言った。

　彼の視線を追えば、大阪湾がある西の空から見たこともないほど分厚く黒い雲が押し寄せてきていた。まだ空は雲に覆おおわれてもいないのに雨が降り始めている。

「どうだ？　小娘。わしらと一緒に来るか？」

「え……？」

「ここに残れば死ぬぜ。わかるだろ？」

「でも……まだ、お母さんもお父さんも見つけてへん。まだ残ってるねん」

「だが、お前が死んだら、会うこともできねえだろ」

　碧は応こたえることができない。今、逃のがれなければどうなるかは彼女も理解できていた。

「両親と会いたい。その願いをかなえるなら、わしと一緒に来い。そうすれば、可能性は残るぜ。わしらも手伝ってやろう」

「あんた……何なん？」

「わしらはもう誰でもない。剋獣を憎むだけの集団だ」

　タマオノが赤い翼を手と同じように伸ばす。

　碧は惑い、うつむきながらも、涙を拭ぬぐうと顔を上げた。

　そして、タマオノの翼を握にぎり、震ふるえる脚で立ち上がった。

　タマオノが鷹たかの顔ながらも、一目見てわかる笑みを浮かべる。

「よおし！　奴やつらを足止めしながら、わしらも逃げるぜ！」

　彼の叫びに、壊れていく街のあちこちから声が返る。

　碧はその時になって、タマオノ以外にも獣人がいることと、彼らが剋獣に攻撃をかけて足止めしていることに気づいた。

「ていうか、あんたその子助けた以外、何もやってないじゃねえか！」

　文句も返ってきた。

「うるせえ！　流りゆう渦かの剋獣相手にわしにできることがあるか！　今日、わしが役に立つわけねえだろ！」

　舌打ちするタマオノの姿に、碧は思わずクスリと笑ってしまった。
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「それが……タマオノたちとの出会いだったんだよね」

　歩きながら、懐かしむように碧みどりは言った。

「おかげで、うちは《流りゆう渦か帝てい》オケアノスの近きん畿き襲撃の時、瀑ばく布ふ水界に閉じ込められることなく、辛かろうじて脱出することができたんだ」

「でも……ご両親は」

「《近畿侵しん蝕しよく圏けん》の中だね。閉じ込められてる。生きたままね」

《近畿侵蝕圏》と外界を遮さえぎる巨大な滝、瀑布水界。その向こうがどうなっているのかは、わかっていない。さらには瀑布水界を護まもるように、流渦の剋こく獣じゆうが徘はい徊かいしている。

　そう考えると、内側がどうなっているかは悲観的に考えることしかできない。

　でも、碧は両親の生存を信じていた。その声に澱よどみはなかった。

「それから、うちはタマオノたちと一緒に生活してきた。そして、ちょっとした事件で、嵐らん樹じゆ剣けんと出会って、剣けん皇おうになった」

「何があったの？」

「めちゃくちゃドラマティックだよ。話してあげるから、代わりに皇こう土ど剣けんちょうだい」

「皇土剣取るの？」

「無タ料ダで聞く気？　図ずう々ずうしいなぁ、黄き塚づかくん。そんなんじゃ、社会で通用しないよ？」

「なんか叱しかられてしまった……」

「ま、ともかくさ。だから、うちは……《八雷やくさ》として戦うんだよね」

「自分を助けてくれた獣人を助けるために……」

「そうだね。でも、それだけじゃないよ。《近畿侵蝕圏》の奪だつ還かん。それがうちの目的」

「じゃあ、皇土剣を欲しがってるのは……」

「うん。流渦の剋獣を相手にするには、それが一番有効な武器だからだよ。土剋水。皇土の龍りゆう気きは流渦の龍気を剋こくするってやつじゃん」

　ベヒーモスとの戦いを思い出す。

　その中で、ボクは流渦の重じゆう騎き種しゆカルキノスと戦った。皇土剣はカルキノスの分厚い甲こう殻かくを、何の抵抗もなく貫つらぬくことができた。その攻撃も龍りゆう鱗りんが全すべて弾はじき返かえしてくれた。

「前に《近畿侵蝕圏》の奪還作戦があったよね。でも、あの時、うちはまだ嵐樹剣を持ってなかった。だから、何もできなかった。それに、あれは日本政府じゃなくて、釼けん塵じんの剣けん皇おうアーリン・ゴルドウィン主導だったじゃん。民間軍事会社《ヘパイストス》だっけ？」

「そうだね。烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ちさんも参加したけど……相そう克こくの問題で、後方支援だけだった。そして、作戦は瀑布水界の強固さと、大量の剋獣の妨害で失敗に終わってしまった」

　たくさんの犠牲者が出た。杏あんずはまだそれに責任を感じている。

「それ以降、奪だつ還かん作戦は行われていない。一度の失敗で怖おじ気けづいたんだよ。政府は自分で手を出そうともしなかったのに。《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》を見捨てたんだ。それは《桔梗ききよう》も同じ」

　碧みどりの目に明らかな憎しみが滲にじむ。

「だから……うちらがやるんだ。自分の手で全すべて取り戻す」

　同時に強い決意を感じる。

　なら、《八雷やくさ》という組織は……。

　ボクの中の疑念はほとんど氷解していたけど、あえて口を開く。

「ねえ、碧。訊ききたいんだけど」

「なに？　嵐らん樹じゆ剣けんとのドラマティックな過去なら、皇こう土ど剣けん払ってよ」

「それじゃなくて。この前の《桔梗》本部襲撃の時のことだよ」

　碧がわずかに眉まゆを動かす。

「あの時、《八雷》はベヒーモスの襲撃に乗じて、《桔梗》本部を襲った。偶然だとは思えない。ベヒーモスを迎撃するために本部の護まもりが手薄になるのを狙ねらってたんだよね」

「そうだよ。ま……実はけっこう流動的な作戦で、《桔梗》に残ってる剣けん皇おうを倒すか、《桔梗》自体を押さえることができればいいって思ってたんだけどね。結果的に、戻ってきた君を倒せたから、一番欲しかった皇土剣が手に入ったんで、ラッキーだったよ」

「……飛んで火に入るなんとかだったんだね」

「むしろ、うちにとってはカモがネギ背負ってきたってやつだったかな」

　そうとも知らずにボクは……。

　でも、あの時、戻らなければ杏あんずも危なかったし。

　いや、自分への言い訳はいいんだ。

「……訊きたいことっていうのはね。《桔梗》では、《八雷》が剋こく獣じゆう、《流りゆう渦か帝てい》オケアノスや、《釼けん塵じん帝てい》エリスと繋つながってるんじゃないかって疑っていたんだ」

「うちらが剋獣と結ぶ？　あるわけないじゃん」

「そうだね。今の話でボクも確信したよ」

　剋獣を憎む《八雷》の獣人と、《近畿侵蝕圏》を取り戻そうとする剣皇、兎と川がわ碧。

　それが剋獣と、特に《流渦帝》オケアノスと手を組むわけがない。

「でも、それじゃどうやって、ベヒーモスの襲撃と連携することができたの？　まさか本当に偶然？」

「違うよ。確かに便びん乗じようはしたもん。答えは簡単。嵐樹剣で《桔梗》のデータベースとかに侵入して、剋獣の動きと作戦計画を盗んだだけ」

「そんなことまでできるの？　確かにこの前、監視カメラとか動かなくしてたけど」

「コツをつかむまではほんと大変だったけどねー。今のうちはスーパーハカーってやつだよ。ノリで」

「ノリでハッキングできちゃうなら、普通の対策じゃどうにもならないよね……」

「でしょ。どこまでできるか試してみたい欲求にはかられるね。アメリカ国防総省ペンタゴンを……」

「すごいこと言ったけど、意味あるの!?」

「今はないかな。意味のない犯罪はやだから、やんないけど。命拾いしたね、アメリカ国防総省は」

　悪戯いたずらっぽく言うと、碧みどりはこっちを見る。

「質問はそれだけ？」

「うん。そうだね」

「じゃあ、うちのことわかってくれたよね」

　横に並んだ碧がボクのほうにそっと身を寄せてくる。

　目を細めて微笑ほほえんでいるけど、でも……その目の奥には真剣な光がある。

「ねえ。黄き塚づかくん。だから、お願い。皇こう土ど剣けんをちょうだい」

　口調は軽いけど、間違いなく真剣な言葉だった。

　碧も《八雷やくさ》も自分のために五ご龍りゆう剣けんを使っているわけじゃない。むしろ、正しいことに使っている。できることなら、碧の気持ちに応こたえたかった。

　でも、

「ゴメン。渡すわけにはいかないんだ」

　ボクの脳裏に杏あんずの笑顔が浮かぶ。

　本当はヨーグルトよりも柔らかなメンタルをしているのに、英雄を演じて、傷ついても傷ついても立ち上がって、戦い続けるボクの幼なじみ。

　烈れつ火かの剣けん皇おう。

　ボクの剣は杏のためにある。杏と一緒に戦うための力だ。

　それが自分の命を削る力でも構わない。

「断るんだ……」

　碧はポツリと言った。

「それなら、力ずくでやるしかなくなるじゃん。君、うちには勝てないんだよ」

「わかってる。でも、渡さない」

「頑固だなぁ。そういうとこは嫌いじゃないけどさ」

　苦笑混じりの溜ため息いきをつく。

　ふと、碧が足を止めた。ボクもつられて立ち止まる。

「なにあれ」

　そう言った碧の視線の先、それなりに距離はあるけど、お好み焼き屋《ＴＡＫＡＭＡＧＡ原》の看板が見えている。いくつものネオンサインの中で、そこだけ電気が消えていた。営業していないから、しょうがない。

　だけど、ボクたちが気づいたのは、それじゃなかった。

「警察……。違う。機動隊？」

　ボクたちの行く手に非常線が張られている。警察の車両が止まっていた。

　それに、防弾チョッキやヘルメット、透明の盾で武装した機動隊が道を塞ふさいでいる。

　碧みどりがビルの陰かげに身を隠した。

　手にしていたエコバッグを置くと、嵐らん樹じゆ剣けんを呼び出す。

　青い光が碧の周りに、かすかに散る。壁に触れた直刀の切っ先から、青い雷光が走る。

　嵐樹剣の刀身から警察の無線らしい音が聞こえ始めた。

「もしかして、それ、無線を傍ぼう受じゆしてるの？」

「君にも聞こえやすいようにしてあげてるんだよ。親切でしょ。皇こう土ど剣けんちょうだい」

「ついでみたいに言わないでほしいんだけど」

　聞こえてくる情報から、機動隊は目の前に展開している部隊だけじゃないことがわかる。もっとたくさんの数が投入されている。

　その標的は明らかに《ＴＡＫＡＭＡＧＡ原》。つまりは《八雷やくさ》だった。

　部隊が次々と配置についていく。狙そ撃げき班もいるらしい。

「あいつら……獣人犯罪対策部隊ハンターじゃん。まずいな……」

　呟つぶやいた碧の声に確かな緊張を感じた。
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　新宿の空には夜の帳とばりが降りていた。

　暗い空に赤い髪がなびく。

　烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんずは新宿区役所の屋上から、北、歌か舞ぶ伎き町ちようを望む。

　ネオンの光の一角に機動隊が展開しているのがかすかだが見えていた。

　彼女の後ろには、カラスキがいた。

　白い虎こ人じんはいつもの戦闘服とは違い、身軽なアロハシャツで巨きよ躯くを包んでいる。

　明らかに普段着で、外出許可をもらった獣人というふうに見えるが、足下は戦闘用のブーツで、銃火器も携行していた。

「剣皇。傷はもう大丈夫なのか？　いけるか？」

「私を誰だと思っている？」

　杏は胸元の傷に触れた。二日前、ほぼ塞がっていた傷からはもはや違和感も消えている。

　わずかな無念さを帯びながらも、杏は傷から手を離した。

「フフ、フフフ、ハハハハハハ！」

「剣皇？」

「いける！　いけるとも！　烈れつ火かの剣けん皇おうが、今行こうじゃないか！」

　高笑いする杏あんずをカラスキは隻せき眼がんでじっと見つめた。

　それから困ったように頬ほおを掻かく。

「……剣皇。本当に大丈夫か？　無理していないか？」

　隻眼の虎こ人じんはいつになく深刻な顔をしている。

「ただの冗談だ」

　言いながら背けた杏の顔は真っ赤だった。

「……今度こそ近いはずだったんだが……。加減がわからないな」

　呟つぶやき、軽く首を振ると、彼女は深く息を吸い、再び歌か舞ぶ伎き町ちようへと目をやる。

「あそこに光みつ義よしがいる」

　カラスキにも届かない声で言うと、真剣な眼まな差ざしでネオンサインの向こうを睨にらんだ。








　　　第六章　獣人殺しハンター









「電話は傍ぼう受じゆされちゃうよね」

　スマートフォンはポシェットにしまって、碧みどりは嵐らん樹じゆ剣けんを握にぎりしめる。

　瞳ひとみを閉じて、意識を集中していた。

「タマオノ。聞こえる？」

　額に寄せた嵐樹剣に囁ささやく。

　青い龍りゆう気きがまたボクたちの周りに淡く広がる。

『……なんだ？　このクリアな音声。嵐樹剣で電話してんのかよ。お前、それ、わしらの切り札なんだぜ？』

「それはどうでもいいんだよ」

『まあ……今はそうだな。しかし、どういうことだ、こりゃ』

　聞こえるのはタマオノの声だった。実際、すごく電話っぽい。

　さっき機動隊の無線を傍受したみたいに、電波自体を操って繋つなげているんだと思う。

　声がボクにも聞こえるのは碧がそうしてくれてるんだろう。それにしても、五ご龍りゆう剣けんで電話……。

「とにかく、状況はわかってるんだよね」

『まあ、全然気づかない間抜けってわけでもないからな。さぁて。どうするかな』

「相手は獣人犯罪対策部隊ハンターだよ。まともにやり合って、向こうに死傷者でも出したら、泥沼の戦いになる。大きな被害が出る。だからここは、うちが囮おとりになる」

『確かに剣けん皇おう相手なら、奴やつらじゃどうにもならんよな』

「うん。うちが突っ込んで、怪け我が人出す程度でどうにかするからさ。その間に、タマオノはみんなを連れて逃げてよ。せっかく準備してる逃走ルートじゃん」

『そうだなー。確かにそれがいいと思うぜ。いいとは思うんだが』

　碧みどりとボクに伝わってくる声に、水に濡ぬれたような音と、くぐもったうめきが混ざった。

『そりゃぁもう、無理だな』

「タマオノ!?　何してんの!?」

　ボクと碧は見た。

《八雷やくさ》の隠れ家になっているお好み焼き屋が入っているビルの屋上から、機動隊の防護服に身を包んだ男が落ちた。

　五階の高さから地上に叩たたきつけられる。ぐったりと横たわるその喉のどに短刀が刺さっている。

　あれはタマオノが使っている短刀だ。

　そして、屋上に銃声が鳴り響いて、さらに数名の隊員が落ちてくる。

「始まってしまった……」

「屋上から侵入しようとしてた奴らか……。やったな、タマオノ。あのアホ」

　銃声が合図になったように、地上の機動隊が動き出してしまった。

　ビルの入り口に催さい涙るい弾だんが撃ち込まれて、もうもうと煙が噴き出す。

《八雷》の銃撃がアスファルトに弾はじける。

　窓の陰かげに見えた犬の獣人に機動隊の小銃が命中して、血を噴き出しながら、もんどりうって建物の中に倒れる。

「やられたね。こんなこともあるかなって仕掛けてた触しよく媒ばいも撤てつ去きよされてる。これじゃ龍りゆう気き操法がまともに使えないじゃん」

　碧がうめく。

　確かに《八雷》側からの龍気操法による反撃が少ない。

　龍気操法らしい炎の塊かたまりが地上の隊員を襲ったけど、彼らは密集せずに動いているから、まとめて巻き込まれることもない。炎も盾で防がれてしまって、被害は少ない。

「さすが戦い慣れてる……。《八う雷ち》は獣人の特性がなきゃ、ただのオッサンばっかりなのに」

　碧が青い龍気を鎧よろいに変えた。

　スカートを翻ひるがえし、嵐らん樹じゆ剣けんを握にぎりしめて歩き出す。

「タマオノのアホ……！　こうなったらダメだっての」

　嵐樹剣の刀身に青い雷光が蛇のように伝う。

「どうする気なの？」

「そりゃ、助けに行くよ。アホのジジイでも、仲間だもん」

　当たり前のように言って、碧みどりは困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「……その隙すきに逃げようなんて考えちゃ、やだからね」

　逃げるだろうけど。

　碧がそう思ってることが、口に出さなくてもわかる。

　だけど、迷うことなく背を向けた。

　ビルの狭間はざまに風が吹き、雷光がネオンよりも明るく爆はぜる。その中に花びらが可か憐れんに舞う。

《八雷やくさ》に攻撃を仕掛けていた機動隊が異変に気づいて、彼女のほうを振り向いた。

　その瞬間、爆発的に巻き起こった疾風に乗って、碧がビルとビルに挟はさまれた空へ飛ひ翔しようした。

　吹き荒れる暴風が空から機動隊員に襲いかかる。

　幾筋も走った雷光が彼らが手にした銃だけを弾はじき飛とばしていく。

「教えてあげる。うちがイザナミ。嵐らん樹じゆの剣けん皇おうだよ！」

　刃やいばを返した嵐樹剣の一撃が隊員を吹き飛ばした。

「《獣人殺しハンター》だかなんだかしらないけどさ！　誰を相手にしたのか、ちょっとはわかった？　まだわかんないなら、イザナミがサービスしてあげるよ！　遠慮なく、遊ぼうよ！」

　ビルの前に展開していた部隊が数秒ももたずに蹴け散ちらされる。

「ありがたい！　押し返せ！」

　ビルの窓に蜻蛉とんぼの獣人の姿があった。

「アホ！　逃げてって！」

　巻き起こした風で敵を薙なぎ払はらいながら、碧が叫んだ。

　直後、蜻蛉の獣人の胸元が弾けて、血が飛び散った。声もなく崩くずれ落ちる。

　狙そ撃げき班だ。存在は碧の通信傍ぼう受じゆでわかっていたのに！

　碧が一瞬、悲しげに顔を歪ゆがめて唇を噛かむのが見えた。

「この……！　まだわかんないの！　君らじゃ、うちには勝てないってさ!!」

　碧の攻撃がさらに勢いを増す。

　荒れ狂う雷光と暴風、それにアスファルトから伸びる蔦つたが機動隊員を叩たたきのめし、搦からめ捕る。相手を殺さないように加減はしているけど、あんな攻撃、普通は止めることができない。

　ボクは後ずさる。

《八雷やくさ》から逃げるなら今しかない。

　碧みどりもボクがそうするってわかっていながら、戦いに出た。

《八雷》を助けたいとは思う。戦闘が長引けば、《八雷》の人たちがさらに傷つくことになる。彼らの事情を知った今、それは避さけたい。

　でも、碧がいればすぐに戦いは終わる。だから大丈夫。

　そう自分に言い聞かせて、碧に背を向けると、ボクはビルの陰かげから裏手に逃のがれようとした。

　歌か舞ぶ伎き町ちようの入り組んだ路地を進んで、並ぶビルの上を駆ければ、碧だってすぐには見つけることはできない。その間にこの近くの特とく守しゆの基地に入るか、品川までひた走って《桔梗ききよう》と合流することができれば……。

　その時、ボクは気づいた。

《八雷》拠点ビルの裏手にも既に獣人犯罪対策部隊ハンターの隊員が配備されていた。ビルの陰で待ち伏せている。

　そこへ裏にある出入り口から《八雷》の獣人に連れられて、子供の獣人たちが出てくる。保護されていた子供たちだ。

　物陰に隠れたままで隊員たちが引き金に指をかけた。

　風と共に空を飛び、戦う碧も空中でそれに気づいた。

「あかんっ!!」

　だけど、遠過ぎる。間に合わない。

「この……っ!!」

　反射的に地を蹴けっていた。

　折れたままの皇こう土ど剣けんを振りかぶる。

　刀身からあふれ出た金色の龍りゆう気きが凝ぎよう縮しゆくされて、空中に何十本もの大剣を作り出していく。

　それを殴なぐり飛ばした。

　吹き飛んだ剣が機動隊と《八雷》の獣人の間に飛び込む。

　銃声が鳴り、地面に突き刺さった大剣の群れが激しく火花を散らして欠ける。

　でも、それが盾になって、銃撃は獣人や子供に届かなかった。

　一瞬遅れて、碧が来る。

　雷光と暴風が機動隊を直撃して吹き飛ばした。

「今だ！　逃げて！」

　辛かろうじて初撃を凌しのいだ隊員に斬きり込みながら叫ぶ。

「すまん。イザナミ」

《八雷》の獣人はその隙すきに子供を連れてビルの狭間はざまを抜けていく。

　ほとんど間を置くこともなく、碧みどりは残っていた機動隊員を蹴け散ちらしてしまった。

　近くにはもう動くことができる機動隊員はいない。あらかじめ封鎖されていたから、それ以外の人影もない。

「狙そ撃げき班は？」

「撃ったが最後。いる場所さえわかれば、嵐らん樹じゆの敵じゃないよ」

　嵐らん樹じゆ剣けんを撫なでながら言った。

　それから、ふ……と息を吐くと、碧は改めてボクのほうを向く。

「……逃げればよかったのに。アホだね、君は。ほんと」

　呆あきれたような、困ったような顔で苦笑する。

「さっきと言ってることが逆だね」

　ボクも苦笑を返すしかなかった。

　見捨てられるわけがない状況だったんだ。なんとなく清すが々すがしい気分ではあったけど。

「……っ!?」

　その時だった。

　ボクは強烈な眩暈めまいを覚えて倒れそうになる。

　必死に踏ふみとどまったボクの腕がビクンと痙けい攣れんした。

「黄き塚づかくん？」

「く……！　う、あ……」

　応こたえることもできない。

　右腕が意思を離れてのたうつ。

　内側でミチミチと音がして、次の瞬間皮膚が破れた。

「あ、ぐぁぁぁぁっ！」

　肉を裂さかれる激痛が走る。

　皮膚を貫つらぬいて濁にごった黄土色の結晶体が突き出した。血があふれたけど、それは途中で土に変わりながら、アスファルトの上に落ちる。

「あぁぁぁぁぁっ!?　く、くぅぅぅ！」

　腕が肥大化する。何倍にも膨ふくれ上がる腕の中で、骨と筋肉が悲鳴を上げる。

　同時にどうしようもない飢き餓が感が襲ってくる。

　苦しさに胸をつかみ、そのままシャツを引ひき裂さいてしまった。そこから覗のぞく胸のあたりにも、腕と同じ結晶が突き出してくる。

「がっ！　うぅぅ……」

　苦痛のあまり膝ひざをつく。唇の端はしから涎よだれがこぼれるけど、拭ぬぐう余裕もない。

　変化は右腕だけじゃなくて、左腕や、まだ服に隠れている下半身にも広がっている。多分、顔にも起きている。

　……まずい。

「ちょ、ちょっと……黄き塚づかくん……。これ、なんや……」

　濃厚な嵐らん樹じゆの龍りゆう気きの匂においがした。

　ゴクリと唾つばを飲み込む。揺れていた視界が定まった。

　青い髪を揺らして、龍気を散らして、心配そうな顔で無防備に碧みどりが来る。

　俺の傍そばに。

　唇の端はしが自然と上がる。

　俺は握にぎりしめていたままの黄土剣を振り上げ、

「くっ……あぁっ！」

　そのまま皇こう土ど剣けんを地面に叩たたきつけた。折れたままの剣が音を立てて転がる。

　碧が驚いた顔をしている。

　俺……いや、違う、ボクは荒い息をつく。歯が牙きばとしてせり出してくるのがわかる。

「近づいちゃダメだ……」

「なんやねん。これ」

　うずくまったままのボクを見下ろして、碧は言った。

「龍気の流れ、おかしいやろ。なんで、皇土剣から君に流れ込んでへんねん。むしろ、これ逆や……」

　転がった皇土剣に目を落とす。

「君の中の龍気が皇土剣のほうに流れ込んどる。これ、どっちか言うたら……」

　碧は少し迷って、言葉を続けた。

「剋こく獣じゆうみたいや。あいつらが龍気を使う時と同じや」

「……だね」

　必死に息を整ととのえながら、減ってしまった龍気を必死に身体からだに循環させようとする。

　身体の異常は収まらない。だけど……まだ意識を保つことはできている。

「『だね』じゃないよ！　どういうことなの？　君、いったい……」

「実際、そのとおりなんだよ。ボクは半分、剋獣なんだ」

　かすれた声で言う。

「ボクが皇土剣を手に入れたのは池袋の戦いだ」

「タイサイの時だよね。《関東防衛戦》」

「うん。あの時……ボクはこの剣と一緒に、剋獣に喰くわれたんだ」

　転がっていた皇土剣を手にする。

「喰われたって……？　なに？　どういうこと？」

「そのままの意味だよ。皇土剣を護まもろうとして、できなくて、食べられた。でも、その時、剋獣の身体の中でボクはこの剣と、さらに剋獣とひとつになった。何な故ぜかはわからないけど、自分の意思を保つこともできている」

　首を横に振る。

「でも、龍りゆう気きを失うと剋こく獣じゆうとしての本能が前に出てしまうんだ。龍気が欲しくて、今、君を襲おうとしていた。正直言うと、今も襲いかかろうとしているのを止めるのに必死なんだ」

「そんな……」

　碧みどりは絶句する。

「……ていうか、剋獣と同じ身体からだなら、君、龍気を失なくしたら死ぬよね」

「さすがは嵐らん樹じゆ剣けんの剣けん皇おう。よく知ってるね」

「冗談言ってる場合じゃないじゃん！」

　碧がこちらに足を踏ふみ出す。

「ダメだ！　今は……」

「そんな事情あるのに、どうして言わなかったの」

　しゃがみこむと、碧はボクの顔を覗のぞき込む。

　吐息を感じる。同時にボクの中で龍気を欲する感情が蠢うごめく。

　白い首筋を食い破って、龍気を啜すすりたい。血と一緒にあの綺き麗れいな青い龍気を貪むさぼりたい！

「言ってくれれば……うちも他に色々考えたのに、こんな……。捕まえたりとか、あんな扱いしなかったのに」

　碧の目が少しだけ潤うるんでいた。

　ボクのことを心底心配してくれている。それがわかる。

　テロ組織《八雷やくさ》のリーダー、イザナミ──兎と川がわ碧。この子が本当はとても優しい子だということは、捕まってからのこの数日で十分過ぎるほどわかっていた。

　そんな碧を襲いたい。喰くらいたい。そんな欲望でいっぱいだった。

　自分の身体が、弱い心が憎い。でも、龍気が欲しい……！

「どうして戦うの？」

「どうしてって？」

　かすれた声で応こたえる。

「だって、わかってるんだよね？　命を削ってること。下手をすれば死ぬこと。こんな身体にもなってるのに……」

　碧の手が変へん貌ぼうしたままで戻らないボクの右腕に触れる。

　その指が、結晶が突き出し、鉤かぎ爪づめまで生じて、醜みにくく変わった腕を優しく撫なでる。

「……護まもりたい人がいるんだ」

　ボクは言った。

「……護りたい、か」

　碧みどりはその視線を《八雷やくさ》の仲間や子供たちが逃げ去って行ったほうにやる。

「そっか」

　と呟つぶやいて、優しく目を細めた。

「でも、そのままだと死ぬよ」

　それから表情を険けわしくする。

「戦うたびに命を削るような戦い、続けていけるわけないじゃん。君もわかるでしょ？」

　子供を叱しかるように言いながら、碧は変化したボクの右手を強く握にぎった。

　嵐らん樹じゆの青い龍りゆう気きがふわりと吹き上がる。

　それが皇こう土ど剣けんを伝って、ボクの身体からだに吸い込まれていく。

「碧!?」

「やっぱり……皇土剣なら嵐樹の龍気も吸えるんだね。ちょっと効率悪そうだけど」

「だけど、碧の龍気が」

「あの程度相手じゃ、たいした力は使ってないって。龍りゆう魂こんのリミットにはまだまだ余裕があるし。それに、君をこのままにしとくわけにはいかないじゃん」

　有無を言わせず、碧はさらに龍気を送り込んでくる。

　それを拒こばめない。身体が龍気を求めてしまう。

「う、あ……」

　失われかけていた龍気が染みる。その心地よさに身を委ゆだねる。

　肥大化していた腕が元の形を取り戻していく。突き出していた汚れた色の結晶が砂になって崩くずれ落ちた。

　皮膚にはちょっとした傷が残るだけだ。身体もだいぶ楽になった。

「もう大丈夫」

「ほんとに？　まあ、見た感じ、収まったみたいだけどさ……」

　碧が手を離して、立ち上がる。

　ボクもようやく立つことができた。

　まだ龍気は少ないけど、もう普通に動くことはできそうだ。

「ありがとう。碧。おかげで……」

　そこへ碧が嵐らん樹じゆ剣けんを振るった。

　斬きりつけてきた。

　突然のことに、ボクはよけることどころか、動くこともできなかった。

　肩口に鋭い痛みが走る。

　嵐樹剣がかすめるように切きり裂さいていた。ほんの少し血が流れる。

「何を……」

「やっぱり」

　碧みどりは頷うなずいた。

「ちょっと思いついたことがあって、斬きったんだ。ゴメンね」

　嵐らん樹じゆ剣けんを戻して、目を眇すがめる。

「今、身体からだのそのあたりを流れてる皇こう土どの龍りゆう気きを斬ったんだ。嵐樹の龍気は皇土の龍気を剋こくする。容よう赦しやなく断ち切ることができる。龍気の流れだって、嵐樹剣で斬きり裂さくと、すぐには戻らない。なんとなくわからない？」

「確かに……」

　肩のあたりを流れている皇土の龍気が一部断たれている。とはいっても、ちょっと斬られたぐらいだから、影響はないし、意識しなくても少しだけ時間をかけて繋つなげることはできると思う。

「皇こう土ど剣けんと剋こく獣じゆうと君の身体がひとつになったって言ったよね」

「うん。身体の半分ぐらいは、剋獣が人の形に変わったものなんだ。多分、剋獣の肉体を通して、皇土剣を操っている」

「なるほど。それがくっついて離れない。皇こう土どの剣けん皇おうの正体はそういうことか。でもね。うちなら、できるんだ」

　碧は嵐樹剣をすっと差し出す。

「君の中で結びついている皇土の剋獣と、皇土の龍りゆう剣けんの繋がりを断つことが。皇土剣を切り離せば、君に残るのは、剋獣が人の形に変わった身体だけ」

「ま、待って。そんなことをしたら、ボクは……。本物の剋獣になってしまう」

　一度失われて、全すべてが剋獣の肉体で構成されている右手を見る。

「そもそも、君、皇土剣から力をもらってるわけじゃないよね。この感じだと」

「それは……うん。皇土の剣皇っていってるけど……ボクは選ばれたんじゃない」

「ならさ。君が今、剋獣に支配されていないってのは、皇土剣の力と関係ないよね」

「確かに……」

　五ご龍りゆう剣けんの本来の役割は、核である龍りゆう魂こんから無む尽じん蔵ぞうな龍気を送り込んでくれるところにある。でも、ボクは皇土剣をあくまで皇土の龍気を外へ出すための道具としてしか使うことはできていない。

「剋獣の身体が皇土剣を使ってる……。多分、それだけなんだ」

「だよね。なら、都つ合ごういいじゃん」

　碧は切っ先を突きつける。

「うちなら、君を助けることができるよ」

「どういうこと？」

「つまりはさ。嵐樹剣なら、皇土の龍気の繋がりを完全に断つことができるわけじゃん。それで、君の身体の剋獣と結びついてる皇土剣を切り離すんだよ。そうすれば、君は龍気を使う方法を失う」

「つまり」と、碧みどりは続けた。

「剋こく獣じゆうが化けた肉体でも、君はただの人間になる。もう皇こう土ど剣けんから龍りゆう気きを放出して、それを失って、死にそうになることもないし、そもそも戦う必要もなくなる」

「ボクが……人間に、戻る」

　碧の言うとおり、皇土剣が切り離されれば、ボクは龍気を失うこともなくなる。

　何もしなければ、龍気を自然に消しよう耗もうすることも、これまでなかった。

　剋獣の身体からだは龍気を失わない限り、人間で……黄き塚づか光みつ義よしでいてくれる。

「黄塚くん。うちはね。皇土剣が欲しいだけだったんだ。君が反抗的なら、殺してしまえばいいやって。タマオノたちとそんなことも話してた」

「物ぶつ騒そうだね。でも……君の目的を考えると、そうなるとも思う」

「うん。でも、気が変わっちゃった。君がイイ人過ぎたせいで」

　碧は肩をすくめた。

　それから改まったように、ボクのほうを見る。

「うちはこの嵐らん樹じゆ剣けんで君を人間に戻す。うちは切り離した皇土剣をいただく。どっちにも得がある話だと思わない？　どっちにしろ、君が拒こばんだら、うちは力ずくでそれを奪うわけだしさ」

「なるほど……」

　力ずく……みたいな言い方をしているけど。

　碧はボクを助けようとしてくれてる。

　故郷のために剣けん皇おうになって、獣人を助けるためにテロリストの汚名をかぶる。そんな彼女らしい優しさだった。

　その思いやりはとても嬉うれしい。でも、

「ダメだ。皇土剣は渡さない。ボクはこの身体のままでいい」

　言い切った。

「なんで!?　君、今の状態わかってるよね？」

「うん。でも、言ったよね。ボクには護まもりたい人がいる。その人の隣で一緒に戦いたいんだ」

　人の形を取り戻した拳こぶしを握にぎりしめる。

「そのための力が欲しかった。ずっと欲しかった力なんだ。ボクのこの気持ち、故郷や仲間のために戦っている碧ならわかってくれるんじゃないかな？」

「それはさ……うん」

　碧は《八雷やくさ》の拠点のビルを振ふり返かえる。ビルには銃撃の跡が痛々しく残る。

「だけど、死ぬんだよ」

「死なないようにがんばってみるよ。ボクの大事な人と一緒に生き延びていくために。そう決めたんだ」

「そっか……」

　ポツリと言った。

　それから碧みどりはボクの目をじっと見据える。表情に笑みはない。

「なら、うちが助けたる。無む理り矢や理りにでもや」

　碧の周囲に龍りゆう気きが舞い散る。本気だ。

「断るよ。全力で」

　ボクは折れたままの皇こう土ど剣けんを強く握にぎりしめた。

「ほんま、イイ人で頑固やな。君は」

「碧こそ。ゴメンね。もらった龍気を君に対して使うよ」

「ええで。君じゃうちには勝てん」

　嵐らん樹じゆ剣けんの刀身を青い稲妻が走る。





　　　◆　◆　◆






「見つけた……！」

　夜の闇やみに瞬またたくネオンの光に赤い髪が流れる。

「見つけた！」

　赤い光が火の粉と化して散る。

　壁を蹴けり、炎を巻き上げて、歌か舞ぶ伎き町ちようを行く人々が振ふり返かえるのにも構うことなく、烈れつ火かの剣けん皇おうがビルとビルの狭間はざまを駆ける。

「見つけた!!」

　彼女の瞳ひとみはただ一点だけを見ていた。

　歌舞伎町のビルの狭間から見えるその一点、猛烈に膨ふくれ上がる青と黄の龍気を彼女は捉とらえている。

　紅あか地ち杏あんずは一直線に壁面を駆け続け、大きく宙に舞った。





　　　◆　◆　◆






　ボクも碧もそれに気づいた。

　夜空を駆ける炎の塊かたまり。放たれるあまりにも強烈な龍気を肌にさえ感じる。

　炎がボクらの頭上に来る。

　碧がかすかだけど目を見張った。

「そうか……！　君の大事な人って……」

「光みつ義よしっ!!」

　真上から声がした。

　振り仰いだ夜空に炎の塊かたまりが燃え上がる。

　夜の歌か舞ぶ伎き町ちように煌きらめくネオンサインが色あせる。それほどの熱量と光が降りそそぐ。

　小さな太陽の如ごとき焔ほのおを背に赤い髪がなびく。

「烈れつ火かの剣けん皇おうか！」

　碧みどりが声を上げる。

「杏あんず！」

「光義!!」

　巻き起こした爆炎を蹴けるようにして加速し、烈れつ火か剣けん皇おう、紅あか地ち杏が急降下した。

　紅ぐ蓮れんの炎をまとって烈れつ火か剣けんが高速回転する。

　一瞬で杏と碧の距離が詰まる。

　十字の曲刀が碧に襲いかかる。

　碧の嵐らん樹じゆ剣けんがその斬ざん撃げきを受け止めた。

　だけど、落下の衝撃に回転速度を乗せた一撃は碧の剣を弾はじき返かえして、彼女を退しりぞかせた。

「ちょっ、重っ……!?」

　さらに烈火剣がまとう炎が蛇のようにしなり、碧に絡みつこうとする。

　炎を逃のがれ、自ら跳とび退のきながら碧は嵐樹剣から風を放った。

　地面から吹き上がる爆風に碧を追う炎が呑のみ込まれて消える。

　風にまぎれて、碧はビルの陰かげへと姿を消した。

「うわっ！」

　傍そばにいたボクも巻き込まれた。

　なめらかで温かい、憶おぼえのある手の感触がボクの手を包んだ。

　杏がボクの手を握にぎっている。

　彼女はそのままボクの手を引いて、吹き荒れる風を避けて、ビルの陰へ跳んだ。

　そして、陰に入ると同時に抱きつかれた。

「……っ!?　杏!?」

「光義ぃぃぃっ」

　杏はそのままボクの胸に顔を埋める。

「え、えっと……。杏。戦闘。戦闘がまだ」

「よかった……。無事で……本当によかった」

　抱きついたまま、小さな背中を震ふるわせる。

「ゴメン。心配かけちゃって……」













「いいんだ。無事でいてくれたなら……私は……」

　杏あんずが顔を上げた。

　赤い髪の下、上目遣いにボクを見る目には涙が滲にじんでいた。

　綻ほころんだ頬ほおがかすかに赤い。

　ボクがいつものようにその頭を撫なでると、くすぐったそうに目を細める。

　なんというか……多分、ボクの顔も赤いと思う。

　杏に抱きつかれていることも、吐息や体温が伝わってくるのもあるけど、でも、それ以上に、さっきまで大事な人がいるとか、護まもりたい人がいるとか言ってて……。

　いや、聞こえてるわけがないというのはわかってるんだけど、やっぱり恥ずかしい……。

「ほんとに、無事で……みつよっ……ひぐっ!?　はひっ!?　息、がっ、ひっ」

「う、うわ!?　過呼吸じゃないか!?　お、落ち着いて！　とにかく、落ち着いて！」

　照れてる場合じゃなかった！

「ゆっくり、ゆっくりと息を吐いて」

「う、うん……」

「そう。その調子で……そう……。さすがは剣けん皇おうだ。切り替えが早い……。その調子だよ。ゆっくり、ゆっくりね。大丈夫だからね」

　コクコクと頷うなずきながら、落ち着いた呼吸を繰り返す。

　杏あんずの呼吸がだんだん普通に戻ってくる。

　そんなに重症じゃなくてよかった。

　烈れつ火かの剣けん皇おう、過呼吸で倒れるとか、色々な意味で大変だし、今はまず過ぎる。

「あ、ありがとう……。すまない」

「いいんだよ。それよりも……うわっ!?」

　思わず声を上げた。

　杏が思いきり泣いてた。もう涙が滲にじんでるとか、そんなレベルじゃなくて、ダバーッ！　っという勢いで涙があふれてる。

「光みつ義よしぃ……本当によかった……本当に……。ふぁぁぁん！　光義ぃ……」

　またギュッと抱きついてくる。

　もう頭を撫なでてあげることしかできない。

　碧みどりがわざわざ洗濯したハンカチを持たせてくれていたから、涙を拭ふいてあげたりとかもするけど。

「本当に心配だったんだ……。《八雷やくさ》にさらわれて……何をされているのか……考えれば考えるほど不安になって。それなのに、なかなか助けにいくことができなくて……」

「不安にさせちゃったね……。ゴメンね。でも、ボクは大丈夫だったよ」

　龍りゆう気きの枯こ渇かつのことを話せば不安にさせてしまう。

　杏は涙で濡ぬれた目でボクの身体からだを見る。

「怪け我ががないならいいんだ。ひどいことをされたりしなかったなら……」

　形のいい唇から安あん堵どの息が漏れた。

「あんまり不安だったんで、『拷ごう問もん』とか『拷問道具』とか、『拷問　歴史』とかで検けん索さくしてしまったんだ……」

「なんでそんなおぞましい検索ワード入れちゃったの。病院の時もそうだけど、あえて情報を入れないっていうのも時には勇気だよ!?」

「でも、助けに行った時に何かあったら、どうにかしないといけないだろ!?　覚悟をする勇気！　そう思ってのことだったんだが……」

　杏の身体がブルブルと震ふるえる。

「人間はどうしてああも残酷になれるんだ……。烈れつ火か剣けんがあっても、私が剣皇でも……あんなの……思い出したくないけど、忘れられない!!　もう忘れられない……」

「顔が真っ青だよ。落ち着いて。とにかく、落ち着いて。心に消えない傷が刻きざまれちゃったなんて……。ボクは大丈夫だったし、『拷問　歴史』とかで検索しちゃったものとか、だいたいはもう使われてないような気がするから」

「う、うん……」

　杏がボクの胸に頬ほおを寄せる。

「他にも色々なことがあったんだ。色々……。だから、本当に胃が痛くて、どうしようもなくて、納豆以外のネバネバも一緒に食べるという方法を編み出してしまった」

「剣けん皇おうとして日々の進歩を忘れない。その姿勢に感動を覚えるよ。でも、栄養のバランスは大丈夫だったの？」

「ちゃんとオクラサラダも食べたから大丈夫だ。ぬかりはない。胃痛で動けなかったり、風邪をひいて、光みつ義よしを助けに行けないようなことだけは避さけたかったんだ」

「さすがは杏あんずだよ」

「でも、山芋を摩すっていた時、すごく手が痒かゆくなった。おいしいけど、食べる時に口の周りについてしまうと、そこも痒くなってしまうんだ。どうしよう……山芋の痒みのせいで遅れをとるようなことがあったら。戦いではほんの一瞬の隙すきが命取りだというのに」

「山芋に関しては、ボクもあとで原因とか対処法を調べてみるよ。約束だ」

「頼もしい……！　これで、私は山芋の栄養のことだけを考えることができる」

　頷うなずき合って、ボクたちはそのまま顔を見合わせた。

　なんとなく、どちらからともなく、笑みをこぼす。

「本当に……無事でよかった」

　杏の頬ほおをまた涙が一筋流れた。

「ゴメンね。心配させてしまって」

「いいんだ。無事なら……。無事でいてくれたなら、私はそれで……」

「ああもう！　やってくれるじゃん！　烈れつ火かの剣けん皇おう！」

　他のビルの陰かげから声がした。もちろん、碧みどりの声だ。

　そうなんだ。和なごんでる場合じゃない。まだ戦いは続いている。

「山芋の栄養のことを考えている場合じゃないね」

「そ、そのようだな」

　でも、杏は涙目で表情も崩くずれたままだ。

「笑止だな。嵐らん樹じゆの剣けん皇おう、イザナミ。先の一撃は挨あい拶さつだ。もう音を上げているのか？」

　そのままの顔で台詞せりふと声だけは烈火の剣皇だった。

　すごい。器用過ぎる。

「アホ言わないでよ。楽しいのはここからじゃん。それじゃ、続きを楽しもうよ！」

　その時になってボクは気づいた。

　ビルの壁を這はうようにして植物の蔦つたが張り巡らされていく。そこからさらに芽め吹ぶく別の植物が見る間に成長して、ビルとビルを大木が繋つないでいく。

　その上を嵐らん樹じゆ剣けんを握にぎりしめた碧が駆けて来た。彼女の走るあとに花々が咲き誇り、鮮やかな色の花びらが舞う。

「嵐樹剣《草くさ薙なぎ》！　伊い吹ぶきの太刀！」

　碧みどりが嵐らん樹じゆ剣けんを構える。それに従うように木々が脈動して、いくつもの枝葉が伸び、青い龍りゆう気きをまとう樹きの槍やりと化して降りそそぐ。

　大木を蹴けって跳んだ碧はその木々の槍を足場にして蹴りながら、自ら巻き起こした風をまとってさらに軌道を変えて、予測もできない動きを見せた。

「ふふ。おもしろい」

　杏あんずは落ち着き払った様子で烈れつ火か剣けんを構えて、迎え撃……

「……な、涙で前が見えない!?　や、やだ……」

　小声で狼狽うろたえた。

「大丈夫。ボクに任せて」

　あからさまに狼狽えてる杏の表情を、ボクは自分の身体からだで隠しながら、ハンカチで涙を拭ぬぐって、乱れていた髪を整ととのえて、邪魔にならないように、飛とび退のいた。

「さすがの手際。感謝する」

　そう言った杏の横顔はもう焔ほむらまとう英雄だった。

　いつも思うけど、この切り替えの早さがすごい。

　迫る木の槍を烈火剣から走る炎が焼き尽くす。

　数十の槍を正確に狙ねらい、瞬またたく間に焼いた炎すらも軽やかにかわしながら碧が来る。

　杏はそれを地上から睨にらむ。

「嵐らん樹じゆの剣けん皇おう。お前が刃やいばを交えるべきは私ではなく、世界を喰くらう化け物どもではないのか？　それすらもわからない愚者か？」

「能書きはどうでもいいんだよ。うちの目的、邪魔されちゃ困るんだよね」

　嵐樹剣が稲妻を帯びる。

「そんなことされたらさ！　《八雷やくさ》の主、イザナミと、焔まとう英雄、紅あか地ち杏のどっちが強いか……試したくなっちゃうじゃんか!!」

「ならば来い！　私が教えてやる。本物の剣皇というものを！」

　碧は剋こく獣じゆうを敵視していないわけじゃない。むしろ、人一倍憎んでいる。だけど、今、彼女は《八雷》のイザナミとして、剋獣と戦う焔まとう英雄、杏を倒そうとしている。

　杏は杏で烈れつ火かの剣けん皇おうとしてのキャラを作って、ボクを助けるために碧──イザナミを討つつもりだ。

　どちらもキャラを作って、それを知らずに命がけで衝突しようとしている。

「碧！　待って！」

　ボクは声を上げた。

　だけど、碧はボクを一いち瞥べつもしない。

　皇こう土どの龍気じゃ彼女を止めることができないってわかってる。杏だけを敵だと捉とらえているんだ。

　今の彼女は兎と川がわ碧みどりじゃない。イザナミ……《八雷やくさ》のために戦う剣けん皇おうだ。

「駆けろ！　焔ほのおの牙きば!!　愚かな剣皇を焼き砕け!!」

「《草くさ薙なぎ》野火返しの太刀!!」

　杏あんずが渦巻く炎を、碧が青い稲妻を放つ。

　うねりながら飛ひ翔しようする稲妻と焔は荒れ狂う龍のようだった。

《桔梗ききよう》での激突を再現するように、二頭の龍は互いに喰くらい合う。

　あの時の戦いでは、ボクから受けた傷が完治していなくて、その上、《八雷》を相手に消しよう耗もうしきっていた杏は打ち破られた。

　だけど、今、ふたつの龍りゆう剣けんが放った力は拮きつ抗こうしている。

　絡み合う龍が咆ほう哮こうを上げて、烈れつ火かの赤い光と、嵐らん樹じゆの青い光を散らして互いに砕けた。

「やるじゃん！　これが烈れつ火かの剣けん皇おうの本気……！」

「本気？　もう終わったとでも思っていたのか？」

　二つの龍りゆう気きの残ざん滓しを引ひき裂さいて烈れつ火か剣けんが飛ぶ。

　碧が目を見開いた。

　烈火剣と嵐らん樹じゆ剣けんの攻撃がぶつかった時、杏は既に次の手を打っていた。

　高速回転して飛翔する烈火剣が碧目掛けて一直線に迫る。

「くっそ……！」

　その一撃を碧は嵐樹剣で食い止めようとした。

　回転する十字の曲刀が碧の直刀を連続で打ち、削り、さらに吹き上がる炎が炸さく裂れつする。

　長い刀身を持つ直刀と高速回転する十字の曲刀が火花を散らし合い、そして、互いに後ろに弾はじき飛とばされた。

　砕けた龍りゆう鱗りんの輝きが夜よ闇やみに煌きらめく。

　碧はあえて勢いを殺すことなく、木々を蹴けりながらビルの陰かげへと身を隠した。

「どうした？　逃げるのか、イザナミ。陰からこそこそと襲ってくるなら、それでかまわない。私の焔はお前の姑こ息そくな策ごと、全すべて焼き払う」

　ネオンサインを覆おおい隠すほどに繁はん茂もした木々を睨にらみながら、杏もまたビルの陰に入る。悠々とした動きは剣皇としての自信に満ち満ちていた。

　それからひとつ吐息をもらすと、ボクのほうを振り向いた。

「え!?　どうしてここでまた泣いてるの!?」

　しかも、またダバーッて。

「だ、だって……。しかたないだろ。今、戦いながらだが、光みつ義よしの身になって考えてしまったんだ」

「ボクのこと心配してくれるのは嬉うれしいけど、戦闘中はちょっと」

「光義は一人で捕まっていたんだ。しかも、あんな……嵐樹剣を持つとはいえ、剣皇とは言いがたい。あんな怖い人のところに捕まっていたんだ」

　ガタガタ震ふるえる。

「今、普通に戦ってたけど、怖かったんだ……」

「怖い。『じゃん』とか言うから、すごく怖い！」

　面と向かってアホとか言われたら、どうにかなっちゃうんじゃないかと、心配になる。

「そんな人のところにいたんだ。拷ごう問もんとかされていないとしても、心細いとか心細くないとか、そういうレベルじゃない。病院の怪談よりも怖いんじゃないか!?　怖い！」

　心細そうに自分を抱く。

「ただでも、知らない人の中に一人で放ほうり出されるのは心細いんだ。今でこそ、《桔梗ききよう》のみんな……シビさんやタタラさんにはよくしてもらってるけど、初めて一人で《桔梗》に行った時はもう、何を喋しやべればいいのかもわからないし、変なことを言って嫌われたらどうしようと、そんなことばかり考えてしまっていた。カラスキさんとか、何を喋っても『お前を頭からバリバリ喰くうぞ。山葵わさび醤じよう油ゆで』と言ってるように聞こえてしまったし。グルメか!?」

「確かにカラスキさんは顔が怖いよね。初めてのグループに一人で入り込んだ時の不安はボクもなんとなくわかるよ」

「あんな優しい《桔梗》のみんなが相手でそうなんだ。なら、《八雷やくさ》はどうだ？　怖いのはイザナミだけじゃない。タマオノといったな。あの鷹たかも怖い！　ニワトリと同じで、目が怖い！　増えるんじゃないか!?　回転斬ぎりするといっぱい出てくるんじゃないか!?」

「またハイラルの勇者の話!?」

　確かにタマオノが画面埋め尽くすとか怖い。

「でも、大丈夫だよ。増えないから。斬っても増えないし、一人しかいなかったし、そんなに悪い人じゃなかったから。戦ってるところ、申し訳ないんだけど、みど……イザナミも、わりとイイ人だし。だから、できれば戦ってほしくないんだけど……」

「そ、そうか……。確かにシビさんも《八雷》のことは色々……。いや、しかし、さすがは光みつ義よしだな」

「え？　どうして、そこでさすがなの？」

「光義は捕とらわれながらも、《八雷》を冷静に見ている。私にはできることじゃない。《桔梗》を初めて訪れてから数日。当時、何を喋っていたのか、私には記憶すらないんだ。……わ、私は何を喋ってしまっていたんだ……」

「そこまでいっぱいいっぱいだったなんて……」

「何も思い出せない」

　不安げな顔でボクを見る。

「だ、大丈夫だと思うよ！　剣けん皇おうだったと思うよ！」

　今、キャラを作ってるのがバレていないわけだし、カラスキさんも変なことを言ってたとかそんな話はしてなかったし……。

「今だって、初めての人の前では、何を喋しやべっているのかよくわからなくなるんだ。常にふわふわしている」

「烈れつ火かの剣けん皇おうがこんなにふわふわしてるなんて、あまりみんなにはお伝えできないね」

「だけど、よかった……。光みつ義よしなら相手がテロリストでも大丈夫なんだな」

「それはその……」

　テロリストっていわれてるけど、実状が違ってたからで。

　あと、そもそも、イイ人ばっかりだったし。もし、杏あんずが検けん索さくしたようなことをされていたらと思うと、やっぱり背筋に寒いものは感じ……。

「……？　杏？　どうしたの？　そんなボクのほうじっと見て」

　しかも、青い顔をしてる。唇をパクパクしながら、こっちを指差す。

「ど、どうして……。どうして、服が破れてるんだ!?」

「今、それに気づいたんだ!?」

　ボクもすっかり忘れてた。確かに不審だ！

「え、えっと、これは戦闘で破れて」

　龍りゆう気きの枯こ渇かつのことは黙って……

「何をされたんだ!?　戦闘!?　一方的な、戦闘!?　み、光義ーっ!?　蓑みの踊おどり!?　蓑踊りされたのか!?」

「落ち着いて、蓑踊りって何!?」

「拷ごう問もんの本で見たんだが、罪人に蓑を着せて、火を……ひっ!?　あ、あぁぁぁ……」

「フラッシュバックするなら、考えないで！　そういうのされてないから、大丈夫だからね！　本当にちょっと巻き込まれて破れた程度だから」

　声を詰まらせて喘あえぐ杏の背中を撫なでてあげる。

「う……。すまない……。とにかく、なんだってする……。光義が辛つらくないように、なんだって……」

「嬉うれしいけど、本当に大丈夫だよ」

「ストレス性の胃炎には納豆だ。ストレスでお腹なかを壊してるなら、水分をよく摂とるんだ。ストレスで風邪をひいたら、ビタミンＣも摂取しよう」

「ストレス対策は烈火の剣皇にお任せ過ぎる」

　でも、むしろもう、今の杏が心配過ぎる。

　だって、まだ碧みどりは傍そばにいる。

　剣皇と剣皇の戦闘中なんだ。

　せめて、碧を止めることができれば……。

「……っ!?」

　考えるボクの目の前に花びらがひとひら舞う。

　周囲を見回しても、ビルと木々の陰かげにまぎれて碧みどりの姿は見えない。

　だけど、確実に何かを仕掛けようとしている。

　雪のように舞い落ちてくる花びらがどんどん増えていく。

「杏あんず！　剣けん皇おう！　剣皇で。とにかく、攻撃を凌しのいで」

「え、あ、ああ」

　杏が表情を正したので、ボクはまたその涙を拭ぬぐってあげる。

「いいだろう。子猫ちゃん。君がそう言うなら、私は剣皇さ」

　杏が「フフ」と笑う。

「……？　子猫？　え？」

「あ、ち、違うんだ。……いや、違うのか？」

「あ、杏？」

「光みつ義よし……。私は……烈れつ火かの剣けん皇おうとはどうだった？」

「どうだったって、どういうこと？」

「どんな感じだったか憶おぼえているか？　光義がいなくなってから、私は私がわからない。剣皇とは……龍りゆう気きとは……どんなキャラだったかがもうわからないんだ。ごわすとか、歌とか、今ならわかる……あれはかなりおかしかった」

「ほんとにどうなってたの!?　さっきまでのでいいと思うよ!?　十分、剣皇だったし」

「さっきまでか。フフ。さっきまで……さっきの私とは!?」

　また泣きそうな顔をしてる！　ダメだ！　《桔梗ききよう》初出勤時さながらの記憶喪失がまた発症しちゃってる!?

「え、えっと……！　『仕掛けてくるか。嵐らん樹じゆの剣けん皇おう』とかどうかな？　言いながら、余裕の表情で空を見るとか……って、花びらの量すごい!?」

　花びらがその量を一気に増してくる。吹き始めた風に散らされるそれは、もう吹雪ふぶきみたいになっていた。

「仕掛けてくるか。嵐樹の剣皇」

　そんな中でも、杏は余裕を崩くずさず、花吹雪舞う歌か舞ぶ伎き町ちようの空を仰ぐ。

　ボクの提案そのままだったけど、もうそれでいいと思う！

「イイ表情だね！　イザナミも熱くなるじゃんか！」

　ブワリとさらに爆発的に花びらが増す。

　ボクたちの視界はもう色とりどりの花びらで埋め尽くされていた。

　それを突き破って現れた碧の青いツインテールがなびく。

　碧は空中で嵐らん樹じゆ剣けんの切っ先を杏へと向けた。

　風が動く。

「嵐らん樹じゆ剣けん《草くさ薙なぎ》叢むら雲くもの太刀!!」

　轟ごう々ごうと吹き荒れる風が大量の花びらを杏あんずへと吹きつける。

　青い龍りゆう気きと共に押し寄せる花びらは朝日に照らされる山頂の雲海のようだった。

　もう視界は完全に奪われている。花の雲の中で雷光が蠢うごめき、風が何かを引ひき裂さく音を奏かなでる。

　間違いない。これまでで一番苛か烈れつな攻撃が来る！

「ど、どうしよう……！　なんて言えばいい」

「まだ迷ってたの!?　え、えっと……『陽ひを覆おおうは叢雲か。だが……』とかから始めればいいんじゃないかな……！　いや、早く始めて！」

「陽を覆うは叢雲か。だが……」

　そのままだ！　採用ありがとう！

　でも、杏は動いている。

　投じた烈れつ火か剣けんが眼前を埋め尽くす花びらの雲を焼きながら飛ひ翔しようする。

　高速回転する烈火剣が放つ炎が花びらを一気に焼き払っていく。

「光みつ義よしのおかげだ」

　前を見つめたままで杏は言った。

「私というものがわかってきた」

「そ、そうなの？」

「私は光義がいるから、杏でいられる。そして、剣けん皇おうでもいられる！」

　増え続ける花びらだけど、それよりも烈火剣の炎が焼き尽くしていくほうが速い。

　ただ、燃え上がっても花びらが杏の視界を塞ふさいでいることは変わらない。

「燃やされることも計算に入れてる!?」

　炎を突き破って、蛇のように雷光が走る。

　木々の槍やりが何十本も襲いかかって来る。

　杏だけを狙ねらっての攻撃、それも、全すべてがどこから来るかわからない奇襲攻撃だ。

　烈火剣を投げてしまった杏には武器もない。

「杏！」

　だけど、杏は普通に歩くように前に出る。

　あまりにもムダのない最小限の動きで、燃える花びらの向こうから来る攻撃をことごとくかわす。かわすというよりも、嵐樹剣の攻撃が杏を避けているようにすら見える。

「ヒューッ！　さすがじゃん！　でもね！」

　炎の花びらを突き破って、碧みどりが姿を現した。

　その身は低く、地を這はうように風と共に滑すべってくる。

　手の中で嵐らん樹じゆ剣けんが雷光をまとい、煌きらめく。

　低い姿勢から脚を狙ねらって横よこ薙なぎに振るわれた嵐樹剣が無む手ての杏あんずを強襲する。

　パン！　と、杏はそれを前へ踏ふみ出した足で無む造ぞう作さに払った。

「うそ……!?」

　碧みどりが目を見張る。

「お前の動きは見飽きた」

　碧の奇襲を完全に見切って、龍りゆう気きの防御を足の龍りゆう鱗りん一点に集中させて、碧の力をも利用して剣を払った。

　理解はできるけど、真ま似ねのできることじゃない。

　それを容易たやすくこなしながら、嵐樹剣を払われて身体からだを泳がせた碧へと、杏は踏み込む。

　強い踏み込みと共に叩たたき下ろされた拳こぶしが青い龍鱗を砕いて、碧を地面に叩きつける。

「ぐっ!?」

　地面に激突して跳ね上がった碧に対して、杏はさらに逆の拳を叩き込んで、距離が空いたところへ渾こん身しんの蹴けりを放った。

「くっそ！」

　碧は嵐樹剣を振り回し、巻き起こした風に乗ることで間一髪、最後の蹴りをかわし、そのまま逃のがれようとする。

　だけど、そこで碧は気づいた。

　彼女が後退した先、真後ろで烈れつ火か剣けんが回転している。

　花びらを焼くために杏が投げ放ったそれは滞空し、燃える花びらの炎すらも集め、巨大な炎の渦を作り出していた。

　噴き上がった炎の龍が碧を襲う。

「そんな……！」

　体勢を崩くずしていた碧にはそれを回避することなんてできず、自分から突っ込む形になってしまった。

　ビルと木々の狭間はざまに紅ぐ蓮れんの炎が炸さく裂れつした。

　直撃を受けた碧が吹き飛ぶ。砕けた龍鱗が炎の中に青い光を煌めかせる。

「イザナミ。お前の叢むら雲くもが陽ひを覆おおうなら」

　帰還した烈火剣をつかみ、杏は地を駆ける。

　彼女の走る先に、焼かれて落下し、辛かろうじて膝ひざをついた碧がいる。

「私の焔ほむら。それは嵐あらしの空すら突き破る日にち輪りん!!」

　炎を背後に放ち、急加速した杏は碧との間合いを一瞬で詰めた。

　十字の刃やいばが碧に叩き込まれる。

「くうぅぅっ!!」

　とっさに振り上げた嵐らん樹じゆ剣けんが烈れつ火か剣けんとぶつかり、鋼はがねの悲鳴が上がった。

　だけど、加速した杏あんずの攻撃を碧みどりは防ぎきることができない。

　嵐樹剣が弾はじかれ、十字の刃やいばが龍りゆう鱗りんを引ひき裂さいた。

　碧の肩口から激しく血がしぶく。

「碧!!」

　思わず叫んでしまった。

　肩の傷と、焼かれた背中。どう考えても重傷だ。

「終わらせるぞ。イザナミ」

　杏がトドメを刺そうと烈火剣を振りかぶる。

「待って、杏！」

　ボクが叫んだのと、碧の身体からだから大量の龍りゆう気きが吹き上がったのは同時だった。

「終わらへんわ！　アホォォッ!!」

　ビルに張り巡らされた木々が一気に動き出し、太すぎる木々の槍やりが杏を貫つらぬこうとする。

　だけど、杏は烈火剣から放った炎でそれを的確に薙なぎ払はらう。

　そこへ碧は強烈な稲妻を解き放った。

「無む茶ちやだ！」

　あまりにも距離が近過ぎる。あんなことしたら、碧自身もダメージを負うのを免まぬがれない。

　止める間もなく、巨大な雷光が炸さく裂れつし、青い閃せん光こうが街を染め上げた。

　一瞬、完全に奪われてしまっていた視力が徐々に戻ってくる。

「……く」

　杏がうめいた。

　碧と切り結んでいた場所からかなり遠くへ吹き飛ばされている。

　龍鱗が罅ひび割われて、赤い龍気に変わる。

　だけど、傷らしい傷はないみたいだった。

　雷光が炸裂する直前、杏が逃のがれながら、炎を爆破して衝撃と、龍気による攻撃自体を和やわらげたのが見えた。

　さすがは杏だと思う。傷ついたりしていなければ、同じ五ご龍りゆう剣けんを使う碧相手でも一歩も退ひかない。それどころか、終始優勢を保っている。

　むしろ、心配なのは碧のほうだ。

　烈火剣に背中を焼かれ、肩口を斬きられ、最後の攻防でも傷を負っているはずだ。

　杏は頭を振って立ち上がろうとしている。

　杏が追撃をかければ、多分、次こそ決着がつく。碧を失えば、《八雷やくさ》も杏や獣人犯罪対策部隊ハンターに抗することはできないだろう。

　それは本当ならいいことなのかもしれない。

「でも……」

　笑いながらお好み焼きを食べる《八雷やくさ》の獣人の姿が脳裏をよぎる。

　保護した子供たちの姿と、馬にされたことも思い出す。

　それに、獣人犯罪対策部隊ハンターの襲撃で撃たれて倒れた獣人の姿が頭から離れない。

「ゴメン……。ちょっとだけ待ってて」

　まだ立ち直ってない杏あんずを横目に呟つぶやくと、ボクはアスファルトを蹴けった。

　ビルの壁を蹴って、碧みどりが生み出してまだ残ったままの大木を踏ふんで、ボクは全力で彼女のあとを追う。

　歌か舞ぶ伎き町ちようの路地を文字通り、飛ぶように駆ける。

　杏と碧をこれ以上戦わせちゃダメだ……！　止めることができるのは今しかない。

　二人とも人のために戦っている。だから、説得したい。

　でも、杏が追撃に出れば、それを止められない。杏は止まってくれたとしても、今度は碧が全力で反撃する。同時に食い止めることなんてボクにはできない。

　杏が碧を手にかけたりすれば、取り返しがつかないことになる。本当なら仲間になれる人を失ってしまう。

　剣けん皇おうは力を合わせるべきだ。戦う理由は違っても、二人の目指すところは最終的には同じはずだ。

　それに……ただ単純に碧たちが傷つくのも見たくない。

　だから、杏より先に碧に追いついて説得する。

「《八雷》の事情も、碧の事情も知ってる。これはボクがやるべきなんだ」

　かすかに残る碧の龍りゆう気きの気配を追って、駆ける。

　正確な位置まではわからないけど、諦あきらめるわけには……。

　その時、ビルの窓から唐突に蔦つたがあふれ出してきた。

　切きり裂さこうとしたけど、皇こう土ど剣けんはまだ折れたままだ。

「しまった……！」

　そのまま絡みついた蔦に、ビルへ引きずり込まれる。





　　　◆　◆　◆






「光みつ義よし？」

　立ち上がった杏は彼の姿がないことに気づく。

　碧の至近距離からの一撃は彼女の龍りゆう鱗りんを傷つけたが、とっさの防御で傷らしい傷は負わなかった。

　しかし、杏の表情には動揺が滲にじむ。

「そんな……まさか、またさらわれて……」

　杏あんずは首を横に振った。

「いや、落ち着け……。落ち着くんだ。光みつ義よしなら、きっとそう言う。過呼吸になってはまずい」

　深く息を吐き、周囲を見回す。

　光義の姿はないが、争った痕こん跡せきも残っていない。

「私は剣けん皇おうだ。烈れつ火かの剣けん皇おう……。なんとなく自分を思い出してきたぞ」

　胸を押さえ、今やるべきことを必死に考える。

「光義が黙ってどこかに行ったなら、意味はあるはずだ。さらわれたとしても、奴やつはまだ遠くには逃げていないはず……」

　杏は感覚を研ぎ澄ませる。周囲の龍りゆう気きのみを追い求めるように意識を集中する。

　その眉まゆがピクリと動き、表情が強こわ張ばる。

「なんだ……これは」

　そこに残された強い嵐らん樹じゆの龍気や皇こう土ど、烈火の龍気に混じり、杏は別の龍気を確かに感じた。

　決して強大なものではない。

　だが、異質だった。

　ゾクリとするような感覚に鳥肌が立つ。剃刀かみそりの刃やいばを皮膚に押しつけられているような、冷たく鋭利で残酷な感覚に杏は唇を歪ゆがめる。

「まさかこれは……！」





　　　◆　◆　◆






　ビルに引ひき摺ずり込まれながら、ボクは絡みつく蔦つたを力任せに引きちぎった。

　剥むき出しのコンクリートの上を転がってすぐに起き上がる。

　顔を上げれば目の前には《八雷やくさ》の獣人たちがいた。タマオノや他のメンバーたち、多くが揃そろっている。

「無事だったんだ」

　思わず胸を撫なで下ろす。

「あんなもので全滅するかよ」

　タマオノが鼻で笑う。

　でも、無傷じゃなかった。タマオノを含めて、《八雷》の獣人の多くが傷を負っている。

　それに……狙そ撃げきされた蜻蛉とんぼの獣人を含めて、ここにいない人も多い。

　ただ、裏口から脱出していた子供の獣人たちは無事だった。怯おびえているけど、でも、捕まらなかったんだ。

「逃走ルートと隠れ場所はいくつも準備してるからな。ここを含めてだ」

　見回してみれば、そこは使われていない雑居ビルだった。

「なんで来たんや。アホ」

　壁際に碧みどりがいた。

　嵐らん樹じゆ剣けんを握にぎっている。ボクをここへ引ひき摺ずり込んだのは、多分、碧だ。

　うつむいた碧の傷は浅くない。床に血の跡が残っているし、応急処置の包帯には血が滲にじんでいる。

「ああもうっ!!　めっちゃ強いし！　信じられへん！　なんやねん、あいつ……！　おかしいわ。あんな強いんやったら、ちゃんと教えといてや！」

「ゴ、ゴメン。でも、ほんと、杏あんず……紅あか地ちさん強いよね。なんせ、単独で《烈れつ火か帝てい》を撃破しているぐらいなんだもん」

「なんで、君がちょっと得意げやねん！　腹立つわ！　そりゃ、向こうのほうが戦闘経験段違いやろうけどや……。ちょっと本気でショックや」

　むくれた碧は傷が痛んだのか顔をしかめた。

「大丈夫？」

「うっさいなぁ。君が一緒にいたいんは、あいつやろ。なんでこっち来んねん」

　舌打ちして表情を歪ゆがめる。

「でも……」

「あいつが強過ぎるとか、その話はええねん。そんなことよりや。タマオノ！　なんでや！」

　ボクの言葉を遮さえぎって、碧は声を荒げた。傷に響くのか、苦痛の色が表情に滲む。

「君、なんで仕掛けたんや？　あそこで殺したりせんかったら、うちがどうにかしたやろが！　うちだけ戦えば済むだけの話やったんや」

「しかたないだろ？　お前が戻ってくると思わなかったんだ。先手を打たれるぐらいなら、こちらから攻め込む。何も間違ったことはしてねえよ」

「殺す必要はなかった。タマオノなら、もうちょっと穏便にできたはずや。なんで殺した？　うちが止めたのに戦いを始めた？　君がアホやったから死人が出たんや！」

　壁を殴なぐりつける。

「わしのやり方がおかしいとでも？」

「おかしいわ！　……最近、ほんまおかしいで。やり過ぎやねん。なんで殺す必要があった？　考えろや、ジジイ！」

　タマオノが首を傾かしげる。

　違和感を覚えているのは碧だけじゃないのか、他の獣人も、彼の様子を窺うかがっていた。

「変わらんよ。わしは」

　タマオノが息をつく。

「四し海かい天てん宮きゆうだろうが、この世界だろうが……殺すべき相手は殺す。それだけの話だ。わしは、《流りゆう星せい弓きゆう》のタマオノは変わらん」

　ブルッと、タマオノが震ふるえた。

「変わラ、ナイ……？」

　不意にタマオノは目を見張り、嘴くちばしを押さえた。

　その身体からだがさらに激しく、小こ刻きざみに震える。

「タマオノ？」

「ぐ……!?　な、これは……。変わラナイ。思ウ。思ッタ」

　直後、タマオノの背中から赤いものが噴き出した。

　立ち込めるのは鉄に似た異臭。

　ビシャビシャと床に落ち、コンクリートの壁を染めたそれは血に間違いなかった。

「が……!?　ぬぁ」

　タマオノは血走った目を見開く。

　驚きよう愕がくに満ちたその表情はいつものタマオノからは考えられない。

　ボクも、《八雷やくさ》の獣人たちも、碧みどりも、突然のできごとに呆あつ気けにとられていた。

　タマオノの背中を突き破って、ぬらぬらと光る何かが生えている。

　血が滴したたり落ちるそれは鋭く尖とがった金属だった。タマオノ自身の身体よりも大きな塊かたまりが、肉体を内側から突き破るようにせり出している。

「……っ!?」

　その金属を中心に龍りゆう気きが膨ふくれ上がる。

　ボクはとっさに碧に跳びついて、彼女を押し倒す形で地面を転がる。

　一瞬前、碧の頭があった場所がコンクリートの壁と床ごと抉えぐり取られる。

　肩越しにボクと碧は見た。

　タマオノから生えた金属塊が弾はじけている。四方八方に伸びるそれは剣や槍やりの形を作り上げていた。

　絶叫が上がる。襲われたのは碧だけじゃない。

　全方位に広がった剣や槍は《八雷》の獣人を貫つらぬき、斬きり裂さいていた。

　手足が飛び、身体がコンクリートの壁に串くし刺ざしにされる。

　あふれ出た血が床の上に広がる。

　子供をかばって倒れた獣人が動かなくなる。

　彼が護まもったおかげで巻き込まれなかった子供たちが声を上げて泣きわめく。

「タマオノ！　みんな！」

　ボクの腕を押しのけて碧が立つ。

　獣人たちの何人かはボクが見てもわかる致命傷を受けていた。

　息がある獣人もほとんどが戦闘能力を失うほどの重傷を負っている。

　広い部屋に濃厚過ぎる血の臭においが広がっていく。

「俺たちのことは気にするな、碧みどり。だけど、こいつは……」

　腕を斬きり飛とばされた狼おおかみの獣人がうめいた。

　碧や傷ついた《八雷やくさ》の視線の先、背中に血まみれの武器を生やしたまま、タマオノはビクビクと身体からだを痙けい攣れんさせた。嘴くちばしから血の塊かたまりがこぼれ落ちる。

「こいつ……！　わしを、わしの……脳ヲ弄いじル。肉体ハ従う。人間デ試ス。一万と二千四百人目デ法則確定でス。……てめぇぇぇっ!!　わしを、わしに何をしやがった!!」

　血ち反へ吐どを吐きながらも、タマオノはもがいた。

「これは……釼けん塵じんの剋こく獣じゆうなのか……」

　碧は言った。強く奥歯を噛かみしめる音がボクにも聞こえた。

「違うぜ……こいつは……わしがかつて見た奴やつとは姿こそ違うが、こいつは！」

　金属塊に串くし刺ざしにしてさらされるようなありさまながらも、タマオノは腰に下げた小刀を足の爪つめで抜こうとする。

「剋獣五ご帝てい《釼けん塵じん帝てい》エリスだ！　オ前タチガツけタ名デス。うがぁぁぁぁぁっ！」

　ビクリと震ふるえたタマオノは血ち溜だまりの中に刀を取り落とした。













　その背中で金属塊が変化していく。

　獣人たちを斬きり飛とばし、貫つらぬいた塊かたまりがそこに戻り、ひとつに凝ぎよう縮しゆくされて、彫ちよう像ぞうのような姿を作り出す。

　それは金属でできた女性の姿だった。

　一糸まとわない身体からだはこれ以上完かん璧ぺきなものはないんじゃないかと思うほどに綺き麗れいで同時に肉感的だった。顔つきも清らかで美しいとしか言いようがない。

　完璧な姿だった。少なくともそう思ってしまった。

　その全身はタマオノや獣人たちが流した血で濡ぬれている。身体はボクたちを見下ろすことができるほどに大きい。三メートル近くはある。

　それでもなお美しく見えてしまう。

「これが……《釼けん塵じん帝てい》」

　血濡れの女神像のようなそれを見て、うめく。

　鉄の腕でタマオノを後ろから抱きしめて、血まみれの金属の顔に慈じ愛あいに満ちた笑みを湛たたえると、《釼塵帝》エリスは動き出した。
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「タマオノに何したんや!!」

　嵐らん樹じゆ剣けんを強く握にぎりしめて碧みどりが叫んだ。

　激げき昂こうする碧に対しても、血まみれの女神は微笑を消さない。

「言ウ。脳ヲ弄いじる」

　血の泡を吹き、力なく震ふるえるタマオノがそう言った。

「あ、ガっ」

　その身体が大きく痙けい攣れんした。

　タマオノの頭から赤と銀が入り混じったものがあふれ出てくる。

　頭の中から皮膚を破って現れたのは、多分、エリスの身体の一部、金属片だ。

「クソが……！　わしをこれ以上」

　タマオノの喉のどが歌を奏かなでる。その脚が素早く印を描いた。同時にどこからか出したライターが火種を起こす。

　一気に膨ふくらんだ炎がタマオノ自身に襲いかかろうとした。

「ぎゃぁぁぁぁぁっ!!　ぐぁっ、ぐぇぁぁぁっ!!」

　タマオノが絶叫し、炎が霧散した。

　頭からあふれた金属の塊かたまりが蠢うごめいて、タマオノが身体からだを捻ねじれさせて悶もだえる。

　エリスはそれを慈じ愛あいの眼まな差ざしで見下ろしていた。

「く、あぁぁぁ。わしが貴様に操られているわけが。……わしは自分の意思で……ワずカデス。ダが、致命的ナわズカ。ズレ」

「そうなんか……。ここのところ、おかしかったのはそういうことなんか」

　嵐らん樹じゆ剣けんを握にぎりしめて、涙を滲にじませて碧みどりは呟つぶやく。

「お前がやっとったんか!!」

　生き残った《八雷やくさ》からも怒りの声が上がった。

「そウ。ワズカ、ズレ。イツもドオリニ、少シのズれ。人間ハ己おのれノ行動を肯定すル」

「タマオノに潜ひそんで、行動を少しずつ操っていた。少しだけ変えていた。だから、タマオノ自身も気づかなかった。そう言いたいのか、あいつは……」

　そうだとすると、あまりにもおぞましい。

「……《桔梗ききよう》の襲撃の時もなんか。タマオノにしてはあんまりに強引やし、剋こく獣じゆうを利用するとか、ありえへんと思ってた。なのに、うちはそれに気づかんかった……」

「私、人間ヲ知る。実験スル」

「《釼けん塵じん帝てい》エリスの活動していた北米では街が消滅している……」

　思い出す。エリスはこれまで実体不明の剋獣だった。

　対たい峙じしたのは釼けん塵じんの剣けん皇おう、アーリン・ゴルドウィンのみ。遭遇戦で戦ったアーリン自身が様々な武器を使う鉄の塊と報告したのみで、その姿は映像にすら残っていない。

　神出鬼没で正体不明の王種四号。ただ、その活動域で二十二の村落や街から人が残さず消きえ失うせている。

　エリスがここに至るまでにしてきたことを想像してしまう。

　あまりに邪悪な行為に吐き気を催す。

「なんてことを……」

　エリスに対して皇こう土ど剣けんを構えて、後ろからタマオノを抱くその姿を睨にらみつける。

　怖おぞ気けを覚える。

　形は違っても、剋獣に寄生されたものの姿。アレはボクの姿でもあるのかもしれない。

　もし、皇土の剋獣に意思があるとすれば……あるいは、タマオノのように、ボクも既に行動を操られている可能性だって……。

　内からの恐怖に身がすくみそうになるのを必死に堪こらえる。

　今はそんなことを考えている場合じゃない。

「……？」

　ただ、思いのほか、エリスから感じる龍りゆう気きが弱いように感じる。気のせいじゃない。

　関東全体にその肉体を張り巡らせていた《皇こう土ど帝てい》タイサイと比べるまでもなく、大きな肉体も強過ぎる力も持ってはいない。エリス自身が生み出したはずの全長一キロの巨体を持つ釼けん塵じんの近衛このえ種ベヒーモスと比べても龍りゆう気きの総量は多分少ない。

「だから見つかりにくかったのか？」

「こノ鳥、烈れつ火かノ獣人。隠レるよイ。……そうか……！　俺に潜ひそむことで、身を隠してやがったのか……。ふざけやがって……！」

「どういうこと……？」

「四し海かい天てん宮きゆうでは龍気がその姿も形作るらしいよ。つまりはさ。タマオノは烈火の龍気の影響で鷹たかの獣人なんだって。例えば、釼塵だと、虎とらとか。でね、タマオノが使う龍気操法も、烈火のものばかりでしょ。それが自分の性質に合ってるんだよ」

「つまりはタマオノ自身が烈火の龍気の性質を持ってる」

　確かに……ほんの少しだけど烈火の龍気は感じる。

「あえて、釼塵の龍気を剋こくする烈火の龍気の中に潜んでた。自分の力を削られてただろうけど……うちらは……タマオノ自身も気づかなかった」

　悔しげに言いながらも、碧みどりは戦闘態勢に入っていた。

　負傷しながらもまだ息のある《八雷やくさ》の獣人も、子供をかばい、手に手に武器を構える。

「てことは……最初から、タマオノを利用するつもりで仕掛けていたってことだよね。全すべてにおいて」

「……詫わびるしかねえ」

　ゴボリとタマオノの口から血がこぼれた。

「喋しやべんなや。うちが助けるから」

　碧に対して、エリスが動き始める。

　女神像のようなその身体からだからまた金属の武器が伸びていく。

　ぬるりとした動きを見せた金属の塊かたまりは液体のようだった。

「液体金属なのか。あいつ」

「あるいは、釼塵の龍気で金属の肉体自体を変容させてるかだね。そっちのほうが自然かも。身体を溶かして、伸縮させて、タマオノの中に入り込んでたんだ」

　エリスは鉄の腕でタマオノをさらに強く抱きしめる。

　それと共に背中からいくつもの武器が伸びた。

　コンクリートの天井を易やす々やすと貫つらぬいた。それを引き寄せることで、エリスの身体は浮き上がり、天井に張りつく。

「逃がすか！」

　碧が雷光をまとう嵐らん樹じゆ剣けんを振りかぶった。

　対して、エリスは抱きしめたタマオノにその身を隠す。

「このっ……！」

　碧みどりの手が止まった。

「バカ野郎が！　わしを殺せ！　わしはもう待ッてイタ。剣けん皇おうが、お前ガ、傷ツいタ。今ガ時。……クソ！　クソがぁぁぁっ!!　やれ！　やれよ、碧!!」

　激げき昂こうするタマオノに構うことなく、エリスはさらなる武器をその身に生じさせる。

　まるで女神に翼が生じるように、何十もの武器があふれ出た。

　天井に張りついたままでエリスはそれらを碧目がけて解き放つ。

　液体から固体へと変へん貌ぼうする刃やいばが弧を描きながら、碧へと襲いかかる。

「こんのぉっ!!」

　碧が雷光を放って、《八雷やくさ》の獣人が銃を連射する。

　だけど、釼けん塵じんの鉄てつ刃じんはそれを易やす々やすと引ひき裂さいた。

《八雷》の銃撃はともかく、碧の稲妻までが容易たやすく無力化されてしまった。

　鉄は木を切り倒す。釼塵は嵐らん樹じゆを剋こくする。金剋木。

　ボクと碧の相性が最悪だったように、碧とエリスの相性もまた相そう克こくなんだ。

「危ない！」

「わかっとる！」

　襲いかかる刃を、碧は走りながらかわす。嵐らん樹じゆ剣けんも青い龍りゆう鱗りんも、あの攻撃を防ぐことはできない。

　それに加えて、ビルの一室に過ぎないこの場所は狭い。風と雷、植物を操る碧だけど、敵の攻撃をかわしながら戦うにはここは狭過ぎる。

　釼塵の槍やりや剣が追いすがる。

「させない！」

　飛び込んで、ボクはまだ折れたままの皇こう土ど剣けんでそれを防いだ。

　衝撃に吹き飛ばされるけど……このぐらいなら防ぐことができる！

「君が戦うのはここちゃうやろ！　助けたいのも、うちやないはずや！」

「見捨てることなんてできない！」

　碧をかばう位置に立つ。

　その時、エリスの動きが変わった。地面に突き刺さった釼塵の武具が引き戻され、再び射出される。

　今度の狙ねらいはボクたちじゃない。生き残った《八雷》の獣人や子供たちを狙ってる。

　震ふるえる子供たちの中にボクは突っ込んだ。

　撃ち出された釼塵の剣に対して、鉱物の塊かたまりを作り出して盾にする。

「く……！」

　碧に分けてもらったとはいえ、ほとんど残っていない龍りゆう気きを絞り出す。

　でも、エリスの一撃は食い止めることができた。

「逃げて！」

　開け放たれたままのドアを差す。

　怯おびえて足をもつれさせながらも、子供たちが駆けだしてくれた。

　よかった……と思ったところに、ボクは碧みどりがうめくのを聞いた。

「くっ……。このボケ……！」

「碧！」

　碧はボクと同じように《八雷やくさ》の仲間を助けようとしていた。

　狙ねらわれた獣人は無事だ。でも、碧の龍りゆう鱗りんが裂さけて、その上をポタポタと血が伝い落ちる。太ももにも真新しい斬きり傷があった。傷は浅いとは言いがたい。

「逃げろ！　碧！」

　タマオノがかすれた声で叫んだ。赤い羽毛がドス黒い色に染まっている。どこまでがタマオノの赤色なのかもうわからない。

「お前は、わしら……！　わしの失態でオ前ヲ殺しタ。ソノタメ、準備すル万端」

「どこからやねん……！　うちらを……タマオノを利用しとったんは！　どこからや!!」

　タマオノを盾として、《八雷》の獣人を狙う攻撃を繰り返すエリスに、碧は激げき昂こうする。

　もしかすると、《桔梗ききよう》襲撃の時にも、碧が重傷を負うようなことがあれば、その場で殺すつもりだったのかもしれない。

　確かに、エリスにとっては、杏あんず、碧、ボクの誰が倒れても都つ合ごうがいい。

　エリスはただ剣けん皇おう同士が争うように仕向ければよかったんだ。

　少なくとも《桔梗》襲撃を仕組んだのは、目の前のこいつだ！

　碧の横に並ぼうとする。だけど、碧はそれを手で制した。

「ほんまゴメン。黄き塚づかくん」

　碧は唇を噛かむ。

「うちらがやってもうたんや。こいつに乗せられてた。君は逃げて」

「逃げられるわけないじゃないか。あいつは碧を逃がさない。それに、嵐らん樹じゆ剣けんじゃあいつには勝てない」

「でも、簡単には負けへん」

　碧は無理に笑って見せた。

　エリスが再び攻撃に出た。

　その身体からだから何本もの刃やいばが広がって、しなり、碧を押し包むように襲いかかって来る。

《八雷》の獣人が叫んだけど、傷ついた彼らじゃ止められない。

　碧もこの狭い空間で逃げ場を塞ふさぐその攻撃をかわすことなんてできない。

　ボクはそこへ飛び込んだ。エリスの刃がボクたちを包む込むように来る。

「アホ！　なんでや!?」

　構わず折れた皇こう土ど剣けんを構える。

　逃げたくなかった。碧みどりを見捨てたくなかった。

　でも、それだけじゃない。

　タマオノが血を吐きながら何かを叫ぼうとしていた。声にならなくても、それが悲しみと後悔と怒りの叫びだと痛いほどにわかる。

　大事なものを自分の手で壊してしまった瞬間の憤いきどおりと後悔が伝わってくる。

　ボクの脳裏に、自分の手で杏あんずを傷つけてしまったあの瞬間が蘇よみがええる。

　故郷と仲間を思う碧の想おもいも、碧のことを大事に考えているタマオノの心も、エリスあいつは踏ふみ躙にじった。

　優しい心を持った《八雷やくさ》の獣人たちも、それと戦った機動隊にも死人が出た。

　ベヒーモスの襲撃でカラスキさんたちは傷ついた。

　杏はボクに負わされた傷が治らないまま、エリスの思惑どおりに碧たちと戦った。

　全すべてやったのはこいつだ！

　元凶が今、目の前にいる！

「許せないんだ」

　身体からだに残る龍りゆう気きを振り絞る。

　黄金にも似た光が皇土剣から吹き上がる。

　光は折れた刀身から伸びて、凝ぎよう縮しゆくされて皇土剣の大型の刃やいばを形作っていく。

　光が飛び散れば、そこには金に似た色の刀身を持つ肉厚の大剣、皇土剣が蘇っていた。

「許せないんだよ！　こいつは!!」

　喉のどから自然と雄叫おたけびが漏れる。

「これ以上はさせない……させるかっつってんだぁぁぁぁ!!」

「黄き塚づかくん！　あかん！」

　龍気の酷使に身体が変へん貌ぼうしていく。

　腕が肥大化する。牙きばがせり出す。皮膚を突き破った結晶が崩くずれる。

　だけど……！　止めない！

　蘇った皇土剣を横よこ薙なぎに振るう。

　何十もの数で迫るエリスの刃に対して、俺は皇土の剣をそれ以上の数、空中に作り出す。

　さらに龍りゆう鱗りんの上にまとうように鉱物が凝縮されていく。それが作り出すのは分厚い甲かつ冑ちゆうだ。その両腕はボクの腕とは独立して動く。

　皇土の龍気によって操る強化外骨格だった。

　だけど、いつもとは違って、そこから伸びる鎧よろいの腕は二本だけじゃない。

　カラスキさんから教わった、常に考え続けるという戦い方。

　ボクは数十の剣全すべてを握にぎることができるだけの数の腕を作り出す。

　無数の鉄剣に、それに勝る数の皇こう土どの剣で立ち向かう！

　押し包んでくるエリスの攻撃を、皇土の剣の群れが内側から押し返す形で受け止めた。

「喰くわせろよ……！」

　目の前に龍りゆう気きの塊かたまりがいる。

　碧みどりのことじゃない。碧も喰いたいけど、今は違う。

　俺が喰うのは釼けん塵じんの白い龍気を放つこのバケモノだ！　剋こく獣じゆう五ご帝ていだ!!

「喰わせろ！　俺に喰われろよ!!　《釼けん塵じん帝てい》エリス!!」

　身を焦こがす飢き餓が感にむしろ身を任せる。

　変へん貌ぼうしていく身体からだの一部が土になって崩くずれ落ちるけど、構わない！

　こいつを殺して喰らい尽くす!!

　エリスの剣が皇土の剣に食い込む。硬度は明らかに向こうの鉄剣が上だ。

　だから俺は剣が崩壊する前に、力任せに両腕を広げて、迫る刃やいば全てを払いのけた。

　負荷に皇土の剣の群れが砕ける。

　それでも、エリスの攻撃は凌しのいだ。

「ぐ、がっ……！」

　口から土の塊がこぼれ、頭がグラグラと揺れて、倒れそうになる。













「黄き塚づかくん、もうやめや！」

「うるせえ！」

　牙きばを食い縛って、周りに散った皇こう土どと釼けん塵じんの龍りゆう気きをすする。

　まだ正気は失わない。失っていたとしても、敵は見誤らない！

「碧みどり……！　龍気をよこせ！　俺によこせ！」

「でも……」

「仲間を殺したいのか！　今、あいつを止められるのは俺だけだろうが！」

「黄塚くん……」

　碧は一瞬迷う。

　エリスが次の一撃を繰り出そうとしている。

「碧!!」

「わかっとるわ！」

　嵐らん樹じゆ剣けんを伝って、青い龍気があふれた。

　それが皇こう土ど剣けんにまとわりついて、身体からだに染みてくる。

　杏あんずの烈れつ火かの龍気と違って、変換効率は悪く、まだまだまともに戦えるほどの龍気もない。

　それでも、武器になる！　これなら……やれる！

「あぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　碧から受け取った龍気を皇土の龍気として放つ。

　皇土剣がまばゆい光を上げて、巨大な刀身を作り上げる。

　十メートルを超える巨剣。

　それをエリス目がけて横よこ薙なぎに叩たたき込んだ。

　エリスの背中から翼のように広がった何十もの巨大な刃やいばが、あいつを包む込むようにして皇土の巨剣を受け止めた。

　皇土剣の巨大な質量に強固な鉄剣が罅ひび割われて砕ける。

　強化外装の膂りよ力りよくで巨剣を振り抜く。

　エリスが盾として使った剣は巨剣の一撃に辛かろうじて耐えきって、直撃を免まぬがれた。

　だけど、刃のほとんどは砕け、エリス自身はビルの壁を突き破って、外へと吹き飛ばされる。

「逃がすか!!」

　それを追って、ボクはビルを跳び出した。

　鉄の刃を放ち、それをビルへと突き刺して引き寄せることで、エリスは歌か舞ぶ伎き町ちようの夜空を飛ひ翔しようする。

　そのあとを、壁を蹴けって、時には壁面を走りながら追う。

　徐々にだけど、ボクはエリスとの距離を狭せばめていく。

　単純な速度はこちらのほうが速くて、エリスの能力は明らかにベヒーモスよりも低い。

　もしかすると、近衛このえ種を生むために龍りゆう気きを使い果たしたんじゃないか？　と思ってしまう。ただ、卑ひ劣れつなだけだ。

　感じる龍気も拍子抜けするほどに低い。

　このまま倒せる……？

　一瞬、そんな考えが浮かんだのを頭を振って追い払う。

　相手は剋こく獣じゆう五ご帝てい、王種だ。油断なんてしちゃいけない。

「でも、どちらにしても一気に叩たたくしかない！」

　そればかりは事実だ。

　エリスを追って歌か舞ぶ伎き町ちようを南下するボクの目は遠くに新宿駅を捉とらえる。

　その時、逃げていたはずのエリスが突然反転した。

　タマオノを抱いたままの血ち塗まみれの彫ちよう像ぞうが優しい微笑ほほえみをボクへ向ける。

「……っ！　小僧!!　下がれ!!」

　ぐったりとしていたタマオノが、血ち反へ吐どを吐きながらかすれた声で叫んだ。

　必死の叫びに、ボクはとっさに壁を蹴けって、後ろへ跳ぶ。

　次の瞬間、十メートルを超える皇こう土どの巨剣が半ばから切断された。

「な……」

　ボクが一瞬前までいた場所を何かが突き抜けた。それしかわからなかった。

　続けて、すぐ傍そばにあるビルが揺れた。

　違う……ビルに斜め一直線に亀き裂れつが走っている。巨剣を切きり裂さいたのと同じ鋭い裂れつ傷しようだ。

　巨大な建物がズルズルとずり落ちていく。

　それもひとつじゃなくて、ボクの周囲の建物がまとめて切断されていた。

　ビルの中や、その下の道路にいる人々が悲鳴を上げた。

　切り裂かれたビルが次々と崩壊していく。

「何をされた……!?　こいつ……！」

　エリスが何をしたのか理解する。

　今、破壊されたビルのひとつから、信じがたいほど長大な鉄の刃やいばが伸びている。

　ビルそれ自体よりも長く鋭い釼けん塵じんの白い龍気を帯びた刃だ。

　皇土の巨剣にも似た、金属の刃がビルをまとめて薙なぎ払はらったんだということがわかる。

「龍気でビルの構造自体を操ったのか!?」

　脳裏をよぎったのはカラスキさんやタタラさんが使う《飛ひ爪そう剣けん》という龍気操法だった。

　あれは金属を媒ばい介かいに純粋な剣塵の龍気を長大な刃として放つ技だ。

　今、エリスがやったのは、それを尋じん常じようではないほどに強化したようなものだ。そのために用いたのは多分、ビルの鉄骨部分……！

　途中から切断されたビルに亀き裂れつが入って、止める間もなく、呆あつ気けなく崩壊していく。

　エリスによって内部の金属を奪われて、自重に耐えることができなくなったんだ。

「なんてことを……」

　次々と上がる悲鳴と、倒壊したビルが吹き上げる粉ふん塵じんの中で、ボクは白い煌きらめきを目の当たりにする。

　エリスは周りのビルに鉄の槍やりを突き刺して空中に静止していた。

　その鉄の身体からだから白い光が放たれて、四方に広がっている。釼けん塵じんの龍りゆう気き、その煌めきはまるで蜘く蛛もの糸のように張り巡らされていた。

　その糸が新宿駅前のビル群に染み込んでいく。

「まずい！」

　とっさに大きく退さがる。間に合わず皇こう土どの龍気で作り出した強化外装の腕が斬きり飛とばされた。

　同時に周囲のビルがまた次々と寸断される。

　大型の百貨店もそれ以外の建物も、自らあふれ出した白く輝く巨大な刃やいばに腹を破られ、周りのビルも切断して、そして、全すべてが崩くずれていく。

「やめろ！」

　崩壊するビルや眼下の道路が悲鳴と絶叫に満ちる。

　突然のことで避難なんてできてないのに……！

　それなのに、エリスの攻撃は止まらない。

　張り巡らされる龍気の糸が瓦が礫れきに遮さえぎられて動けなくなった車にも触れる。

　道路を埋めていた車がゆっくりと浮き上がって、エリスの周りに漂う。

「助けて！」と声が上がる。何十台も浮かび上がる車の中にはまだ人が残っている。

　ボクはその時になってようやくエリスの龍気が少ない意味を理解した。

　エリスにとって過剰な龍気は必要ないからだ。

《八雷やくさ》は触しよく媒ばいを使うことで、この世界で龍気操法を放つことを可能にしていたけど、エリスが操る釼塵の触媒、つまり、金属はこの世界のどこにでもある。特に東京のような都会で、周囲の損害なんて気にせずに戦うなら、探す必要すらない。

「皇土ヲ殺ス。次は嵐らん樹じゆ」

　ほとんど意識を失っているタマオノの口で言うと、エリスが動いた。

　エリスは逃げていたわけじゃなかった。エリスにとって一番戦いやすい、駅前に誘いこんでいただけだ。

「ここはエリスの狩り場なんだ……！」

　エリスを護まもるように周回していた車両がボクを目がけて放たれた。

　中に人がいる！　恐怖に歪ゆがんだ顔がよく見える。

　よけるわけにも、斬きり払うわけにもいかない。

　身体からだにまとう強化外装の腕を肥大化させる。失った腕は作り直す。

　それを使って、人が乗った車を無む理り矢や理りに受け止めた。

「くっ！」

　衝撃を受け止めきれず、吹き飛ばされてビルに叩たたきつけられる。

　だけど、車は受け止めたし、中の人は無事だ……！

　車をかばいながら、ボクは道路に落ちる。

　自分を車の下にして衝撃を殺したけど、押おし潰つぶされて、息が詰まる。

　ドアを引ひき剥はがせば車に乗っていた人がお礼を言いながら逃げていく。

　ビルの狭間はざまに浮かぶエリスを見上げて、震ふるえる膝ひざを押さえ、立ち上がろうとする。

　また、ビルが裂さけた。

　何本もの刃やいばがビルの内部から襲いかかって来る。

　辛かろうじてかわすけど、足がもつれてまた地面に転がった。

「まずい……」

　息は完全に上がっていた。

　それだけじゃなくて、もう龍りゆう気きがほとんどない。これ以上使えばまた人の姿を失ってしまうのがわかる。

　ビルから繰り出される刃をかわして、車を受け止めて、地面に叩きつけられて……身体に蓄積したダメージも大きい。

　もはやまともに動くことができない。

　その上、このまま戦いを長引かせれば、犠牲と被害は増えるばかりだ。

　エリスは心安らぐほどに優しい笑みを湛たたえたままボクを見下ろしている。

　しばらく様子を窺うかがったあと、車両の盾をまとって、タマオノを抱いたまま、ゆっくりと降下してきた。

　その背中からいくつもの刃が翼のように展開する。

「皇こう土どハ死ヌ」

　トドメを刺しにきたんだ。

　体力も龍気も残っていない。膝をついてしまう。

　エリスの刃がゆっくりと伸びてくる。

「でも……これでいいんだ」

　近づいて来るエリスの刃を目の端はしで見ながら、ボクは深く息を吐く。

　だけど、諦あきらめたわけじゃない。

　この時を待っていたんだ。

　新宿の夜空に赤い炎が燃え上がるのを見た。

　派手に戦っていれば、時間さえ稼げば、来てくれると信じていた。

　ボクだけじゃ、王種にかなわないとしても……！

「烈れつ火かの剣けん皇おうがいる！」

　エリスもそれに気づいた。

　ボクを狙ねらっていた刃やいばを引き戻して、身を翻ひるがえらせる。

　だけど、その動きは一瞬だけ遅れた。

　膝ひざを突きながらも、ボクは皇こう土どの龍りゆう気きを操って、エリスの足下を鉱物の塊かたまりで固めていた。

　その一瞬があれば、あの炎はエリスを焼き尽くしてくれる！

　空中から飛来した十字の剣、高速回転する烈れつ火か剣けんがエリスの右半身を融解しながら切断した。

　それに遅れて、龍りゆう鱗りんを煌きらめかせ、炎のように赤い髪をなびかせながら烈火の剣皇が来る。

　エリスが周囲の瓦が礫れきやビルから巨大な刃を解き放つ。

　だけど、落下してくる杏あんずはそれをよける素振りも見せなかった。

　烈火の龍気を煌めかせた手刀が自分を狙う刃をことごとく引ひき裂さいていく。

　杏の手に烈火剣が舞い戻り、その斬ざん撃げきがエリスを襲った。

　半身を失いながらもエリスは辛かろうじて攻撃をかわして大きく距離をとる。

「光みつ義よし！　無事か！」

　着地し、エリスに向かって烈火剣を回転させながら杏は言った。

　英雄としての表情の奥で、いつもの杏がボクを心配してくれているのがわかる。

　でも、今は甘えている場合じゃない。

「ボクは大丈夫。だからあいつを……《釼けん塵じん帝てい》エリスを！」

「あれは……エリスなのか!?」

「うん。あいつが全すべての元凶なんだ。《八雷やくさ》の《桔梗ききよう》襲撃も、ベヒーモスも……タマオノの中に潜ひそんでいたあいつがやったんだよ」

「なるほどな……。確かに、強くはないが、異様な龍気を感じた。そういうことか」

　もはや喋しやべる気力もないタマオノを抱くエリスを睨にらんで、杏は頷うなずいた。

「ならば！」

　烈火剣の炎を後ろに噴ふん出しゆつさせて、杏はエリス目がけて加速する。

「その悪あしき鉄てつ塊かい。紅あかき焔ほむらをもって断たち斬きろう!!」

　エリスはとっさに周囲の車を盾にしようとする。

　そこへ烈火剣の炎が蛇のように何本も走る。

　エリスが伸ばした釼塵の糸が断ち斬られ、浮き上がった車が次々と落とされる。今度は高く持ち上げられているわけじゃないから、残されていた人たちも無事だ。

　落下した車の隙すき間まを突っ切った杏が、烈火剣を振るう。

　慈じ愛あいの笑みを浮かべたままエリスの首が飛んだ。

　さらに焔ほのおを巻き上げた烈れつ火か剣けんを叩たたき込もうと振り上げる。

　対して、エリスは抱きしめたタマオノを盾にした。

　攻撃しようとしていた杏あんずの動きが鈍にぶる……かと思った瞬間、まったく別方向から飛来した銀光がタマオノの身体からだを薙ないだ。

　ブツッと嫌な音を立てて、その身体が腰のあたりで両断される。

　血ち潮しおを撒まき散らしながら、タマオノの下半身が落ちる。

　エリスは残る上半身を投げ出して、全速力で離脱した。

　タマオノを切きり裂さいた銀の光が来た方向を振り向く。

　道路を埋める止まった車両の上を、一台の車が無む理り矢や理り走ってくる。

　自分で引ひき剥はがしたのか、最初から壊れていたのか、ドアを失った車から身を乗り出しているのはカラスキさんだった。戦闘服じゃなくて、アロハシャツを着ている。

　さっきの銀光はつまりカラスキさんの《飛ひ爪そう剣けん》だったんだ。

　他の車両に蹴け躓つまづくかのように、車が縦に回転する。

　とっさに飛びだしたカラスキさんは、ビルの残ざん骸がいに叩きつけられる車を背に、アスファルトの上を転がった。

　その目の前にエリスが投げだしたタマオノがいた。

　上半身しか残っていないタマオノが弱々しく嘴くちばしを動かす。

「……わしの最期が、よりにもよって、お前の《飛爪剣》とはな……」

「初めて喰くらわせてやったぜ。ざまあねえな。老いぼれ」

　カラスキさんはフンと鼻を鳴らして、倒れたタマオノを見下ろす。

　悲しんでいるようには見えなかったけど、憎んでいるわけでもない。

　隻せき眼がんは自ら手を下したタマオノさんをじっと見ている。

「先に逝いけよ。朱雀すざくの騎士。俺もそのうち逝くさ」

「……フラグ立てるとかいう話、本当かよ」

「お前も言うのか!?　四し海かい天てん宮きゆうの奴やつにとってのフラグってなんだよ!?」

　タマオノは嘴を歪ゆがめた。笑ったように見える。

　それから声にならない声で何かを言った。

　動きが止まる。

「……最期の言葉がそれか。ヤキが回ったな。ジジイ」

　カラスキさんはポツリと言った。

「カラスキさん……」

「これが俺たちの死に方だ」

　顔を上げる。隻眼は《釼けん塵じん帝てい》を睨にらみつけていた。

「さあ、盾にされてたバカは死んだ！　もう遠慮なんていらん！　やれ!!　烈れつ火かの剣けん皇おう!!」

　唸うなり声と共に叫ぶ。

「ああ。この外げ道どうを逃のがしはしない!!」

　エリスの身体からだのあちこちが焼け焦こげ、切きり裂さかれていた。

　それを再生……というよりも、液体金属の身体を増殖させてもとのように戻しながら、エリスは後ろへ跳んだ。

　同時にまた車を杏あんず目がけて投げる。

　一瞬、杏が足止めされた隙すきに、エリスは全速力で逃走に入っていた。

　エリスを追撃しようとして、杏はボクのほうを横目に見た。

「行って。ボクもあとから行く」

　まだ龍りゆう気きは自分の身体を辛かろうじて保てる程度には残っている。今、やるべきは、あいつにこれ以上の被害を出させないこと。だから……！

　杏が頷うなずきを返す。声にせずとも、ボクの想おもいは届いていた。

　そして、烈火の剣皇はエリス目がけて焔ほのおと共に夜空を駆ける。








　　　第八章　龍りゆう剣けん乱舞









　杏はエリスを追撃する。

『エリスの位置を天文室の歪わい曲きよく点測位で特定、把握したわ』

「ありがたい。シビさん」

　耳につけた小型通信機から聞こえる声に杏は応こたえた。

『異界外来種王種四号エリス。奴やつは新宿から都内を横切る形で移動しているわ』

「できれば人の少ないほうに逃げてほしいところだったが……。都心に向かうか」

『こちらでも避難の要請はしているわ。他の組織と連携しながら、被害を押さえてみせる』

「頼む。私は何としても奴を！」

　杏は前を行くエリスを睨にらむ。

　ビルの上を駆け、壁を走り、電柱を蹴けって、烈れつ火か剣けんから爆炎を噴ふん出しゆつすることで徐々にエリスとの距離を一気に詰めていく。

　空中でエリスが振り向いた。

　それと共に道行く車が浮かび上がり、杏目がけて投じられる。

　さらに建物から突き出す刃やいばが彼女を襲う。

「姑こ息そくな……！」

　杏あんずは烈れつ火か剣けんで刃やいばや無人の車両を焼やき斬きる。

　だが、人の乗る車両を受け止めることで、追撃を阻はばまれ、ダメージを蓄積される。

　さらに杏は焼き斬ったはずの金属塊が蠢うごめき、みるみるうちに形を変えていくのを見た。

　鉄の爪つめがアスファルトを引ひき裂さき、針の体毛が銀光を煌きらめかせる。

　上がる咆ほう哮こうは獣のものだが、その音には金属の擦さつ過か音のような不快な響きが混じる。

　出現したのは鋼鉄の猛もう虎こだった。

『紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。軽けい装そう種の出現を大量に確認したわ！』

「わかっている！」

　エリスがバラ撒まいていた鉄片が次々と猛虎の剋こく獣じゆうと化していく。

　出現と同時に杏は行く手を遮さえぎる猛虎を烈火剣の炎で焼き払った。

「だが、こんなもので私を止めることはできない」

　遅れを取り戻すべく、杏はそのまま猛虎の剋獣の群れを突っ切ろうと剣を構える。

　だが、鋼はがねの虎とらは杏には襲いかからない。

「……っ!?」

　それらは杏を無視し、近くのビルにその鉤かぎ爪づめを叩たたき込んだ。突然の戦闘に動くこともできず、棒立ちだった人間にも鉄てつ虎こが牙きばを剥むく。

「お前たちが狙ねらうべきは私だ！」

　烈火剣から放った炎がビルを襲う虎を焼き、投げ放たれた刃は人を襲おうとしていた猛虎を両断する。

　だが、エリスが生んだ剋獣は杏を無視し、それ以外のものへと躍おどりかかる。

「足止めか！　どこまでも汚い手を！」

　炎の渦を放ち、烈火剣を投じ、杏は鋼の虎を逃のがすことなく討ちながら、それでもなお、エリスを追うが、徐々に距離を離されていくことは否めない。

　釼けん塵じんの王種はさらなる剋獣を生み出し、杏ではなく街への攻撃を繰り返し、逃げていく。

『紅地殲滅官。無む茶ちやはしないで』

「わかっている」

　言いながらも杏の声には焦りが混じる。

　エリスはひたすらに逃げる。

　だが、杏はエリスが生み出し続ける剋獣も、エリスの攻撃が生じさせる被害も見逃すことはできない。

『周辺の特とく守しゆが出撃しているわ。それに、エリス自身の反応は《桔梗ききよう》が押さえている。焦らないで。私たちがあなたをフォローする』

「助かる」

『だから、必ず……王種──』

「……？　シビさん？」

　不意に通信が途絶した。

　返事はない。通信機から聞こえてくるのはノイズだけだった。

「これは……」

　呟つぶやき、杏あんずは気づく。

　先を行くエリスからまた釼けん塵じんの龍りゆう気きがあふれ出ている。

　それらはビルや車両、飛び散った鉄片だけではなく、電柱にも伸びている。

「……？　そうか！　狙ねらいは基地局か!?」

　携帯電話のアンテナや、その他、杏では気づかないものを含めて、それらに使われている金属が龍気の白い輝きと化して四散していく。

　おそらくは《桔梗ききよう》などが専用に配備していたものも含めてだ。

「奴やつは通信機器というものを理解しているのか。その存在と有用性を」

　もはや通信機は用を為なさない。

　剋こく獣じゆうと剣けん皇おうの戦場に取り残された人々が混乱をきたしている理由は、戦闘だけではないのだと、杏は気づく。

「まずい。これでは避難情報も届かず、逃げることもままならない。パニックが起きる」

　エリスの生む剋獣が増える。

　距離は離されていく。

　行く手に住む人々を避難させることも、彼らが情報を手に入れることもできない。このままでは多くの人間をエリスとの戦いに巻き込むことになる。

　しかし、今逃のがせばエリスはまた姿をくらます。タマオノ同様に何かの肉体に潜ひそもうとするかもしれない。

「こいつはそれをする相手だ」

　ここまでの戦いで杏は直感していた。

　逃すことはできない。

　そうすればさらに多くの人が命を奪われることになる。

　だが、そんな彼女の前で新たな虎とらの剋獣が身を起こし、人々に牙きばを剥むいた。





　　　◆　◆　◆






「大丈夫か。黄き塚づかくん」

　膝ひざをついて、荒い息を吐くボクに、カラスキさんが手を差さし伸のべてくれた。

「ありがとうございます」

　まだ足下がふらつくけど、立ち上がる。

「傷は重いか？」

「いえ。たいしたことはないです」

　カラスキさんの隻せき眼がんが確かめるようにボクを見る。

　実際、傷自体はほとんど受けていない。

「まだ戦えます」

「じゃ、うちと戦やる？」

　声とともに、風が吹いた。

　いつの間にか碧みどりがいた。

　杏あんずとの戦い、エリスとの戦いで受けた傷に応急処置を施ほどこした彼女が立っている。

　肩口だけでなく、太ももにも血の滲にじんだ布を巻いた姿は痛々しい。

「冗談だよ」

　言いながら、彼女は視線を落とす。

　そこには下半身を分断されたタマオノの亡骸なきがらが血ち溜だまりの中に転がっている。

　見開いたままの虚うつろな目には夜の闇やみが映っていた。

　碧はタマオノに歩み寄るとそこにしゃがみこみ、彼の目を優しく閉じさせる。

「アホ……」

　唇から呟つぶやきが漏れた。

　うつむいた碧の表情は見えない。涙がこぼれることもなかった。

　でも、ボクは碧とタマオノの関係を知っている。励ます言葉すら出てこない。

「殺したのは俺だ」

　カラスキさんが言ったけど、碧は応こたえない。

　もう動くことのないタマオノの頭をポンポンと叩たたく。

「子供扱いやり返してやってるのに、何も言わないなんてね。これは本当に死んでるね」

　フフと笑うと、碧は顔を上げた。

　ほんの少しだけ目が潤うるんでいる。碧はその瞳ひとみでカラスキさんをじっと見つめる。

「……このジジイなら、あの状態、自分で殺せっていうよね。それはわかるよ」

　スカートや膝ひざについた砂を払って、立ち上がる。

「だから、ノーカン。ノーカンだよ。それでいいじゃんか」

　一筋だけ流れ落ちた涙を無む造ぞう作さに拭ぬぐう。

「黄き塚づかくん。それに、特とく守しゆのオジサン。《釼けん塵じん帝てい》を討つのに、うちが力を貸してあげるよ」

　碧は自分を親指で差した。

「《八雷やくさ》の主、イザナミがね」

　碧みどりの手の中で嵐らん樹じゆ剣けんが青い光を放つ。派手な輝きじゃないけど、その光は強い。目に染みるようだった。

「借りは返すよ。君にも……舐なめたことをしてくれたあいつにも。……《釼けん塵じん帝てい》をいてこまさないと、うちらもひっこみつかないじゃんか」

「うん。力を合わせよう」

　ボクは歩み寄ると碧に手を差し出した。

「ボクたちは……杏あんずと碧も、剣けん皇おうは力を束たばねることができる」

「どうかなー。烈れつ火かの剣けん皇おうにはボコボコにやられたしねー。めっちゃ怒ってるんだけど」

　言いながらも碧はボクの手を握にぎり返した。

「それじゃ、ボクたちもエリスを追おう。カラスキさん。今、紅あか地ちさんたちはどのへんに？」

「それなんだが……さっきから通信が繋つながらん。こんなことはありえないはずなんだが」

「ほんとだ。《桔梗ききよう》の通信が傍ぼう受じゆできない」

　嵐樹剣をかざして碧が言う。

「当たり前みたいに何言ってんだ……」

　カラスキは呆あきれた顔をする。

「だが、傍受もできないって。お前の嵐樹剣が壊れてるか、使い方悪いんじゃねえのか？」

「四し海かい天てん宮きゆうの獣人が五ご龍りゆう剣けん信じないとか、わけわかんないんだけど」

　碧は首を傾かしげた。

「カラスキさん。嵐樹剣で電波を傍受できるのは、実際、ボクも見てます」

「まあ、侵入とか改かい竄ざんまでできるんだしな。てことは……だ。そうか。《釼塵帝》の側でやりやがったのか。金属を操るなら、基地局自体を壊すこともできる。バカな!?　あいつ、こっちに順応し過ぎだろ!?」

「でも、エリスはタマオノに潜ひそんでた。タマオノもけっこう順応してたしね」

「それに、たくさんの人を実験体にしたって言ってました。そこまでするような奴やつなら、ありえないことじゃないと思います」

「……そうだな。俺だって、パソコンもメールもデジカメも使えるし、最近はクラウドの便利さもわかってきたわけだ。しかし、こういう時には脆もろいもんだな」

「通信が潰つぶされてるなら……まずいですよね。この戦闘の情報も伝わらないし、特とく守しゆもまともに動けない」

　池袋の戦いの時も、品川の戦いの時も特守は《桔梗》と連携することで、被害を広げないようにしてくれた。でも、情報自体が伝わらないんじゃまともに動きようがない。

「簡単じゃんか」

　碧が軽い口調で言った。

「《八雷やくさ》のうちと《桔梗》の君が力を合わせるんでしょ？　じゃあ、この際だから、四し海かい天てん宮きゆうとこの世界の力も合わせたらいいじゃん」

「合わせるって？」

　碧みどりが嵐らん樹じゆ剣けんを掲かかげる。

　長い刀身を持つ直刀がまとう龍りゆう気きを増す。それは青い雷光に変わって刀身を走る。

「いくよ!!」

　そして、空に向けて稲妻が放たれた。夜空へ飛ひ翔しようした雷は天頂で弾はじけて、四方へ散る。

　青い龍気が星のように瞬またたきながら、夜空へと溶けていく。

『カラスキ！　紅あか地ち殲せん滅めつ官かん！　繋つながらない……！　状況の把握、回復を急いで！』

　いきなり通信が回復して、シビさんの声が響いた。

「いや、繋がってるぜ」

『カラスキ!?』

「今、何をしたの？」

「嵐樹剣で通信を拾ってるんだよ。経由できるとこ潰つぶされてたみたいだから、関東全域に嵐樹の龍気を広げたんだ。あとは拾うべき電波を探して繋ぐだけだよね」

「嵐樹剣を関東全部の基地局と中継器にして……。そこまでできるんだ」

「驚くのはあとだよ。虎とらのオジサン。それで、エリスは？」

「ああ。シビ。頼むぜ。奴やつを追いたい」

『状況は把握できたわ。《八雷やくさ》と手を結ぶ形になるのは避さけたいけど……背に腹は代えられないわね。イザナミさん。しばらく協力をお願いするわ』

「協力したくないのはこっちも同じだしね。でも、今はあいつをしばくのが先」

『……エリスの反応はさらに東へ向かっているわ。現在、麹こうじ町まち近辺を通過』

「人の多いほうにばっかり行きやがって！　都心じゃねえか！」

　そんなところで、戦闘になればどれだけの人が巻き込まれることになるのか。新宿の戦闘での被害を思うと、ゾッとする。

　ボクと碧は視線を交わし合う。

「カラスキさん。行きます」

「ああ。シビ！　とにかく、避難を急がせろ。それに一般人を金属には近づかせるな！」

『金属に近づかせないなんて、ほぼ無理よ。やれるだけはやってみるけど……』

「なに。あとは剣けん皇おうがやってくれる。三人の剣皇がいるんだ。頼んだぜ。皇こう土ど剣けん皇おう！　それに、嵐樹剣皇も……いや、待て」

　カラスキさんが碧を呼び止めた。

「ひとつ伝言がある。タマオノのジジイからだ」

「タマオノが？」

「奴が最期に言い残した言葉だ。『約束を守れず、すまんな。わしぐらいは長生きしろよ』だと」

「……アホやな。あのジジイ。長生きしろっていうなら、もっと長生きすればいいのに」

　ポツリと言うと、碧みどりは顔を背けた。

「ほんま、アホや……」

　ネオンサインの光の中に、涙の滴が光る。

「ありがとうな」

　涙を拭ぬぐい、夜空を仰ぐ。

「じゃあ、行くよ！　黄き塚づかくん！」

　ボクは頷うなずき、碧と一緒に地を蹴けった。

　ビルを蹴り上がり、一気に新宿の夜空へ舞う。

「手を貸してよ」

　碧がボクの手を取った。そこから嵐らん樹じゆの龍りゆう気きが流れ込んでくる。

「いいの？」

「しかたないじゃん。しばらくは通信を繋つなげるほうに専念しないといけないから。本当はうちが戦いたいんだけどさ。今、できることって、こっちだからね」

　嵐らん樹じゆ剣けんからあふれる龍気が青く煌きらめきながら東京の夜に散っていく。

　その光の中、碧の頬ほおを汗が伝うのが見えた。

　簡単にやってるように見えていたけど、多分、かなりの集中力が必要なんだろう。

「正直、このまま戦闘とか無理だから」

「わかった。ボクが誘導する」

　碧の龍気を身体からだに循環させていく。

「……ただ誘導してもらうだけで済めばよかったんだけど。そうはいかなそうかな」

　彼女の言葉の意味に気づく。

　ボクたちの向かう先に獣の咆ほう哮こうが上がった。

　ビルの陰かげや、壁の中から金属でできた虎とらが何頭も姿を現して来る。

「追撃を防ぐつもりで置いていったのかな」

「用意周到でほんまムカつく。覚悟せえよ、ボケ！　うちは今、頭きてるんや!!」

　碧と手を繋いだままで、ボクは皇こう土ど剣けんを構えた。

　ビルの上を走りながら、襲いかかって来る鉄の虎を一刀のもとに斬きり捨てる。
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　杏あんずの烈れつ火か剣けんが鉄の虎を切きり裂さく。

　さらに人々の上に倒壊してくるビルに対して、爆炎を放ち、その落下の軌道を辛かろうじてずらす。

「くそ！」

　既にエリスの姿は見えない。釼けん塵じんの龍りゆう気きも他の剋こく獣じゆうにまぎれて、追うことは困難だった。

「逃がすわけには……！」

『──紅あか地ち殲せん滅めつ官かん』

「シビさん!?　通信が戻ったのか」

『ええ。嵐らん樹じゆ剣けんの剣けん皇おうが協力してくれているの。嵐樹剣を電波の仲介として』

「そうか。この嵐樹剣の龍気は……。あいつか」

　空を仰いだ杏あんずはかすかだが、嵐樹の龍気が流れていくことに気づいた。

　光として視認できないほどのわずかな龍気だが、東京全域に届けているとなれば、膨大な量の龍気を用いているはずだ。

「シビさん。すまない。エリスを見失った」

『大丈夫よ。天文室はまだその位置を捉とらえているわ。王種四号エリスは今、東京駅近辺に迫っている』

「東京駅か……！」

　ビルの上へ飛び乗り、杏は遠くを見渡す。

　彼女が向かっていた先、丸の内のビル街のさらに向こうに、かすかだが東京駅の駅舎が見えている。

「わかった。ありがとう、シビさん！」

　杏はコンクリートを蹴けって、再びその身を宙に投じる。

　駅へ向かう路線や、周囲のビル街が高速で後ろに流れていく。

　待ち伏せる形で潜ひそんでいた鋼はがねの虎とらが襲いかかるが、烈れつ火か剣けんはそれらを一いつ蹴しゆうする。

　そして、彼女の前に東京駅の赤レンガ作りの駅舎が見えた。

　それを背にする形で《釼けん塵じん帝てい》エリスがいる。女神像の肉体から何本もの鉄てつ槍やりを蜘く蛛もの巣のように伸ばして、それを壁面へ突き刺し、ビルの狭間はざまに浮かんでいた。

　ビルの中を槍が走り、人を追っているのが窓越しに見える。

「新たな宿主でも探しているのか？　させるものか！」

　迫る杏に気づいたエリスは彼女のほうへ向き直った。

　慈じ愛あいに満ちた女神のような顔が杏を見る。タマオノを失ったからか、もう言葉を喋しやべることはない。

「今度こそ捉えたぞ《釼塵帝》!!」

　自らを支えるものを除き、ビルに突き刺していた槍のほとんどが引き抜かれる。

　エリスの肉体が変じ、新たな槍や剣が生まれ、それら全すべてが杏へと襲いかかる。

　何十もの槍と剣、その全てを杏は回避し、薙なぎ払はらい、勢いを緩ゆるめないまま突き進む。

　さらにエリスは東京駅周辺の車両に向かって釼けん塵じんの龍りゆう気きを伸ばした。

「その手はもう潰つぶしたはずだ」

　烈れつ火か剣けんから放たれた何条もの炎がエリスの龍気を斬きり飛とばす。

　だが、直後、杏あんずは気づいた。

　それらの陰かげに隠れて、エリスは後方へと別の龍気の糸を伸ばしていた。

「囮おとりか!?」

　エリスの真の狙ねらいは後方に向けられていた。釼塵の龍気は赤レンガの駅舎を越えて、さらにその向こうへと届いている。

　杏は目を見張る。

「なんてことを……」

　エリスの背後に白く長い車両が浮かび上がってくる。

　流線型の独特のフォルムの磨みがかれた白い車両。多くの客を乗せるための十六両編成。

　新幹線がエリスの手に落ちた。

　浮かび上がるのは新幹線だけではない。山の手線を走る電車までもが次々と浮かび上がってくる。

　反射的にエリスとの繋つながりを断とうとして、杏は手を止め、表情を歪ゆがめる。

　新幹線の窓に助けを求める乗客たちの姿があった。

　他の電車も同じで大量の客を乗せたままだ。

　エリスによる通信妨害で避難の指示が遅れたのだと、杏は思う。

　既に地上数十メートルの高さにあるそれらとエリスの繋がりを断てば、どういう結果が待っているのかは考えるまでもない。

　エリスが金属でできた顔を上げる。慈いつくしむような瞳ひとみと裏腹に、エリスが攻勢に転じるつもりなのだと、杏は悟る。

「やめろ!!」

　彼女が叫ぶのと同時に、エリスはそれらの車両を杏目がけて投じた。

　最初に襲いかかるのは、乗客を満載した新幹線だった。

　杏の目に映るのは助けを求める乗客の姿だ。

　烈火剣を使えば彼らは死ぬ。

　エリスの優しげな微笑は自分に向けられた嘲ちゆう笑しようだと、杏は確信する。

「思惑に乗ってやる！」

　杏は全身に龍気を漲みなぎらせる。あふれる龍気は光と化して彼女の身体からだを燃え上がらせる。

　杏の両腕を護まもる龍りゆう鱗りんが強固さを増し、普段は防御していない二の腕までもを覆おおう。

　そして、突進してくる何百トンもの質量を持つ金属塊を素手で受け止めようとした。

「くっ……!!」

　杏あんずの指が車体に食い込む。握にぎりしめたままの烈れつ火か剣けんから後方へ炎を噴ふん出しゆつさせ、懸命にその勢いと重量を受け止めようとする。

「う、くぅぅ……」

　光みつ義よしのように強化外装による補強なしに無理をした杏の肉体はミシミシと悲鳴を上げていた。その顔が苦痛に染まる。

　新幹線の勢い自体は弱まったものの止まるはずもない。

　十六両編成の車両もろともに杏は丸の内のビル街へと落ちていく。

　エリスはさらに数両の新幹線と他の車両をも投じようとしていた。

　刃やいばを翼のように展開し、釼けん塵じんの龍りゆう気きを杏の周囲のビルへと伸ばしていく。

　釼塵の龍気でできた刃自体は烈火の龍気で防ぎきることができる。

　新幹線を焼やき斬きり、吶とつ喊かんすればエリスを討つことは難しくない。

　杏にはそれができないことを理解しながら、エリスが攻勢に出ていることを、彼女は理解する。

　そして、エリスが鉄の塊かたまりを次々と叩たたきつけた。

　苦痛と悔しさに杏が表情を歪ゆがめようとした。その時、

「杏!!」

　背後から響く声を聞いた。

「光義!!」

　振り向く必要すらなく、彼の接近を感じる。同時にその瞳ひとみに強い闘志が漲みなぎった。
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　新幹線の車体に押おし潰つぶされそうになる杏の姿にボクは目を見張った。

　エリスはさらにそこへ他の新幹線や車両を投げようとしている。

「どこまで汚いねん！」

　碧みどりが怒りの声を上げた。

　その気持ちはボクも同じだ。許せない！

「杏!!」

「光義!!」

　杏が応こたえてくれた。

　ボクは一気に前に出る。

　掌てのひらを重ねたまま、碧と視線を交わし合う。

「黄き塚づかくん、土台を作って！」

「うん」

　皇こう土ど剣けんを大きく振るう。

　黄金色の龍りゆう気きが切っ先からあふれて広がる。

　それは杏あんずの横をすり抜けながら丸の内のビル街に大量の土砂を生み出して、巨大な土の壁を作り上げていく。

　ここに来るまで碧みどりに龍気を分けてもらったおかげで、この程度ならできる程度に回復していた。

「うちの番だね！　ちょっと通信を切るよ！」

　さらにそこへ碧が嵐らん樹じゆの龍気を放った。

　ボクの作り出した土の壁に青い龍気が染み込んでいく。

　直後、脈動した土を突き破って大量の木々が姿を見せた。数千年を生きた巨木にも匹敵するほどに太く長い大木がいくつもそびえていく。

　丸の内のビル街にわずか数瞬で深い森が出現した。

　自らの意思をもって動くその枝葉が杏を押おし潰つぶそうとする新幹線に絡みつき、さらにはエリスが続けて投じた電車の前に森の壁と化して立ち塞ふさがった。

　森林と化した丸の内のビル街に十を超える電車が突っ込む。

　木々の枝や幹が折れる音が派手に響いて、ビル街の森が薙なぎ倒たおされていく。

　だけど、激突の衝撃を抑え込むことはできた。

　乗客に怪け我が人が出るのまでは止めきれないけど、車体自体はほとんど壊れてもいない。

「今だよ、杏！」

「ああ！　感謝する」

　森に埋もれた新幹線の上を杏が一気に走り抜ける。

　その姿を見て、エリスはまた逃のがれようとした。

「もう逃がすものか！」

　電車が埋もれた森の木々を伝って、土の壁が再び伸び上がる。

　一瞬でそびえた巨大な壁がエリスの後退を遮さえぎった。

　鉄の女神の肉体から突き出した槍やりはその壁をいとも簡単に破壊する。

　だけど、そのほんのわずかな足止めだけで十分なんだってわかっていた。

　新幹線の屋根を蹴けって、森の上を走り、焔ほのおをまとって飛ひ翔しようした杏は既にエリスの眼前にいる。

　ビルにも匹敵する巨大な炎の渦を繰り出した烈れつ火か剣けんを大きく振りかぶった。

　エリスの身体からだがビクビクと震ふるえた。

　その顔が水のように蠢うごめいて、変へん貌ぼうする。

　エリスの顔は鷹たかの形に変わっていた。

「タマオノ……！」

　碧みどりが呟つぶやく。

　さらには隻せき眼がんの虎とらに、ツインテールの女の子に、最後にはボクへと変化していく。その姿ももう女神のそれじゃなくて、金属である以外はボクとほとんど変わらない。

　鉄の彫ちよう像ぞうは助けを請うようにみっともなく顔を歪ゆがめて、手を擦こすり合わせる。

「姑こ息そくな。どこまでも姑息な……！」

　杏あんずの喉のどから漏れた声が震ふるえる。

　動揺じゃない。怒っている。

　ボクがこれまで見たこともないほどに、杏は激げき昂こうしている。

「己おのれの行為を恥じろ！　焼き尽くされて懺ざん悔げしろ!!」

　烈れつ火か剣けんの放つ炎渦巻く巨剣を叩たたき込む。

　ビル街に繁はん茂もする木々を焼き、夜空に赤い軌跡を描きながら、エリスを薙なぎ払はらった。

　炎の奔ほん流りゆうはエリスの肉体を焼き、引ひき裂さき、それを数十の欠片かけらに分断した。

　バラバラになったその金属片もまた炎に呑のまれて融解、蒸発し、消滅していく。

「……っ!?」

　そんな中、ただひと欠片の鉄てつ塊かいが焼かれながらも炎から飛び出した。

　烈火剣を振り抜いた杏の脇を抜けて最後の塊かたまりが飛ひ翔しようする。

　それは空中で増殖して一気に体積を膨ふくれ上がらせると、ビルにも匹敵する鉄の槍やりへと姿を変えた。

「エリスの本体か！」

　鉄の巨きよ槍そうが一直線に飛ぶ。その先にいるのは碧だ。

　嵐らん樹じゆの龍りゆう気きではあれを止めることはできない。

　杏なら仕し留とめることはできるだろうけど、烈火剣を振りきっている彼女は、碧を救うには間に合わない。

　ボクはさっきの一撃に龍気のほとんどを使い切っていた。

　でも……！

　ビル街の森に残る杏の炎を皇こう土ど剣けんに集める。ボク自身が作り出した土の壁も、ボク自身の身体からだに残る龍気も……全すべてをかき集めて皇土剣へ送り込みながら、エリスが姿を変えた鉄てつ槍やり目がけて跳ぶ。

「うぉぉぉぉぉぉっ!!」

　龍気を失って意識が薄れる。目の前が揺れる。

　また肉体が変化していくのを感じる。

　苦痛と飢き餓が感。その全ては目の前の《釼けん塵じん帝てい》に向ける。

　食い縛った牙きばから唸うなりが漏れた。

「やらせるかっ!!　クソがぁぁぁぁっ!!」

　烈れつ火かと皇こう土どの龍りゆう気き、ボクの肉体から絞り出した命。それをそそぎこんだ皇こう土ど剣けんが黄金の煌きらめきを放つ。

　光を凝ぎよう縮しゆくさせて伸びる刀身が東京駅の空に輝く。

　鉱物の鎧よろいをまとって、両腕でつかんだ剣は迫るエリスの巨きよ槍そうに匹敵する。

　釼けん塵じんの銀光を放つ鉄てつ槍やりと皇土の巨剣が正面からぶつかり合う。

　砕けたのは俺の皇土剣だった。

　鋼鉄の槍が巨剣の切っ先にめり込み、刀身を打ち砕いて直進する。

「光みつ義よし！」「黄き塚づかくん！」

　エリスの槍は皇土の巨剣を砕いた。

　叩たたき壊こわされた剣の破片に弾はじき飛とばされる。

　だけど、あいつも無傷じゃない。

　槍は欠けて、罅ひび割われて、血の代わりとでも言うように白い龍気をこぼしている。

　そして、飢うえきった俺は濃厚な龍気の塊かたまりをその中に感じた。

　剋こく獣じゆう五ご帝てい──王種の核となるもの、獣じゆう魄はくがそこにある。

「まだ終わってねぇ!!」

　打ち砕かれた巨剣の中から本来の皇土剣を引き抜き、空中に残る剣の破片を蹴けって、再びエリスに迫る。

　そのまま、全身の力と残る龍気を込めて、罅割れたエリスの隙すき間ま、釼塵の龍気があふれ出すそこへ皇土剣を突き込んだ。

　その状態で皇土剣の刀身を伸ばす。巨剣には遠く及ばない刀身だが、脇からの一撃は傷ついていたエリスの身体からだを貫つらぬいていた。

　龍気の塊を貫通した。そんな手て応ごたえがあった。

　エリスの身体に亀き裂れつが広がっていく。それは瞬またたく間に槍の全すべてに走る。

　さらには金属の表面に赤あか錆さびが生じて、罅割れた肉体を蝕むしばむ。

　赤錆にまみれた鉄の塊が欠けた。

　それが合図になったように錆と化した身体全てがさらさらと静かに崩くずれ落ちていく。

　支えを失った俺は握にぎりしめた皇土剣と一緒に落下した。

　まだ残っている森の中に突っ込んで、木の枝にぶつかりながら地面に叩きつけられた。

　折り重なった木の枝が衝撃を吸収してくれた。加えて龍りゆう鱗りんに護まもられて、ダメージらしいダメージはない。

　強い龍気を感じて目を向ければ、皇土剣は白い色の球体を貫いていた。

　銀に似た白い光を放つ球体は両手で包み込むことができるほどの大きさしかない。

　そこからあふれる龍気がボクの身体をもとに戻していく。

　エリスから感じていた龍気のほとんどが白い球体に詰め込まれているかのようだった。

「これが獣じゆう魄はく。王種の核……でいいのかな？」

　皇こう土ど剣けんから球体が抜け落ちる。

　不思議なことに剣が貫つらぬいた傷は消えていた。

　獣魄らしいものを手にすると、少しよろめきながら立ち上がって、木々を抜ける。

　ビル街にできた森が開けた。目の前には東京駅の赤レンガの駅舎があった。

　戦いに巻き込まれてはいるものの、幸いビル街ほどは損傷していない。

　そんな赤レンガの駅舎の前で、杏あんずと碧みどりが対たい峙じしていた。

　杏は炎をまとう烈れつ火か剣けんをゆっくりと回転させ、碧は雷光を走らせる嵐らん樹じゆ剣けんを構えていた。

　二人の視線は互いを見据えて動かない。

　龍りゆう気きが膨ふくれ上がり、火の粉が散り、旋風が舞う。

　張り詰める緊張に息が詰まりそうになった。

「……ダメだ」

　止めようと足を踏ふみ出そうとする。

　その時、碧が嵐樹剣を捨てた。

　手放された剣がアスファルトに突き刺さる。

　警戒を見せる杏の前で碧は肩をすくめてみせた。

「もうしゃーないじゃん。こういう状況じゃ」

　ボクのほうをチラリと見て、吐息する。

「嵐らん樹じゆの剣けん皇おうイザナミ……改め、兎と川がわ碧。《八雷やくさ》ともども降参するよ」

　おどけるように両手を上げる。

「そうか」

　杏の身体からだから力が抜けた。烈火剣からは炎が消えていく。

「お前の判断。心から歓迎しよう」

　刃やいばから炎を失った烈火剣を握にぎったまま、杏は微笑ほほえんだ。

「……だが、その嵐樹剣。自在に手元に戻せるんだろ？」

「あ。バレちゃった。そりゃ、バレるよね。相手は剣皇だし」

　刺さっていた嵐樹剣が風と共に碧の手に舞い戻る。

　それを握って、碧はペロッと舌を出す。

「でも……信じてやってよ」

「ああ。そうだな」

　杏がボクのほうを見たので、頷うなずいた。

「さんきゅ。黄き塚づかくん」

　碧はもう一度こっちを見る。それから悪戯いたずらっぽく笑った。
















　　　エピローグ









「連絡はいただきました。何事もなかったようで何よりです」

「タタラさん。わざわざすいません」

　病院のロビーで待っていてくれたタタラさんに頭を下げる。

　東京駅での《釼けん塵じん帝てい》との戦いから二日が過ぎた。あのあと、ボクは念のためという感じで、以前、杏あんずが入院していた病院に検査入院していた。

　怪け我がはほとんどしていなかったから、《八雷やくさ》に捕まっていた時に何もされなかったかとか、外傷の目立たない類たぐいのダメージはないかとか、そっちを心配しての検査だった。

　ボクとしては龍りゆう気きの流れとかを調べられないかとか、そっちのほうでビクビクしてた。

「それでは、《桔梗ききよう》本部へお送りしますね」

　タタラさんに促うながされて、病院を出て車に乗る。

「まずはご報告させていただきます。王種三号タイサイの時とは違い、王種四号エリスは完全に消滅しました。核である獣じゆう魄はくを失ったからです」

「……よかった。狙ねらうのはあそこでよかったんだ」

　凝ぎよう縮しゆくされた龍気の塊かたまり、獣魄。それを貫つらぬいた時の感触がまだ手に残っている。

　皇こう土ど剣けんで刺し貫つらぬいたはずの白い獣じゆう魄はくは、そんなことなんてなかったかのように、すぐにもとの形を取り戻していた。

「回収していただいた獣魄は政府の監視のもと、《桔梗ききよう》本部で厳重に保管してありますのでご安心ください」

「ということは、もしかして、ホルスの時の獣魄も、《桔梗》に？」

「ええ。これで私たちは剋こく獣じゆう五ご帝ていのうち、二体を完全に撃破したことになります。これは四し海かい天てん宮きゆうではできなかった快挙です。信じられません」

　いつものように淡々と言う。

　でも、なんとなくだけど、その声は少し弾んでるような気がした。

　どう返せばいいのか迷ってしまう。ほとんど杏あんずや碧みどりのおかげだ。

　タタラさんもそれ以上は何も言わず、じっと前を見て運転している。

　結局そのまま、車は《桔梗》に着いてしまった。

　タタラさんに続いて《桔梗》本部に入る。

「よお。黄き塚づかくん。それに愛いとしい我が娘！」

　タタラさんが露骨に顔をしかめた。

　そこにいたのは言うまでもなくカラスキさんだった。

　厳いかめしい隻せき眼がんを細めて嬉うれしそうに笑う。というよりも、牙きばを剥むいてニヤける。

「聞いてくれ、剣けん皇おう。今朝な。タタラが朝食を作ってくれたんだ。いやぁ。羨うらやましがられても困るぜ。おいしかったぜ、愛しい我が娘。俺のために心を込めて作ってくれたんだろ？」

「いえ。昨日の残り物がもったいなかったので、まとめておいただけです」

「なるほど。昨日の夜から、今朝のことも踏ふまえて食事を作っておいてくれていたわけだな。お父さんが食べることを想像しながら……。健気けなげ！」

「常に前向きなのがいいとは限らない。時にお父さんから学ぶこともあるのですね」

「どうやらわかってくれたようだな」

「お父さんは皮肉がわからないようですね」

　タタラさんはいつも以上に真顔だった。冷たいとか通り越して、そこには無を感じる。

「それでだ、剣皇。今回の戦い、本当に見事だった」

「え？　いえ、そんな」

　突然、話を振られて驚く。

「エリスまで仕し留とめてくれたこと。四海天宮の生き残りを代表できる立場とかにあるわけじゃないが、礼を言わせてくれ。タタラもそうだろ？」

「お父さんに言われて……というのは少々腹立たしいですが」

　タタラさんがペコリと頭を下げた。

「心からお礼を言わせてください。皇こう土どの剣けん皇おう」

「ま、待って。頭を上げてください！　ボクはほとんど何もしていません。エリスを追い詰めたのは、紅あか地ちさんですし、通信を繋つないだのは、碧みどりです」

「確かにそうだ」

「お父さん」

「確かにそうだが……そうじゃない。戦いの顛てん末まつは聞いてるぜ。それにベヒーモスとやり合った時のことも、タイサイと戦った時のことも、俺は知ってるぜ」

　カラスキさんがボクの肩を叩たたいて、牙きばを見せた。

「お前がいたから烈れつ火かの剣けん皇おうは生き残ってきた。そして、お前がいたから嵐らん樹じゆの剣けん皇おうは力を貸した。そのおかげで、多くの人間を救って、《釼けん塵じん帝てい》も撃破することができた。そいつは間違いないだろ」

　今度は背中をバンと叩かれた。思わずよろける。

「カ、カラスキさん」

「自信を持て。お前はまぎれもない剣皇だ。先代にも勝るとも劣らん。《流りゆう渦か帝てい》を追い込んだ、かの近衛このえ騎士にな」

　そこまで言って、フッと吐息をもらす。

「お前のおかげで……剋こく獣じゆうに利用されたバカなジジイも少しは救われる。あいつがやった悪事もムダじゃなかった」

　カラスキさんは笑ったまま、でも、その目は遠くを見ていた。

「タマオノ……」

「まあ、あんなクソジジイのことはいい。俺はそもそも大嫌いだったしな」

　カラスキさんは鼻を鳴らした。

「だから、気にするなよ。タタラ」

「え？」

「タマオノの顛末を聞いたんだろ？　仮にも南方朱雀すざくの騎士団長だった男があんな死にざまを晒さらした。だが、俺はああはならん」

「ち、違います！　私は別にお父さんの心配だなんて……」

　否定しようとしながらも、タタラさんは口ごもる。

　それから観念したように、遠慮がちにだけど口を開いた。

「……お父さんは命を軽く見過ぎなんです。自分の命も、他人の命も」

　カラスキさんが少し驚いた顔をする。

「お前……。俺をそう見ていたのか。軽視してるわけじゃない。護まもるべき命とかけるべき命。騎士としての命の使い方。それを知ってるだけだ。それが俺たち、四し聖せい騎き士し団だんだ」

　タタラさんが表情を固くする。

　いつもの無表情とは違う。眉まゆを上げて、唇を引ひき締しめた表情は真剣だった。

　フッとカラスキさんが息を吐く。

「……だが、愛いとしい娘が言うなら、少し考えんとな」

　もしかするとだけど、カラスキさんも、タマオノさんの死と、碧みどりの涙に考えるものがあったのかもしれない。

「安心しろよ。タタラ。俺はそう簡単には死なん。お前がいるんだからな」

　カラスキさんは残る目を細めた。

「お父さん……」

　かすかにだけど、タタラさんは微笑ほほえんだ。とても優しい笑みだった。

「……あ」

　それから口元を押さえた。

「どうした？」

「しまった……。これは……私自身がお父さんのフラグを立ててしまったかもしれません」

「おい、ちょっと待て!?　なんで今のやり取りにフラグとかいう話が出てくる!?　俺はお前を一人で置いていくのが嫌で、ちょっと考えを変えてみようかなーとか、騎士だが、命を惜しまなければならないこともあるのかもなとか、そんなことを思ってだな！」

「やめてください！　死にますよ！　何を言っているかわかっているんですか!?」

　タタラさんが真顔で言った。

　それから助けを求めるようにこっちに視線をやる。

　カラスキさんも「なんで？」という顔でこっちを見た。

「え、えっと……。死亡フラグっぽいですよね。これまで命に無む頓とん着ちやくだった人が、何かを望んで命を大事にしようとするとか……」

「そ、そんな迷信知るかよ!?　くそっ！　また、俺の前に立ちふさがるのかよ、フラグとかいうやつ！　大丈夫だ、タタラ。俺は死なん。フラグとかいうのがあってもだな、俺だけは死なん自信がある。俺を殺せるフラグがあるか！」

「……行きましょう、黄き塚づかさん。これ以上、話していると、お父さんが死にます」

「わかります」

「おい！　待て！　まだ俺の新たな決意とか……！　おい、タタラ！　剣けん皇おう！　おーい！」

　これ、あかんやつや。

　カラスキさんとタタラさんのためでもあると、心を鬼にして、ガン無視で先を急いだ。

　会議室に辿たどり着いた。まだ遠くからカラスキさんの声が聞こえてきていたけど、振り向かない。

「入ります」と声をかけて、タタラさんとボクは部屋に入る。

　作戦会議中はディスプレイをはっきり映すために照明を落としていることが多いけど、今日の会議室は明るかった。

「わざわざ来てもらって、ゴメンなさい」

　そう言ったのはシビさんだった。

　すぐ隣には制服姿の杏あんずが立っている。

　だけど、部屋にいたのは二人だけじゃなかった。

　ボクは思わず目を見張って、固まってしまう。

「碧みどり!?」

　こっちを見る青い髪の女の子、兎と川がわ碧は悪戯いたずらっぽく笑って、敬礼みたいな仕草を見せた。

「そう。今日から特務殲せん滅めつ官かんに就任した兎川碧だよ。改めてよろしく。黄き塚づかくん。……ん？　黄塚先輩になるの？　黄塚せんぱぁいとかに」

「え、えっと……」

　シビさんのほうを見ると、そのとおりだと頷うなずいていた。

「ボクはまだ殲滅官じゃないんだ」

「えっ!?　殲滅官じゃないのに、あんな真ま似ねしてたの？　アホじゃん！」

「そこまで言わなくても」

「まあ、そうだね。それじゃ、うちのこと、先輩って呼んでもいいよ。これから殲滅官になるとしたら、うちのほうが先輩になるし。ならなかったら……やっぱ先輩でいいじゃん。敬う感じで。コーラ買ってきてよ」













「うん。それはまあ……いいんだけど。いや、そうじゃなくて」

　首を振る。

「どうして？　碧みどりと《八雷やくさ》はエリスとの戦いのあと、拘束されてるって聞いたよ。それがこんな数日で殲せん滅めつ官かんになることを認められるなんて……」

　疑問に思わざるをえなかった。

「今日の午後、政府から新たな殲滅官として正式な発表があるわ」

　シビさんは言った。

「名目上は《八雷》とは無関係ということになるわ。先日の《王種四号殲滅戦》に協力した新たな剣けん皇おうとして発表される。池袋の戦いのあとの黄き塚づかくんの扱いに近いわね」

「じゃあ、イザナミとしての碧は……」

「公式には存在しなかったことになるわ。幸い、映像の改かい竄ざんで、きちんとした証拠は残っていないし。全すべては《八雷》に関する情報ともども規制されることになる」

「それは……碧の自由意思なんですか？」

「そうだよ」

　シビさんじゃなくて、碧が平然と言った。

「だって、うちの協力と引き換えに、生き残った《八雷》のメンバーとか、保護してた子供とかの安全を約束してもらったからね。《八雷》もそのうち特とく守しゆに入れてもらえることになるとか、そんな話だし」

「強制じゃないですか！　碧の事情はわかってるんですよね？　《八雷》がただのテロ組織とかじゃないってことが」

　この二日の間に《桔梗ききよう》や政府が《八雷》のことをある程度把握して、半ば利用するために放置していたという話は聞いていた。

「それがわかっているのに……」

　憤いきどおっているのはボクだけじゃない。

　シビさんを見る杏あんずの表情も険けわしい。

「待ってよ！　うちも、メンバーも納得してのことなんだってば。海外に残ってる連中も、だいたいが合流を約束してくれてるしさ」

「でも……」

「それだけじゃなくて、うちらはうちらで交換条件を出したんだよ。ね。シビさん」

「ええ」と、シビさんは頷うなずく。

「交換条件というのは？」

「ふたつ出したんだ。ひとつは獣人に対する犯罪の対策を強化すること。これにはうちと《八雷》のメンバーも口を出す。そういうのに詳しいのはどう考えてもうちらだからね」

「わたしたちも獣人に対する犯罪には心を痛めていたわ。情報はありがたい」

　いつもの表情に見えて碧みどりの目はシビさんの本心を推し量るみたいだった。

　シビさんは眼鏡に触れるだけで表情を変えない。

「そして、もうひとつ。それは《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》奪だつ還かん作戦を行うこと」

「あくまでまだ検討に入る段階だということは理解していただきたいわね」

　碧とシビさんの視線がぶつかる。

　杏あんずがかすかに表情を曇らせた。

「昨日も言ったけど、今度こそ成功するよ。勝機は十分じゃん」

　碧はシビさんと杏を見据える。

「うちが殲せん滅めつ官かんになるなら、戦える剣けん皇おうは三人。あ、黄き塚づかくんはまだ殲滅官じゃないけど、数に含めるね。最重要だし、どうせやるでしょ？」

「それは、うん。確かにボクも戦うけど……」

「加えて、釼けん塵じんの剣けん皇おう、アーリン・ゴルドウィンにも協力要請を出す。そしたら、四人の剣皇での共同作戦だよ。それも一人は流りゆう渦かの龍りゆう気きを貫つらぬける皇こう土どの剣けん皇おう。成功確実っていうには、十分現実味があるじゃん」

「そうね。今の戦力なら……確かにやれると思うわ」

　シビさんが呟つぶやく。その手は胸元に光る黒い鱗うろこみたいなペンダントに触れていた。

　杏も否定はしない。ただ、表情は明るくなかった。かつて失敗した奪還作戦を思い出しているのだろうと思う。複雑な気持ちだろう。

「だから、うちは《八雷やくさ》を解散することを決めた。うちらの……タマオノが望んでたことを果たすには、このほうが近道だってわかるからさ」

　碧はほんの少しだけうつむいて言った。

「……ま、今回のことで《八雷》が再起不能に近いダメージ受けちゃったのが大きいけどね。《釼けん塵じん帝てい》ムカつく。滅ぼされてザマー。ま、しゃーないじゃん」

　ヒラヒラと手を振って見せる。

「で、こっち見てる黄塚くんはうちのこと、心配してくれてんの？」

「心配だよ」

　素直に応こたえてしまった。

　碧が目を丸くする。

　獣人犯罪への対策はこれまでもされていた。それでも対処しきれなかったから、《八雷》の存在が認められていたんだ。状況を好転させようとするのはきっと難しいことだと思う。

　それに、碧たち《八雷》はこの国よりもずっと治安の悪い海外でも活動していた。それを見捨てることを、碧がよしとするとは思えない。他の国にも働きかける必要は出て来るし、そうなれば改善はもっと困難になる。

　ボクがそう思うぐらいなんだから、碧みどりはその難しさをもっと実感してるだろう。

　それに《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》を奪だつ還かんしようとするなら、ボクたちと、特とく守しゆと、他にも多くの人が命をかけることになるはずだ。

「深刻な顔しないでって」

　碧の声は明るい。

「うちはやる時はやる子だからさ」

　笑顔で言った。

　それから、ボクにだけ見えるように、ペロッと舌を出す。

　……何か企たくらんでる？

　そう思った時には、素知らぬ顔をしている。

「ま、色々あったし、これからも色々あるけどさ」

　碧はボクの肩に触れた。

「うちらが助かったのが、君のおかげだってのは間違いないよ。やってくれたじゃんか」

　屈託のない笑みを浮かべて、碧は言った。





　　　◆　◆　◆






「はー。落ち着く」

　温泉に入った時みたいな、そんな声を出してしまった。

　久々に自宅に帰った。

　帰宅する前に聞かされてはいたんだけど、ボクが捕まっていたことは報道されていないだけじゃなくて、両親にすら知らされてなかった。

　帰ると、母さんが「忙しくてしかたなかったのね。さすがにお母さん、サインお願いできないわね。親しん戚せきの紅葉もみじちゃんが欲しいって言ってるんだけど……。今日はダメよね。チラッ、チラッ、チラッ、チラッ」って言ってきた。

　口でチラッ、チラッて言ってくるものだから、思わずサインしちゃった。四回も言うんだもん……。

　とにかく余計な心配をかけることがなかったことには、ちょっとホッとした。

「はぁ……」

　脱力してベッドに横になる。

　色々なことがあり過ぎて、こうしてホッとしてしまうと、起き上がれない。

　うたた寝してもいいやとか、そんなことを思って目を閉じようとした。

　そこへ階段を上がってくる聞き覚えがあり過ぎる足音が聞こえた。

「うわっ！」

　慌てて跳び起きたところで、ドアがノックされる。

「入ってもいいか？　光みつ義よし」

　もちろん杏あんずの声だ。

「うん。いいよ」

　応こたえた時には、ボクは乱れていた服を直して、椅い子すに座っていた。

　我ながら慣れ過ぎてる。

　制服姿の杏はボクの部屋に入って、ドアを閉めると、少しうつむいて深く息をついた。

　それから顔を上げる。

「心配だったんだ」

　ボロボロと涙がこぼれた。

「杏!?」

「心配だったんだー！　本当に心配で、心配で……ふぁぁぁん」

　子供みたいに声を上げて泣きじゃくる。

「あ、え……えっと、あの……」

　慌ててる場合じゃない。

　ボクは杏の手を優しく引くと、ベッドの上に座らせてあげた。

　グスグス言ってる杏にティッシュを差し出して、涙を拭ふいてあげる。

　それから隣に座って背中を優しく撫なでた。頭も撫でる。

「光義ぃ……光義ぃ。よかったぁ。無事でよかった……」

「うん。心配かけて、本当にゴメン」

　杏がボクの肩に頬ほおを寄せる。

　こんなにくっつかれたら、死ぬほど緊張する！

　でも、なんとなく気持ちはわかる。

　新宿で再会して一緒に戦ったけど、あの時の杏は焔ほむらまとう英雄だった。一生懸命、キャラを作っていた。外だったから、いつ人に見られるかもしれなかったし、物もの陰かげでは色々崩くずれてたけど、それでもだいぶ我慢してたんだと思う。台詞せりふだけ剣けん皇おうになってたりしたし。

「ボクは大丈夫だから」

「うん。光義はそう言ってくれた。新宿でもそうだった。だから、私は安心して戦うことができたんだ」

　まだ涙で潤うるんだ目でボクを見上げる。

「でも……本当なのか？　本当に大丈夫なのか？　何もなかったのか？」

「どういうこと？」

「優しい光義のことだ。私のことを気遣って、何もなかったと……。そう言ってくれたんじゃないのか？　あるいは……《八雷やくさ》をかばったのかもしれない。本当はとてもひどい拷ごう問もんをされて……」

「そういうふうに取っちゃった!?　本当に拷問とかされてないよ。大丈夫だよ」

「だが、外から見ても傷がわからないようにする拷問だってある。心に傷を作ることだってできる。心が傷ついているなら、癒いやしてあげたい。私が……癒したい！　なんだってしてみせる！　何を、何をすればいい？」

「そんな事実はないから安心して。ボクはまだ泣いたり笑ったりできるからね」

「本当か？　本当に本当か？　嘘うそついたら、ハリセンボンを呑のませるのは申し訳ないからえっと……コシのあるうどんを食べさせてしまうぞ。讃岐さぬきうどんだ。天ぷらもつけよう」

「むしろご褒美だから、嘘をつきたくなるけど、あえて『本当だから大丈夫』って言って、潔白を証明したいんだけど、どうかな」

「それなら……いいんだ」

　心底安心した様子で杏あんずは胸を撫なで下ろした。

　まだ残ってる涙を拭ふいてあげて、ボクは杏と並んで座ったまま深く息をつく。

「大変なことが続いたけど、結果的にはいいことが多かったよね」

　杏がきょとんとした顔でボクを見上げる。

「碧みどりが特務殲せん滅めつ官かんになったじゃないか。仲間が増えた。頼もしい力を貸してくれる。これで、ずっと一人で戦ってきた杏の負担が減る」

「そうだ……兎と川がわさんだ」

　杏が愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。声とか震ふるえてる。

「な、何？　何かあった？　ボク、どんな地雷を踏ふんだの？」

「いや、その……」

　ボクから少し離れて、目を逸そらしてうつむいて、モジモジと指先を擦こすり合わせる。

「ほんと、どうしたの？」

「あー、うー」とうめいてから、考え込んで、それから迷いながら口を開いた。

「光みつ義よし。なんだか兎川さんと親しいな」

「親しい？　そうかな？」

「捕まっている時に兎川さんと何かあったんじゃないか？」

「何か……。確かにあったけど」

　イザナミ──兎川碧のことを知って、《八雷やくさ》のことを知った。碧や《八雷》が本当は何のために戦っているのかとか、そんなことを知ることができた。

　だから、ボクたちは力を合わせることができたんだと思う。

「あったのか……。あったんだな」

　杏の声がだんだんしぼんでいく。

「杏？」

「み、光みつ義よしのプライベートを詮せん索さくするわけじゃないんだ！　違うんだ！　勝手に人の携帯を見ちゃうような、そんな女じゃないんだ！」

　赤いままの顔を上げると、顔の前で手をブンブン振って何か否定する。

「……み、光義が誰と、どうだろうと、わ、私は……私は、祝福する!!　おめでとう！　おめで……う、うぅぅぅ」

「どうして泣いてるの!?　ボク、何か言った？」

　涙を拭ふいてあげようとすると、差し出したティッシュを取って、自分で涙を拭ぬぐった。

「だ、だが、光義。ここであえて、きちんと落ち着いて考えてほしい。ストックホルム症候群を知っているか？」

「いきなり何？　それって、人質事件とか、誘拐事件で、被害者が犯人に対して好意的な感情を抱いちゃうとか、そういう話だよね。生存本能から来る心理的反応とか、テレビで見たような気が……ん？　人質？」

「そうだ。いや、私は光義の恋愛観を疑っているわけじゃないんだ。きっとセンスがあると思う。嗚あ呼あ！　でも、こんなことを訊きいたということは、つまりは光義を疑ってしまっているのか……。私は……なんてことを……」

「疑うとかよりも、根本的な誤解がない？」

「すまない。いいんだ。光義が幸せならば、私は決して邪魔してはいけないんだ。邪魔!?」

　いきなり声を上げる。何か思いついちゃったみたいだ。

「いけない……。もし、私と光義がこうしてひとつの部屋に一緒にいて話をしているなんて知ったら……。兎と川がわさんがすごく思い詰めるタイプだったとしたら……！　あるいは怒ると話を聞かないタイプなら？」

「やっぱり！　兎川さんって言った！　なんか変な勘かん違ちがいしてる！」

「私は……このままでは光義の幸せな未来を壊してしまう……」

　意を決してしまったように、杏あんずがゆっくりとボクのほうを見る。

　静かな決意を宿した目から涙が一筋こぼれ落ちた。

「私は烈れつ火かの剣けん皇おうだ。安心してくれ。孤独。それもまた英雄が宿命づけられたものだ」

「何を勘違いしてるかなんとなくわかったような、わからないような感じだけど……。碧みどりとの間にストックホルム症候群も、ロマンス的な何かもなかったからね」

「ええっ!?　あんなドラマティックな状況で!?　何な故ぜだ!?」

「あれ？　ボクが思っている以上の事態を想像されてた？　いや、そうじゃなくて」

　首を横に振って、否定する。

「碧と親しく見えたなら、お互いにわかり合うことができたからだよ」

　碧のこれまでの経験とか、そのあたりは碧自身が話すまでは言うべきじゃないと思うので、口にはしない。

「碧みどりも剣けん皇おうだよ。ちゃんと話がわかってくれる人だった。ボクは、えっと……一生懸命、道理を説いてみたんだ。この世界のために剣皇は力を合わせるべきだって。ボクたちはひとつの目標のために一緒に戦えるとか、そんな感じで」

　ちょっと嘘うそだけど、だいたい合ってる。

「さすがは光みつ義よしだ！」

　目を輝かせる。

「私は兎と川がわさんに対して、武力に訴えることしか考えなかった。彼女の事情を理解しようともしなかった。相手が剋こく獣じゆうならいざ知らず、同じ人間だというのに……」

「いや待って。そんな大げさな話じゃなくて、ボクのはほとんど偶然で」

「私は恥ずかしい……。剣皇とは、いや、むしろ人間というのはそういうものじゃないはずなのに……。互いに言葉を通じてわかり合うべきだというのに……」

「恥ずかしくないよ!?　どこに出しても恥ずかしくない英雄だよ！　そんなこと言ったら、ボクは剣皇なのに、《八雷やくさ》から杏あんずを助けるつもりでのこのこ戻って、あっさり拉ら致ちされた情けない奴やつじゃないか。いや、情けない……。なんだか自分で言ってて情けなくなってきた。なんて情けない奴なんだ……。一発でのされるとか」

　泣きそう……。

「違う！　違うぞ、光義。あの、あれだ。結果オーライだ。何な故ぜなら光義が拉致されなければ、兎川さんも《八雷》も協力してくれるようなことはなかったし、私も彼女たちのことを知ることもなかった。いや、全すべてがあの卑ひ劣れつな《釼けん塵じん帝てい》の思惑どおりに進んでもいただろう。だから……情けないとか言わないでくれ。大丈夫。大丈夫なんだ」

　泣きそうな顔で覗のぞき込んでくる。

「ゴメン。突発的に情けなくなっただけだから。もう立ち直った。大丈夫。もう全然大丈夫」

　ガッツポーズでアピールしてみた。

「よかった……」

　杏が胸を撫なで下ろす。

　心配させてしまった。杏にはこれまでも嫌になるほど心配をかけちゃっていたのに。

　でも、なんとなく気分は楽になった。

「しかし、そうか……。何か特別なことがあったわけじゃないのか。ストックホルム症候群とか、そういうのでもないのか」

　ホッとした顔で言う。

　それからこっちを上目遣いに見た。黒い瞳ひとみの中にきょとんとしたボクの顔が映っている。

「それなら……私は一緒にいてもいいんだな。これまでと同じように」

「同じか……」

　ボクと杏あんずは前と同じようにこの部屋でくつろいでいる。

　烈れつ火かの剣けん皇おうとして、みんなの希望として自分を偽っている杏。そんな幼なじみが、メンタルが豆腐の、ただの紅あか地ち杏に戻れる場所。

「……でも、今までとはちょっと違うかな」

「違う？」

「うん。こんなこと言うのは、自うぬ惚ぼれているのかもしれないし、半分、剋こく獣じゆうになってるような自分の身体からだのことを考えていないのかもしれないけど……。でも、今のボクは杏と一緒に戦えるようになったんだ」

　剋獣とひとつになっている身体の内に強い皇こう土どの龍りゆう気きを感じる。

　エリスから奪い、戦いのあと、また杏に分けてもらった力。ボクの命で、同時に、戦うための武器だ。

「まだまだ未熟だし、今回みたいに杏に心配をかけてしまうことはあると思う。それに、龍気を失えば、この身体は朽ち果てる。本当はボクなんて剣皇でも剋獣でもないのかもしれない。でも」

　杏を見据える。

「剋獣を殺し続ける限り、杏と一緒に戦うことができる。一緒に生きていくこともできる」

「そうだな」

　杏が微笑を浮かべた。

「それに、私はタイサイにも、エリスにも、光みつ義よしなしでは勝つことはできなかった。孤高と言ったが、光義が剣皇になる前からずっと助けられている。これまでと同じで、これまでと違う。今の私たちは」

　杏が少し息を吸う。

「光義。これからも一緒に生きてほしい」「杏。これからも一緒に戦わせて」

　言葉が重なる。

　互いの決意を受け入れて、ボクたちは頷うなずき合う。

　それから、杏は眉まゆを上げる。

「光義。私は再び《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》に挑む」

　その手は胸を押さえていた。

　多くの命が失われるのを目の当たりにしたかつての戦い。まだ消えないその痛みを押し殺しながら、杏はそれでも前に進もうとしている。

「剋獣五ご帝ていからこの世界を取り戻す。あの時のような犠牲はもう決して出さない。私は思うんだ。私と光義が一緒なら……」

「うん。きっと勝てるよ。ボクたちは」

　脳裏をよぎるのは嵐らん樹じゆの剣けん皇おう、兎と川がわ碧みどりの姿。

　それに、カラスキさんやシビさん、タタラさん。いつも力を貸してくれる《桔梗ききよう》や特とく守しゆの人たちの姿だった。

　これだけの力が重なり合えば、以前と同じ悲劇なんて起こらない。

「杏あんず。ボクは特務殲せん滅めつ官かんになるよ」

　エリスとの戦いのあと、抱かかえていた想おもいを口にする。

「そして、剋こく獣じゆう五ご帝てい全すべてを倒すまで戦って、生き残る」

「……そうか」

　杏は少しだけ驚いた顔をしたけど、受け入れてくれた。

　それから彼女は手を差さし伸のべる。

「なら、一緒に戦おう。最後まで」

「うん。戦おう」

　白い掌てのひらを握にぎりしめる。

　固く絡めた指先から、ボクたちは互いのぬくもりと、そして、身体からだを流れる熱い龍りゆう気きを確かに感じていた。

　それは世界を導く英雄のぬくもり。ボクが愛する人の熱さだ。
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　お久しぶりです。あるいは初めまして。八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

『焦焔の街の英雄少女３』を手にしていただき、ありがとうございます。

　今回は前巻に引き続き、獣人たちのテロ組織《八雷やくさ》との戦い。それから、全体としてはこの世界を訪れた獣人たちを覆おおう闇やみ。あと、ブレブレ烈れつ火か剣けん皇おう。そして……というお話になっている気がします。楽しんでいただければ幸いです。

　さておき。このお話には克かつ也や含めて関西弁キャラがちょこちょこ出ます。で、僕は生まれは大阪、育ちも大阪という生粋の大阪人なのですが、関西弁って、案外書くのが難しくて、執筆中、わりと困りました。アニメなんかで、嘘うそくさい関西弁など聞いたりすることはあるわけですが、関西人が書けば問題なく書けるのか？　というと、そんなわけもなく。

　僕自身は確かに関西弁で喋しやべるのですけど、人と喋る時に標準語っぽいのを使っているうち、そっちがメインになって、標準語と関西弁が混じったようになってしまっています。加えて、そもそも、関西弁自体も地方（京都など含まず、大阪内でも）や喋る人の年齢によって違うので、じゃあ、みんなが正しいと思う関西弁は……？　そんなことを考えて、台詞せりふを書いているうちに、関西弁とは……そもそも、関西とは……宇宙とは？　と、悩み始めて、ついには関西弁のゲシュタルト崩壊という世にも珍しい現象が起こりました。そもそもゲシュタルト崩壊じゃないですが。

　そんな感じで書いた関西弁。違和感があったら、そういう地方のものだと思っていただければありがたいです。僕自身は関西弁が最も汚い地域のひとつに住んでたので、本気の本気だと日本語ですらなくなりますしね！　関西弁は関西っぽい描写はもっと自由でいいんだ！

　さておきまして、刊行にあたり、多くの方のお世話になりました。

　イラストを担当していただいた中なか島じま艶えん爾じさん。今回もかっこよくて、かわいいイラストありがとうございました！　口絵の杏あんずがすごくカワイイです。

　担当編集のＩさん。今回もアドバイスありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。

　それから、出版に関わっていただいた多くの皆様と、手にしていただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。それでは失礼します。




　昨日はエクスペンダブルズ３。今日はヘラクレスでマッスル映画三昧　八薙玉造
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